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新年度の技術科を構想するにあたって '

研   究   部

は  じ め  に

産業教育研究連盟 (産教連)の研究部では本年

度の主要なテーマとして,「産教連のあゆみとそ

の成果」をまとめ,「新 しい技術科の構想」を打

ちだすことをとりあげた。

常 日ごろ,技術科の授業の中で,教師が「 自分

の授業を仕組んでみたい」 と主体的にとりくむと

き,必ずそこには疑間や反省が生じ, これをどう

解決 したらよいか研究しあう必要を感じていると

思います。われわれは, こうした姿勢をたいせつ

にし理論的にまとめていきたいと考えています。

民間教育団体 としては, 1つ の特定の学派や特

定のサークルの理論をおしつけるのではなく,前

述のような,ま じめにとりくむ全国の教師の反省

や新 しい構想への意欲を結集し,学習活動をもり

あげていきたいと考えます。しかしながら,新し

い技術科の構想は,全国のさまざまな条件のもと

でのさまざまな実践を無原則的によせ集めて,い

かに討論をかさねてみても,でてこないのではな

いかという批半Jが内外からよせられています。

そこでわれわれは,技術科の本質を具体的な授

業の中で明らかにしよ う とす る「 技術科の本質

と授業過程」を研究のテーマとして過去 1年間,

研究をすすめてきたわけです。この中で多くのこ

とを学ぶことができたし,実践を理論化し,一般

2

化する必要と方向が確認されてきています。9月 ,

10月 の例会を通して,官原誠一氏の「 生産教育の

概念」 (「教育」1952掲載論文)について討論研究

を重ね,全国の会員にも前掲載論文を送付 し,検討

をしてもらいました (こ の研究は,総論,各論ともに

結論を得ていないし,ま だ全国のなかまからの意見も集

結されていないので発表は後日行ないます)。

新 しい技術科の構想を念頭におきながら,新年

度の技術科を構想するにあたって,考えたいこと

をのべてみたい。

2.なんのための技術 0家庭科教育か

最近,研究会において,「なにを」「 どれだけ」

「 どのように」 ということばがよくきかれるよう

になりましたが,話 しあわれることは ど う して

も,「 どのように教えるか」にかたよりがちです。

また教材教具の研究もかなりさかんですが, これ

が,なにを教えるかを深めていくようなところま

でつっこまれていかない弱い面をもっています。

「 生産教育の概念」では,戦後の荒廃の中で,経

済的独立なしには,民族の独立はないとして, 1

つの教科だけの目標ではなく,教育の目標 として

「 平和的生産人」を主張されたものでした (生産

教育の名のもとにいろいろな考え方があり,それらを批

判されている)。

この研究会で一会員からよせられた,意見に,

し



警五い,その時代的背景を考

えなければならないこと,け っきょくのところ,

「 なんのために」を考えなければならないと主張

されました。

男女別学,女子むき,男子むき,選択制におけ

る「 職業」の問題などについて,た とえ教師の善

意ではあれ結果的に教育に差別をもちこむ役割 り

をはたすことのないようじゅうぶん考えていく必

要があ ります。男女による性別差,生徒の能力差

が,社会的な問題 とどうつながっているかを考え

て,いかにして女子の教育が値引きされないよう

にするか,学力の面でおくれた生徒をのばし能力

差を縮めるか,授業中の指導人員をどのようにし

て減少していくかも考えていきたいものです。

これからの技術科のあり方について考えたばあ

いも,「なんのために」「 なにを」「 どれだけ」

「 どのように」を考えていく必要があります。

3。 「 なにを」教えるか

技術科においては「 なにを教えるのか」と「 な

にで教えるのか」をはっきり区別すべ きで あ る

と,本誌の 1月 号で向山玉雄氏が主張 して い ま

す。われわれは,なにを教えるかについてきびし

く検討してみる必要があ ります。

このばあいに, とくにたいせつなことは,義務

教育 という限られた年月の中で,ま た中学生 とい

う対象に対して,なにが,一番基本的であり,な

にが妥当な教育内容かという視点です。「 きびし

く選ばれた生産技術の基礎」 という考え方があり

ます。この具体的内容はなんであ りましょうか。

「 教育内容の精選」これは大 きな課題だと思いま

す。このばあい, “基礎的とはなにか"を考えな

お していく必要があ ります。現在および将来にわ

たって,国民のよりよい生活を保証する物的基盤

を作るための技術 ということになると思います。

教育内容をあれが必要だ, これが必要だと考え

たときに,その考え方を整理していく上で,生産

に必要な,労働手段 (道具,機械,装置)と 労働対

象 (材料など)に大きく分けて, そのおもなもの

について体系的に内容を構築することを考えてい

く必要があります。

実践報告をいろいろ読んで,あれも必要だ, こ

れも必要だと加えていきやすい傾向は,高校入試

や学力調査 というやっかいな問題 とか らみ あ っ

て, どうしてもおこりがちです。この多い内容を

どうこなすかに追われ,指導法の研究のみにおち

こまないようにしたいものです。毎年,各学校で,

各教科の週授業時数を決定する会議で,教科書が

全部おわらないとか,指導内容がおわらないから,

時間数をふやしたいという主張がなされます。し

かし「 つめこみ」でなしに内容を精選するにはど

うするかを十分考えたうえで,指導法の研究がか

さねられ解決されるべきものだと思われます。

したがって, 製図, 本材加工, 金属加工, 機

材,電気という分野の内容について,「なにを」

を教えるだけではなく,その前に従来のこのよう

な分野の構成そのものでよいのか考えてみる必要

があ ります。大きくいえば

(1)学校教育全体の中で, この教科の役割 りを

考えてみる (各校の教育目標との関係,他教

科特別教育活動との関係など)。

υ)技術科の中で各分野の関係を再構成する構

想を練る (生産技術 として,加 工 学 習,製

図,設計,手加エー→機械加工……など)。

は)分野ごとの細目のうちの要点をしばる (基

礎製図ではなにを……,機械ではなにを……

といった考え方)。

以上のことを検討するにあたって,最近,技術

教育誌で主張されている教師が技術史を学びそれ

を参考にして「 内容」を選択してみる考え方は有

効であろうと考えられます。 これまで,技術教育

誌で明らかにされてきた考え方のおもなものには



つぎのようなものがあります。

<製図>

に)基礎製図では立体空間概念の発達をはかる

ための描図能力や読図能力を養 うための学習

に重点をおく。

惨)加工学習,機械学習と結合した,技術のこ

とばとして製図を考える。

<加工学習>

に)労働対象としての材料について。

① 金属,本材,その他の材料で共通した性

質。

② 木材にきわだった性質,異方性など。

③ 金属にきわだった性質,塑性,熱処理性

など。

レ)労働手段としての道具・機械。

① 道具のしくみ,刃物と切削の し くみ な

ど。

② 道具から機械への発展。

③ 手 と道具による加工から機械加エヘ。

に)荷重のかかる品物の設計にあたって考える

べきこと。

① 荷重,応力,強 さ,材料 と構造の強さ,

など。

<機械>

に)労働手段の中心的なものとしてとらえる。

① 機構。

② エネルギの交換 と伝達など。

<電気>(詳細向山論文参照)

(1)電気回路の製作 と測定 (回路の見方,測定)。

レ)電磁石の製作 と応用 (電磁現象)。

い)電子回路部品の働き……など。

ここであげた例のうち,製図学習での図学の系

統的な指導の問題や,加工学習においての工作機

械 としてのとりあげ方がおちていますが,こ れら

の点は今後検討する必要があります。

`

4。  「 なにを」「 どれだけ」「 どのように」は1

統一的に検討しよう

技術科教育のねらい,内 容,方法は常に統一的に

とらえられなければならない。さもないと,教育内:

容はこれまでのままにしておいて,その指導方法 :

のくふうだけになり,教師が忙しくなるだけです。.

また,指導方法を不間にした検討も不十分であ

るばか りか問題があります。これは,指導方法に

よって,生徒の身につく内容がちがってくるばあ′

いがあるという側面を無視したことになります。

に)ど こまで教えるか (範囲,深さ)は どうして

きめたらよいか。

① 生徒にどのような能力をつけたいかを考

えてその内容と指導法を考えてみる。

② 全体構想の中での各分野のバランスや重 i

点のおき方から考えてみる。

たとえば,加工学習で,本材加工と金属 :

加工をそれぞれどのように分けて,ま た融 :

合させて指導するかを検討し,その中で,1

年では切削についてはどこまで,(例―工

具では刃先角と被削材のかたさ を 知 らせ

る), 2年生はどこまで (例―すくい角や,

にげ角が必要なわけなどを知らせる)かな

どをきめる。

③ 生徒の発達段階,認識能力,識識のしか^

たなどの実証的研究から考えてみる。

これまでどのような方法のときどこまで

わからせ得たかを,明 らかになった範囲で

考える基礎データとする。

鬱)指導法についての一般的な原則についてみ

れば,生き生きとした直観→ 抽象的思考→

実践的活動→ という考え方があ ります。

現今技術科では,授業研究が芽ばえ て き ま し

た。この記録にしたが うと,教師ばか りがしゃベ

リすぎて,生徒に十分考えさせた り,活動させてい
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この小論は,去 る1月 7日 ,研究部の定例会において

提案した「技術科教育編成の基本的視
`点
」の要項に書き

加えたものである。

1.技 術科教育の役割 り

“技術科教育の役割 りは何か"な どとあらたまって考え

ると,ふだんはわかっているようでなかなかこれだと一

日にいえるような答はでてこない。しかし,ふだんはな

んとなくわかっているつもりのものでも,な にかの機会

にその人なりに考えてみることは重要なことである。も

し,基本的な性格を不明のままで,教材研究や指導法を

考えているのでは,真に創造的な仕事をしているとはい

えない。

私は,技術科教育の役害『りとして次にあげるような 3

つを考えてみた。

(■ 人類が歴史的発展過程で獲得してきた文化遺産は

さまざまであるが, “技術"は物質的財貨の生産と

いう点で,人間の生活と関係が深 く,最 も基本的な

ものである。したがって,こ のような生産技術とそ

の理論的知識を,教科として教授しておくことは重

要なことである。

{2)「人間は腕や脚や頭や手で,かれの外部の自然に

働きかけてこれを変化させることにより,同 時にか

れ自身を変化させる。かれは,かれ自身の自然のう

ちに眠っている諸能力を発展させ,その諸力をかれ

自身の統帝1の もとにおく」 (資本論)で表わされて

いるように労働を通して子どもの能力を全面的に発

達させるための重要な教科になる。

侶)技術と社会との関係や,産業組織,それに規定さ

れる職場の条件について理解させ,自分の労働の意

義について自覚させるために,重要な役割 りをはた

す。

第 1は学習内容を構成する場合の基本となるもので,

6
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要な役割 りであると規定したが,私はこの場合,と くに
′、て機械製図

`中学校の段階では, “技術"を教えることを中核とすべ
1生の製図学尾

きであると今まで主張してきた。そしてこの場合の技術
句で計画をたヽ

の基本は “労働手段の体系"を意味していた。そこで,

次に技術を教えることの具体的な意味を考えてみなけれ
もつ栽培の分里



rないという批判や,こ れと反対に,生徒の活動を

重視するという名目はあるのだが, となり同志で

学習している内容がまるでちがうというようなこ

ともおきています。 (「教師によって個人指導を受け

|た 生徒と隣りあわせて作業を行っている生徒でも何が

指導されたのかを知らない場合がしばしばあった」<授

‐業研究誌>1964年 9月 号p.182～「技術・家庭科の授業

研究」斉藤健次郎)

これを単純に分け響輪者は講義式,後者はプロ

ジェク ト方式と分類した り,理論先行型か,実習

先行型か, といった間題のたてかたではなく,徹

底した授業研究を通して, どのような内容につい

てはどのような指導法が適切であるか, これまで

`の教育方法の欠陥はなにかを明らかにしていく必

1要があると思われます。

5。 積みあげの重要性

新しい年の技術科はこのように指導するという

ことを簡単にはいえないことです。それは,年間

の指導時数という側面だけでなくて,む しろその

質的な問題がかかわっているからだと思 われ ま

す。しかもこれは過去の教育や現在の (職場)学
‐校と直接的に関係しているからだといえます。

今,各学校について考えれば, これまでの考え

方で, これまでの指導で育てられてきた新 2年生

:新 3年生がいるわけです。 2年生の指導計画をた

てようとすれば, 1年生の授業で「 なにを」「 ど

れだけ」「 どのように」指導してきたかふりかえ

ってみなければならないし,それを土台として授

:業をするのはいうまでもないことです。

授業にのぞんで,前年度教えておいたはずだっ

:たのになぜ定着していないのかとか, 1年生では

どこまで指導しておいたか, 2年生ではどこから

,引 きつぐかは,単に教科書のページ数や,製作題

.材名といった大ざっばなものばかりではないと思

ヽヽます。 1年生の授業で,あ るいは, 1～ 2年生

の授業で,なにを教え, どのような能力を育てる

ことができたか反省させらマします。たとえば, 1

年生で, うす板金の手工具による加工を行ったと

すれば,2年生では,材料の性質の面では,熱処理

の問題を,ま た,加工法では機械による切削加工

をする (1年では塑性加工として考える)と か, 製

図については機械学習を行った後に機械製図をと

りあげてみるとか,前段階までの成果を問いなが

らすすめていきたいものです。

授業の中で班の組織や役割 り分担,ま たその相

互点検の習慣や態度形成などについても同じこと

が反間され積みかさねられなければならないでし

ょう。

このことは, とくに物的条件がものをいうこの

教科の性格上,施設設備の充実についてもいえま

す。施備設備は教育内容 との関連のもとでとらえ

ていく必要があ ります。

少なくとも中学校 3年間の見通しを立てた計画

がのぞまれます。

いろいろと必要なことをのべてきましたが,で

きうれば,今年度の各自の研究重点目標と学校あ

るいはサークル全体での研究重点をきめてとりく

んでいきたいものです。

このためには,過去の類似研究を徹底的に洗っ

てみて,それと各自の学校の実態 (生徒 0施設設備

など)を照 しあわせます。 総花的にやるよりはむ

しろ, このほうが実 りがあると思われます。

わたくしたちは,産教連のあゆみとその成果を

まとめる作業を通して,本連盟の研究のあ り方や

新 しい技術の構想を提起 したいと思っています。

全国のみなさん,各自の学校の技術教育のあゆ

みとその成果をまとめ,その反省にたって,新し

い年の技術科の構想を立て,その成果を全国の教

師の財産にしましょう。わたくしたちは,全国の

なかまからの批判という援助を受け一層前進した

(文責・村田昭治)
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いと考えています。
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現の原因,およびその製作の可能性など,常に人間

の生活や産業と結びつけて考える。したがって,単

なる自然科学的識認だけではなく,社会科学的な側

面も知らさなくてはならない。

(1)は ,技術を労働手段の体系と規定した場合,まず労

働手段としての道具,機械,装置についてしっか り教え

ておかなければならないことを意味している。しかし,

労働手段といっても,労働過程の中で人間に利用される

ものであるから,それにかかわる労働対象や加工過程と

無関係にあつか うことはできない。そこで第 2の ような

とらえ方がでてくる。また第 3は ,個 々の技術を歴史的

発展過程の中でとらえることにより,その中で技術と人

間,技術と社会との関係を統一的にとらえる子どもを育

てようとしているのである。

このように考えてくると,現在の技術科の中の加工学

習の分野は非常にうまく説明できる。 しかしこの場合の

労働手段を,直接作業に使われる労働用具だけではなく

労働過程がすすめられるための条件をつくりだすもの,

たとえば,照明,暖房,通信,運搬なども含めて考える

と,技術科教育の中に 1本の柱ができるのではないだろ

うか。

3.労 働をどのように考えるか

労働の問題を考えるときは,少なくとも2つ の側面か

ら考えられる。その 1つは労働 (手の労働を含む)を通

して子どもの諸能力を全面的に発達させるということ,

もう1つは,労働そのものの意義について知らせるとい

うことである。前者は,技術の性格からいって,その認

識が,手の労働と頭脳による思考が統一されたときはじ

めて有効に技術を認識させることができるという課題に

つながる。第 2は ,現在の子どもたちが,労働に対して

非常にゆがめられた考えをもっているということにより

いっそう重要性をましている。小川太郎氏はこの状態を

次のように述べている。

(1)初等教育から中等教育にかけて,すべての子ども

に労働の機会が与えられていないために,進学する

ものは,知的に偏った,そ して偏見にそまった人間

として形成されつつある。労働の能力に久け,労働

と労働者に対する尊敬をもたない人間が形成されつ

つある。

け)労働者になる子どもは,今 日の労働者にふさわし

い知的発達がとげられず,し かも,知的な労働の優

越性と肉体的労働の劣等性という誤った観念をもっ

てやむをえず,肉体労働の道にしたが うように教育

されている。 (現代の教育,「全面発達について」

p.142新 評論社 )

ここにあげるように全面発達のための 1つ として,ま

た,労働の意義を正しく認識させるためにも,中学校に

おいて労働を課することの必要が生ずる。そこで中学校

の教科の中で労働を課するとすれば,技術科はその中心

とならなければならないと思 う。そしてこのことは生産

労働と教育との結合という現代的課題にも近づ くことに

なると考える。また,理論と実践との統一という点から

いっても重要な意義をもってくるものと思われる。

技術科の中で本格的な労働を組織することはできない

にしても,「手の労働と頭脳による思考が同時に実践さ

れないと身につかないもの」を中心に教材を組むことに

よって,こ の目的をいく分でも達することは不可能なこ

とではない (1962.6月 「技術教育」 研究部)。  そして

この場合労働|ま 単に認識のための手段ではなしに,「実

践的な活動,生産労働は実に理論的な学習の出発点をな

すものでなければならない」 (「マルクス主義の教育思

想」p.164)と いう考えに立っている。

4.教 育内容選定の柱,教材研究の視点を技術

史に求めることについて

技術科の性格を,技術に関する科学的知識や技能を与

えること,および,全面発達のための主要な教科と解す

れば,当然この 2つ の面を実現するような学習内容や教

材を選定し,こ れらの基本に近づ くように教材を子ども

にぶっつけてやらなければならない。そのために私たち

は一体どのような学習をしていったらよいのだろうか。

まず,学習内容を構成している個々の技術につttての

深い知識が必要である。そのためには,機械,電気など

についての自然科学的な法則の認識が必要であることは

いうまでもない。しかし,こ れだけでは子どもに単に技

術的な知識や法則を与えることしかできない。とするな

ら,私の考えている技術科の 1つの側面だけしか達成さ

れなぃことになる。そこでこれに加えて,さ らに技術と

社会とのつなが り,労働とのつなが りに関する認識がど

うしても必要である。しかし,こ の 2つは別々のもので

はなく,自然科学的なうらづけを持った 1つ 1つの技術

が,どのような背景のもとに出現し,それが生産や生活

の中にはいったかということを統一的にとらえなければ
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ならない。そこでこれを統一する手がか りとして技術史

を研究することが必要ではないかと考える:技術史につ

いてベリキンドは「人間と技術」 (商工出版社)の 中で

次のように述べている。

「技術史は,さ まざまな発達段階にある人間によって使

用されてきた労働手段の物質的形態,お よび労働手段に

よって遂行されてきた過程を研究する。この観
`点
からみ

ると技術史は技術科学である」また「生産力の本質的な

1要素としての技術の発展の研究は,生産関係の交代を

しらべることなしには不可能である。だから技術史はま

た社会科学でもある」と2つの側面をあげている。

また技術史の研究対象として次のように述べている。

「道具,労働手段,それらが発生し,ひろく採用され死

滅した時期,あれこれの技術的対象の利用方法,技術上

新機軸をひらいた人びとの活動,彼 らの仕事の方法,結

果,彼等の活動条件など」

技術科を,単なる技術に関する自然科学的法則を教授

するだけでなく,社会科学的な偵1面 も合わせて考えると

すれば,ま た,単なる事実の認識だけにとどまらず,歴
史的発展の中で個々の技術の意義を考えてゆ くとすれば

前述のような内容を持つ技術史を取 り入れることは両者

の結合,統一をはかるのに,も っともうまくいくのでは

ないかと考える。

5。
｀
技術、を認識するということ

技術教育を計画し,指導計画を立てるには,内容の中

で何がたいせつであり,何がたいせつでないかを知るこ

とが,第 1に重要である。しかし,それがいかにりっばな

ものであっても,子 どもに認識され得ないのでは価値が

ない。そこで,どの程度のものが認識可能であるかとい

うこと,および技術を認識するということの意味を考え

てみなければならない。しかしここでは “どの程度 ?"

ということは別の機会にゆずるとして, “技術を認識す

るということはどんなことなのか ?"についてかんたん

にふれてみたい。

技術に関する学問体系というと直ちに技術学というこ

とばがでてくる。そしてこのことばは現場教師の間でも

ずいぶん使われるようになった。しかし,こ の場合内容

を明確にしないままで使われていることが多い。一応 ,

理科教育においては,自然科学を教える教科であるとい

われている。しかし,こ こで考えねばならないことは,

理科が自然科学を教えるといっても,現在の学問体系を

θ

そのまま教室にもちこむわけではない。学問体系として

の自然科学を教える前に “自然"についての認識を与え

ることが重要である。

∵れを技術教育にあてはめてみると,技術学を持ち出

す以前に,まず “技術"についての認識を与えるという

段階があるはずである。その上で技術学に含まれ,つな

がるような理論的知識を身につけさ也√ばょぃ。このこ

な重をF学

校段階の技術教育を考え

負r拿
号

とくに重要

技術学という言葉を現場教師が使 う場合には,その中

味はどちらかというと学問体系ではなくして,今 までの

プロジェクトに理論的知識 (工学的知識)を重視すると

いうかたちで使われていることが多い。とすれば,当面

私たちは技術学という言葉にぶ りまわされることなしに

もっとそれ以前の “技術"についての認識をたいせつに

しなければならない。それにはもっと自然科学としての

物理学などとの結合をはからなければならないように思

える。これは歴史的にみても明らかなことで,技術の発
‐

展は物理学と一体となって進められてきている。だから

もし技術科の中で理論を重視するとすれば,物理学を基

本においた自然認識ではないだろうか。岡邦雄氏は「技

術教育J(1964年 3月号)の「教科の再編成」の中で,

子どもの認識と科学の成立とはひじょうに類似している

として,体験―経験―実験―論理―理論というような段

階をあげている。そして,中学生で認識可能なのはせい

ぜい論理までだろうといっている。

このように考えてみると技術科ではまず道具,機械 ,

材料などに手をふれて,これを観察し,それを使いなが

ら,それらにふくまれる法則を発見していくという,ご

く初歩的な技術認識から始めなければならない。

6.電 気学習再編成の視点

(1)基本的な考え方

① 生産技術における電気|ま ,まず自然の第 1次的な

エネルギ (水カエネルギ,熱ェネルギ)を利用して電

気エネルギを作 り,そのエネルギを労働手段の助けを

か りて労働対象の物質に向けて働かせるために利用さ

れている。技術教育においては,ま ずこのようなエネ

ルギに目を向けることが “技術"を 教える第 1歩であ

る。

② まず,人類の祖先はまさつ電気から,化学変化に

よって定常電流を取 り出す方法を獲得し,電流につい
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ての諸作用を明らかにした。また,機械的エネルギか

ら電流を大量に取 り出す発電機を発明し,電気は動力

源として絶対のものとなった。技術教育ではこのこと

に着目し,電気エネルギをとりだすしくみを学習させ

なければならない。

③ 次に,そのエネルギをどのような装置や機器を通

して他のエネルギに変換するのか,その時の装置,機

器について明らかにし,そのしくみを学習させなけれ

ばならない。

④ マクスウエルは,フ ァラデーの電磁誘導作用をも

とに電波を予言し,ヘ ルツはこれを実証した。それ以

来,電磁波の利用はめざましく,真空管の発明,電子

の存在の証明などと相まって今日のエレクトロニクス

の時代を築いた。この一連の電気現象は,近代物理学

の発達と密着しており,遠隔作用的考えでは説明でき

ないし,電子のような物理論的方法も導入しないと説

明ができない。そこで,こ のような近代物理学の考え

方を取 り入れ,理科と密着させながら学習を進める場

が必要である。

⑤ このように考えると,これら機器,装置のしくみ

を学習するには,物理学的知識がそうとうに必要で,

何らの基礎なしで理解できるものではない。しかしこ

れは現在の理科教育の体系ですべて解釈できるもので

もない。そこで,その基本になるものとして,回路理

論と,電磁気学を,技術的概念で再構成して学習させ

る。

レ)学習内容の柱

① 回路の中で,電圧・電流・抵抗などがどのような

法則にしたがって働き合 うかを理解するため,かんた

んな回路を設計したり,作 ったり,測定したりする学

習。

② 電流と磁気との働きを調べ,電磁現象の基本を理

解するため,電磁石を作 り,こ の性質を調べ,両者の

相互関係を調べる学習。

③ 電流と磁気との働きを頭の中で統一させながら,

電気エネルギ発生のしくみ,およびその輸送,利用な

どを理解するため,発電機・変圧器 0送電技術などに

ついて調べる学習。

新 学 年 の構 想

④ さまざまな電気現象の応用として,電気エネルギ

を熱・光・回転力などに変換するしくみを理解するた

め,電動機・電熱器・照明器などの構造・回路・働き

などを調べる学習。

⑤ 電磁波による情報伝達のしくみと,真空管などを

利用して作られる電子工学的手段を理解させるため,

ラジオを製作したり,各種部品や回路を調べる学習。

7.実 践上の課題

ここで私は,今までの内容をこの号の特集テーマに結

びつけてみたいと思 う。新年度の構想を立てるには,ま

ずそれなりの教科観が必要である。とくにこの教科を通

して, どんな人間を育てたいのかという視点が重要であ

る。それを具体化するための年間計画であり, 1時間 1

時間の授業の構成でなければならない。そこで,技術科

を今まで述べてきたような性格の教科として考えると,

一体どのように実践すればよいのだろうか。思いつくま

まに箇条書きしてこの稿をおわ りたいと思 う。

(1)数学や理科などの自然科学的知識や法則を労働過

程の中で結合するという実践が生まれてこなければ

ならない。

け)授業の中で労働の意義を教え,手の労働と頭脳に

よる思考が統一的にとらえられて,いちじるしく認

識を増し,能力が発達したというような実践が生ま

れてこなければならない。

旧)教育内容や教材選定の主要な視点を技術史に求め

ると,指導要領はほとんど参考にならな くな るの

で,こ れにとらわれない新しい視′まで構成された授

業実践がでてこなければならない。

に)“技術"を認識させるという場合には,その性格

上どうしても弁証法的認識が必要である。それが生

き生きとあらわれるような実践が生まれてこなけれ

ヤまならない。

(D lつ 1つの教材の中で,技術が生まれてきた背景

その意義などを知らせることが必要だとすれば,ど

んな形で技術史を授業の中で消化してゆけばよいの

か,新 しい授業実践が生まれなければならない。

(産教連常任委員)
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加えていくという段階にはいった。また男女共学の面で

は,はゃくから技術教育は男女の性別にかかわ りなく,

すべての生徒に課すべきであるとの立場を確認していた

が,具体的な実践としていくためにはいろいろな問題が

あり,それらの問題を解決するのに多くの時間がかかっ

て,ま だいくつかの問題を残しながらも昭和39年度には

じめて 1年生において17時間男女共学を実践することが

でき,昭和40年度に 1年生で17時 間, 2年生で20時間の

男女共学にと発展させることができた。

毎年新学年には,教員の人事移動があり,同一校に 8

年勤務した私には他校への転勤が命じられるかも知れな

いが,一応現任校に引続き勤務するとの立場にたって,

今までの実践を反省し,昭和41年度における私の技術・

家庭科の実践の方向についての構想をまとめてみたいと

考える。

2。 今までの実践の概要

前段で今までの実践の概要について若千ふれたが,や

や具体的に私の実践をのべ,昭和41年度の構想をたてる

あしがか りにしたいと考える。

前段において,中学校における技術教育は,子 どもた

ちに,技術とは何かということを理解させることをめざ

して,男 女の性別にかかわ りなくすべての生徒に課せら

れるべきであるとの立場にたって一応の教育計画を作成

したということをのべた。この私たちの学校の教育計画

について,そのすべてをここにのべることは紙数の関係

で許されないので,その概要をここに示すと次のような

ものである。

私たちは,現在の生産のシステムは,材料と工具や機

械を用い,時間と労力をついやして製品がつくり出され

る形態がとられている,いいかえれば人間が工具や機械

と,時間とを用いて材料にはたらきかけることによって

製品がつくり出され,こ の材料に対するはたらきかける

技 術 ◆家 庭科 の実 践 の方 向

有Ь 夫世

1. 〔まじめに

ついこの間,昭和40年度の計画をたてたと思っている

のに,はや昭和40年度の実践をまとめ昭和41年の実践計

画を立案しなければならない時となった:こ の時期をむ

かえ,いつも日時の経過の早さと,自 分の実践の不十分

さ,そのあゆみののろさをつくづくと感じさせられる。

現任校に勤務しはじめてから8年,古 くから10年 1昔

といわれ,その間の変化のめまぐるしさ,進歩発展のい

ちじるしさが語られるのであるが,現任校での 8年間の

技術・家庭科における私の実践をかえりみるとき,そこ

にどれだけの進歩 。発展があったかとのうたがいたくな

る状況である。頭の中では大きな計画をたて,そこにい

たる道すじをあれこれと考え,人と語るときには立派だ

と考えられるような理論を目にするものの,具体的な実

践はと,そ こに視点をむけるとき,そ こから見出すこと

のできるのは貧弱な実践,進歩なき実践の数 々であ っ

て,学年当初にいろいろと実践計画をたてながらも,そ

の計画完遂とは程遠い実践に終っており,実践の困難性

を今さらながらつくづ くと考えさせられてい るのであ

る。現任校でのこの 8年の間に私のやってきたこととい

えば,職業・家庭科から技術・家庭科^、の転換という外

的な条件もあったが,そのほとんどが技術教育をどうと

らえるか,そのためにはどのような内容をとらえるべき

かということの追求と,技術教育における男女共学の間

題とのとりくみであった。そうして今までになしえたこ

とは,一方的なとらえ方であると考えるが,中学校にお

ける技術教育は,子 どもたちに,技術とは何かというこ

とを理解させることをめざしておこなわれるべき教育で

あり,こ の教育は,男女の性別にかかわ りなく,すべて

の生徒に課せられるべきであるとの立場にたち,こ の教

育内容を追求し,不十分ながらも昭和37年度に一応の教

育計画を作成し,昭和38年度より実践をとおして改定を

lθ
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という中において技術がうみ出され,発展していくので

あるとの立場から,現在の技術・家庭科の中にくみこま

れている木材加工,金属加工,被服製作,調理を加工 ,

あるいは生産という視点からとらえるべきであるとし,

これらを木材加工,金属加工,繊維加工,食品加工とい

う形でとらえ,さ らに木材加工と金属加工とにつ いて

は,技術教育の1965年 7月 号 (p33)で のべたようにこ

れらを統一して機械加工とし教育計画を立案した。 (私

たちのこの加工学習に対するとらえ方については多くの

批判がよせられており,と くに被服製作と調理を繊維加

工,食品加工としてとらえていることに対する批判が多

く出されている)。 そうしてこの加工学習分野 の教 育計

画は,材料の研究から工具・機械の研究,工作法の研究

を進めていく中で,ある1つ のものを製作し,工具や機

械の中にしくまれている原理やしくみを追求していき,

これらの学習を基礎にして考案設計をし次の段階の製作

学習にはいるという形で教育計画を立案した。また機械

加工の分野の中の本材の加工に関する学習を 1年生で,

金属加工に関する内容を 2年生にくみ,それぞれの学習

時間を55時間ずつとし,そ のうち 1年生で17時間, 2年

生で14時間男女が共通に学習するように計画をたててい

る。繊維加工,食品加工に関する学習は現在では女子の

みが学習するものとし1年から3年の3年間に段階を追

って学習するように計画しているが,こ れにあてる時間

数は学習指導要領に示されている,こ れにかかわる時間

数よりも少ない時間があてられており,将来検討を加え

た結果,男子にも学習させる必要があるとの結論が出る

ならば,そのような方向で教育計画を構成すべきである

と考えている。

機械に関する分野では,作業機械・伝達機械をもとに

機構学習を中心にした学習を 2年生で,原動機 (内燃機

関)を 中心にエネルギの変換を主軸とした学習を 3年生

で学習することとし, 2年生の機械の学習は学習時間を

男子20時間,女子24時間とし,こ のうちの20時間を男女

共通学習としてくみたてており,教科書に示されている

自転車, ミシンを題材としてとりあげるというのではな

く,こ れらのほかに本校に設備されている作業機械もこ

こにとり入れ,機械がどのように構成されているか,そ

れらのしくみの中でどのように動力が伝えられ,作業を

するために必要な動力や速度がつくり出され てい るの

か,そのためにはそれぞれの構成部分にはどのような材

料が使われているのかを追求していく方向に学習を進め

ていくような計画をくんでいる。

電気に関する分野では,電気の基本的な性質,回路構

成,電磁現象等にかかわる学習を男子に37時間,女子に

30時間学習させ,こ のうちの30時間を男女共通学習とし

てくみ,ラ ジオにかかわる学習を35時間,男子の学習す

る分野として 3年生にくみこんでいる。そうしてこの電

気に関する学習を理科学習とのかかわ りあいから2年生

の指導計画の中にくみこむのが適当なのではないかと考

えているものの,こ の点に関する検討が十分になされて

いないため,現在ではこの電気に関する学習はすべて 3

年生での学習領域として計画をくみたてている。

次に製図に関する分野の学習は, 1年 と2年 とにこれ

を配当し, 1年生では製図の基本的な学習を第 1角法を

中心に学習させ, 2年生では第 1角法の欠点から第 3角

法にと発展させ,機械学習との関連において機械製図に

かかわる内容を学習させるとともに, 1年生の製図学習

で16時間を男女共通学習とするという方向で計画をたて

アこ。

また技術教育において重要の役割 りをもつ栽培の分野

については,一応作物の栽培にかかわる基本的なことが

らを追求していくという方向で計画をたて,農村地帯で

ありながらも実習地をもたないということから,草花の

栽培のなかでこの学習をすすめている。しかし栽培の学

習において草花の栽培ということは,最 もむずかしいも

のであるので,これをさらによい何かにかえていくべき

であるということを考えているが,何にかえるべきかの

検討にまでは達しておらない。

以上のような教育計画を昭和37年度にたて,昭和38年

度からその実践にと移 り,本年度で 3年を経過したので

あるが,設備やその他の条件のため,私たちの立案した

教育計画を完全に実践に移すということはできず, 3年

目の本年になってはじめて実践をこころみることができ

たという部分もあり,男女共学についても37年度に計画

をたてたものの,39年度に, 1年生の機械加工 (木工)

において17時間実践するということがやっとであり,本

年度においてこの 1年生の機械加工の外に 2年生の機械

の学習20時間をこの道すじにのせることができたという

結果に終っている。また,昭和38年度よりの私たちの実

践の方向は, 日々の実践を通じて私たちの立案した教育

計画を検討し,それに改定を加えて,よ りよきものにし

ていく,と いう大ざっばな方向をうち出していたにすぎ

ず,38年,39年度においては,製図学習,機械加工学習
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(木工)の 分野について検討を加えるという方向で実践

を続け,こ の実践の結果からいくつかの改定をこころみ

てきた。しかし,こ の改定も,具体的な資料にもとづい

た改定ということは極めて少なく,こ のことを指導した

とき,生徒の反応はおよそこんなものであった,こ んな

ところに困難性が見られたようであった,と いったよう

な主観的なとらえ方にもとづく改定が,そのほとんどを

占めている。また男女共学の面に対する実践という点で

も,39年度からであったが,実践の段階にもちこめたと

いうことは一応の成果としてとらえることができ,本年

度には,こ れを 2年生の学習にも発展させることができ

たという事実を高く評価することもできようが, 1年か

ら2年, と男女共学の発展を望む方向に力を注ぎ, 1年

生の計画の中で横の方向にこの実践を広げていくという

方向の努力が忘れられていたということを欠陥としてと

らえることができる。さらには,機械加工学習における

金属加工において,熱処理にかかわる学習をその中にく

みこみながらも,こ の学習が本年度はじめて実践し得た

というものの,こ の機械加工学習における1年での学習

(木工)と 2年での学習 (金工)と をどのようにつなが

りをもたせ発展させていくべきかといったことや,熱処

理の問題まで学習をおしひろげることができたが,こ の

問題をとりあげたのが子どもたちのためによか った の

か ,こ のことが技術教育のうえから考えて本当に意義が

あるのかといった検討がおさえられなかったということ

を,私たちの実践における欠陥としてとらえていきたい

と考える。

3.昭 和41年度の実践の方向

きわめて大ざっばなかたちで私の今までの実践の道す

じにっいてのべてきたが,あまりにも大ざっばすぎて私

が今までにどのような実践をふんできたかについて理解

していただくことは困難であろうし,私 自身も,こ のよ

うな実践の中からこのような方向を,あ るいはこのよう

な結果をとらえることができた,それでこのような方向

やこのような結果にもとづいて,昭和41年度にはこのよ

うな構想で実践をおしすすめようとしているといったこ

とがはっきりといえなくて困っているというのが,本当

のように感じている。このような立場にたって,技術科

の教育はこのようにあるべきである,こ れからの実践の

方向はかくあるべきであるというようなことをいくらの

べても何の役にもたたないかもしれないが,昭和41年度

12

にはこのような方向に私の教育実践をおしすすめていき

たいという私のねがいをのべてみたいと考える。

私たちはというよりも私自身は,毎 日の現場における

教育実践, 1時間 1時間の教室での私たちの活動が,技

術教育をよりよいものにと発展させていくうえにおいて

きわめて重要であり,こ のことから現場実践を大切にし

ていかなければならないということを人に話しもし, 自

分自身も大切にしようとしてきたつもりであ る。しか

し,どのように大切にしてきたかといった具体的なこと

についてほりさげて考えてみるとき,あ る種の疑間をい

だかざるをえない。このことに関して佐々木享氏は,教

育No.191(国 土社)の中学校の技術教育(下 )に おいて,

「……技術教育の研究テーマはどうしても散慢になりが

ちである。…………技術科教育をほんとうに子どもたち

のためになるように研究しようとするときは,研 究テー

マをしぼることはどうしても必要な手だてである。……

…」と主張され,こ のことについて「ある1時間または

数時間に,教師は何を教えようとしたか。それをどうい

う順序でどう教えたら,生徒はどんな反応をしたか,テ

ストをしたらわかった生徒はどのくらいいたか。わから

ない生徒はどこがなぜわからなかったのかを調べてみる

こと…」が大切であ り「 このような研究は教師が何を教

えようとするのかということがいちばんかんじんな出発

点になる。………そして生徒になったつもりで,こ の時

間に何と何を教えるべきなのか,どの程度まで教えたら

よいのか教える順序などを研究することが必要である。

ここで重要なことはそれらを必ずことばで書いておくこ

とである。……ことばで表わせないような概念は子ども

にはわからない。・・…・」

と論じられている。授業を大切にする。現場実践を大

切にするということの意味は,こ こにかかげた佐々木氏

の言葉が正しくこのことを意味づけていると考えるが,

実践を大切にするといいながら,こ こにかかげられたよ

うなこまかな点に対する配慮を私自身はらってきてなか

った。私自身今までに時折 り実践のまとめというような

ことを書いたこともあったが,それはみな木材加工でこ

のようなことを指導した,機械の学習でこれこれの内容

を指導しているといったものであり,何のためにこれを

教えるのか,こ のような1買序で教えたら子どもたちはど

のような反応を示したかなどについては全くふれていな

かったし,こ のことにふれようとしても,こ れに関する

資料が手もとに全くないというのが実際の姿であった。
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これに反し,各地の実践家の多くは,こ のようなこまか

い資料をもとに,技術科の中味を検討し,新 しい道すじ

をきりひらいていこうとの努力がはらわれているという

ことをきく。すでにたちおくれているかもしれないが,

それでもいいから1学期に 1度いや 1年の間に 1時間で

もよいからこのような実践と調査をこころみ,私の毎日

おこなっている授業と真剣にとりくみ検討を加えてみた

いと考えている。そうしてこのような授業とのとりくみ

の中で,男女共学の問題については,昭和37年度に計画

したように 1年から3年までの全学年の学習の中に男女

共学ということをくみこむと共に, 1年では木材の加工

だけでなく製図の学習にも, 2年では機械の学習だけで

なく金属加工の学習にもと横の広が りをもたせていき具

体的な実践の中から男女共学の必要性とそこにくみいれ

られるべき内容を具体的な形でとりだしていきたい。

さらにここで考えることは,ど こまでできるか未知数

的なことではあるが,私の技術教育の実践を私だけのも

の,私の学校だけのものとしないで,多 くの人達の中に

これを出していき,その中での批判と検討によって,さ

らによりよきものとしていきたいと念じている。このた

めには私をふくめたわたしたちのまわ りに,こ の教科の

サークルをつくりあげていくことが大切となってくる。

技術・家庭科全体才旨導計画

新 学年 の構 想

今までにもサークルづくりを考え,ま わ りの人たちによ

びかけ,少ない集まりではあったがサークル活動を続け

てきたこともあり,ま たわたくしたちの郡における教組

の教研活動の中でこの教科のことについて話しあい,討

論を進めるということもなされてきたが,本年度は教組

教研活動に対するしめつけがきびしく,教組の教研で技

術科を担当する者たちが集って話しあうということもで

きず,サークル活動をよびかけてもそれに参加する者も

ないといった全く活動のできない年であった。このよう

ななかでいくらこの教科の発展を考え,共同の研究によ

るおたがいのたかまりを考えていても不可能なことであ

る。そこで41年度の実践という中に私の学校での毎日の.

授業のとりくみとともに,わたくしの地域におけるこの'

教科のサークルづくりということをかかげ,こ の問題と

も真剣にとりくんでいきたいと考えている。

以上まとまらぬままに技術・家庭科の実践の方向とい

う題目のもとに,昭和41年度において私のやってみたい

と思うことがらをかきっらねてみた。多くの御批判と御

指導をたまわんことをお願いする。

なお昭和41年度におりる本校の技術・家庭科の全体計
‐

画はつぎのとおりである。
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技 術 家 庭 科

指導 内容 の究 明 と

効率 的 な指導 を め ざ して

静原石

1。 は じめに

技術・家庭科が全面実施されてから,はや 3か年が過

ぎようとしている。この 3か年間は,学習指導の研究と

実践に力が注がれた時期ともいえよう。どんな手順やど

んな方法で指導したらよいかに目が向けられ,実践に基

づいての研究が進められてきたことはまことに喜ばしい

ことである。いろいろな教具や資料が,教師自らの手に

よって生み出され,作 りあげられて,それらが指導の場

に利用されつつある。これは,指導にたずさわる教師の

ひたむきな熱情のあらわれともいえよう。

いまこそ,われわれは 3年間の実践を謙虚に反省し技

術教育の本質にてらして,新しい構想のもとに研究と努

力をしなければならないと考える。

2。 これまでの研究の中から

38年度よりこれまで,研究し,実践してきたことは,

わずかなものでありつまらぬものであるかも知れない。

しかし,わたしは,わたしなりに, 日標を持って努力し

てきたつもりである。どんな研究や実践をしてきたかを

ここで詳細に述べることはできないが,お もなことがら

をとりあげ来年度よりの構想をねる資料としたい。

(1)基礎的技術と指導内容の研究

指導要領には,技術・家庭科の目標として,基礎的技

術を習得させるように述べられている。その基礎的技術

というのはいかなるものか。それらはどのような範囲に

ついて, どのような選びかたをすればよいものか。基礎

的技術の内容はいったい何か。どのような表現がよいの

か。それらの内容は,具体的にはどうおさえられるのか

などについて研究をしてきた。内容的にむずかしいもの

であるだけに,決定的なものは出しにくく,ま だまだ多

くの問題を残している。

9)指導法の研究と指導計画の改善

14

技術・家庭科は,他の教科とちがって,常に実物を対

象とし,その中にある数多くの現象を問題として,原理

性,法則性を感性に訴えて理解させ,その理解を基礎に

して倉1造的思考力を伸ばし,実践的能力を高める教科で

あることは申すまでもないが,倉1造的思考力とはどんな

ことで,中学校技術・家庭科ではどの程度のことを求め

ているのか,その力をのばすのにはどのようなことをお

さえねばならぬかを考えてみた。

この教科の指導法としてはどんな方法がよいか。内容

によってどのような方法が適しているかも重要なことで

あった。指導計画については,どのような教材を選定し

て,どのような段階や系統をおさえて, どのような内容

を,どんな順序や方法で,どんな角度から学習させたら

よいかを考えてみた。その結果として,指導法としては

プロジェクト法 (構案法)ま たは,そのltu旨に沿った方

法をとることとし,つぎのような形式で指導計画をつく

ってみた。

以上の形式により,学習段階を導入,事前研究,計画

・準備,製作または整備など,整理・反省の 5つに区分

した。

この計画でとくに考えたことは,学習段階にしたがっ

てどのような内容をどのような順序に配列して指導項目

としてまとめるかということ。その指導項目ごとに,ど

のような指導目標を立てて指導したらよいかそのねらい

を細分化し,程度を示そうとしたこと。指導目標を到達

させるためには,生徒をどのような学習課題 (指導の角

度)によって学習にきりこませるかを生徒の側に立った

表現であらわしてみた。

6)施設設備の拡充と改善

全面実施になっていたとはいえ,学校によってはまだ

まだ施設も設備も不充分なところがあった。本校におい

てもその例にもれなかったので,こ の 3年間拡充と整備

に努めてきた。



新 学年 の構 想

学 習 指 導 計 画 2 年 〔自 転 車〕

劇
指 導 項 目

目
指 導 目 藻 1学

習 課
」

活 動 1指導上の留意点
い

具・資
J学

導

1.機械の概況

機械学習の

めあて

1.機 械要素の概

要について知 ら

せる。

2.機 械が日常生

活や産業に与え

る役割 りを理解

させる。

3.機 械(自 転車)

を利用すること

がきわめてすぐ

れていることを

確認 させる。

.機 械学習の学

習目標を定め学

習意欲をもたせ

る。

1・ 機械にはどん

なものがあるだ

ろ うか。

2.機 械は日常生

活や産業にどの

ように役立って

いるか。

3.自転車を利用

すると徒歩にく

らべてどのくら

いすぐれている

だろ うか。

1.機械学習のめ

あては何だろ う

か 。

1・ 知 っている機械

の種類・ 名称を調

べ話 しあ う。

2.機 械の使用 目的

に よって, どのよ

うに分類 され るか

をまとめてみる。

3.機 械 とは ど うい

うものかまとめて

みる。

1.機 械はどのよう

な役割をしている

か話しあ う。

2.産 業や日常生活

において多くの機

械が利用されるわ

けを考える。

1.ク ランクを 1回

転すると何メー ト

ル進むか調べてみ

る。

2.自転車を利用す

る目的や効果を話

しあいまとめる。

1・ 機械学習するめ

あてについて話し

あ う。

。機械をきわめて

大づかみにとら

えさせ,原動機

と作業機との区

別をさせる。

。裁縫 ミシン,工

作機械などを対

比させながら,

機械を一般的に

とらえさせる。

。足の運動と車輪

の進みだけを問

題にする。 (実

験をさせる)

。自転車

。裁縫 ミシ

ン

。工作機

。巻尺

―

，

38年度当初には,文部省から示された設備充実参考例

に対して67%の保有率であったが,現在においては90%

の充実率を示すようになった。また,施設面については

38年度はじめには,木工室40坪 ,金工室40坪 ,準備室20

坪,製図室20坪であったが,現在は27.5坪 の製図室を別

に確保できたので,従来の製図室を技術教育資料展示室

とし,自作教具,掛図,標本,資料,エ ンジン,実習用

車輛,見本,模型などを展示し,生徒の事前研究の場と

もなるようにするとともに,ど の教師がはいっても,生

徒の当番が準備のためにはいってもす ぐ所在が一見して

わかるようにした。その他,集塵室 1.5坪ならびに集塵

装置一式,木工材料庫 1・ 5坪 ,技術科用雑庫 4坪を新設

した。

に)指導資料・教具の整備

この教科の特性上から考えても,効率的な指導をする

ためには,数多くの指導資料や教員の必要性を痛感して

いたので,計画的にその整備に努め,こ の 3年間に40種

50点の自作教具・標本と80にわたる掛図・図表を自作し

てきた。また,各種の手だてによって教材,資料などの

しゅう集と整理とを行ない資料展示室の設置を目ざして

努めてきた。

以上の研究の中から,い くつかの問題点をとりあげて

今後 研 究していこうとする構想をのべてみることにす

る。

3。 自作教材・教具・資料の整備について

39,40年度とも,文部教研全国研究テーマとして,自

作教具・教材・資料の製作と活用という問題がかかげら

‐―
』
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円m硼…ⅢⅢⅧ「 技 術 家 庭 科

れ,全 国的に自作熱をあおり,日 をみはるようなすばら

しい教具も生み出されてきている。しかし,わたしども

も全国各地での研究大会や研究会に出席したり,研究資

料を拝見したり,自分たちで作ったものを持ちよって展

示会を開催したりしてみて,こ れでよしとすることはで

きない。まだまだ考慮すべき余地がたくさん残されてい

るように思 う。

つぎに述べるような点は果たしてどうだろうか。

(1)自 作教具のための教具という点はないだろうか。は

たしてはんとうに必要なものなのかどうか。必要度の少

ないものに,長い時間と多くの労力や経費をかけている

向きはないだろうか。

(2)使用する場面や指導の内容や方法をおさえた上で作

られているかどうか。

指導計画と無関係に作られたものであってはならない

し,指導内容のおさえが技術教育の本質に迫るものであ

るかどうかが重要なことであろう。

惨)標本や見本などでも,ま た教具でも,ただ視覚に訴

えれば直ちにその結論がわかるようなものばか りではな

く,内容や目的によっては,思考をねらったものも考え

られなければならない。

に)教師の示範のためのもの,説明のためのものばか り

でなく,生徒の手によって確かめさせるものがより多く

考えられているかどうかも重要なことである。

教師中心の説明用であれば,対象とする生徒の人数も

多くなるので大きさも考慮されなければならないし,生

徒用として,各グループで確かめをさせるためには,そ

れに見合うだけの数量が用意されなければならない。

b}教具の考案に力を注ぎすぎるあまり,簡易化するこ

とによってわからせようとするはずのものが,かえって

複雑なものとなってむずかしくなり,専門的になりすぎ

て,一般の教師では使用しにくい場合も生まれてくる。

(6)いろいろな分野にわたって,あれやこれやと思いつ

きで,散発的に自作している傾向はないだろうか。指導

計画の上で,系統や指導内容をふまえ,それをもとにし

たまとまりのある製作計画によって製作されてこそ,製

作意図,使用の目的や方法にかなったものが用意される

ことになろう。

レ)自作された教具や資料が,製作した人ひとりのもの

であって,同僚や後任の教師によって使用されないよう

なことはないだろうか。

とか く,われわれは,製作する当人は熱を入れている
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ので,製作しては利用しようとするのが,他の人たちに

製作意図や使用の時期,場所,方法などが伝えられずに

いる場合が多い。そのため,製作者の在勤中は利用され

たが,後任の者はそれを片隅に置き使用しようともしな

いことがある。学校のように年年人事異動があって交流

のはげしいところでは,誰が見てもわかるような使用解

説書を準備しておくこともたいせつである。

また,製作をするときには,できるだけながもちする

ようにじようぶに作ったり,できるだけていねいに作っ

て,で きあが りをよくするようにしないと,後任者や同

僚達の使用意欲を減退させることにもなりかねないと思

う。

これまでの自作の経験から,教具・教材・資料の整備

を進めるには,技術教育の本質をふまえた指導内容をさ

らに明確化し,ど んな角度から,どのような点に焦点を

あてて指導したらよいかをおさえ,計画的,意図的な製

作や整備をする必要があることを痛感した。

4.何 を教えるべきか

現在まで,われわれが指導してきた内容をながめると

き,指導に当たる教師によって,指導の角度,指導する

内容の範囲や程度にも相当のひらきが生じている。それ

1ま どうしてだろうか。指導要領に示されている性格目標

も極めて一般的抽象的であるため,こ の教科のねらいの

解釈がちがってきていることがあるかも知れない。また

項目ごとにかかげられている基礎的事項が大まかで,一

般的すぎるため焦点がつかみにくいのかも知れない。し

かし,こ のままでいいはずはない。

各地区で開かれている研究大会に出席してみると,ど

この大会でも,どんな内容を,どの範囲にわたってどの

程度まで指導したらよいかが問題の中心になり,よ りど

ころに困っていることが訴えられ,熱心な話し合いは行

なわれるが,どの分科会もはっきりした結論を得ずに終

っている。教壇に立つわれわれが,質的には差異はあろ

うが,いずれもこういう内容を,こ こまで指導すればい

いという自信が持てずに,不安感を抱いているのではあ

るまいか。

それでは,指導する内容はどのようにおさえられ,ど

のように指導されているのだろうか。学習指導要領が一

般的でわか りにくいために,使用する教科書の内容や教

師用指導資料をもとにして指導している場合が多いので

はないかと思 う。

L
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たとえば,木材の種類 O ll・■質・用途などについて指導

する場合,単 にその内容を知らせるようにする程度の扱

いが教科書の編集のままの指導かもしれない。これは,

いわば木材の種類について,一般的におぼえさせようと

するものであろう。そのような指導の中で,自 分たちの

地域では産出もしないし,入手もむずかしいような,生

徒も目にしたこともないものまで,数多くの種類につい

て机上のみで詳しくとりあげている例もないとはいえな

い。

木材の種類についての内容は,何のために学習するの

かを考えてみると,製作しようとする目的や用途に応じ

て,適切な材料を選定するための研究であって,直接的

には用途や種類が問題であるのではなく,製作しようと

するものの目的や形状,構造,はたらきなどに適した性

質や特色をもった,経済的な材料を選ぶことが第 1なの

であろう。この選定にあたっては,製作する物により,

力学的な特性を重視しなければならぬ場合もあろうし,

仕上げ上の特性や加工上の特性などがとくに重視される

場合もあるはずである。

この木材の種類・性質・用途についての学習が,単に

木材の種類と性質と用途についておぼえることの学習に

終わっていてはならない。また,それらが木材の選定の

ための学習のみにとどまっていてもじゅうぶんとはいえ

ない。木材の切断の場合も,木材の硬さに応じてのこぎ

りと材料とのなす角度を大きくしたり,小 さくしたりす

るし,かんなけず りの場合も,木材の硬さによって,か

んなの仕込み勾配もかんなの刃先角も変えられる。こう

して,木材の性質について考えてみると,いろいろな加

工の内容やしくみなどと関連し合っているものが多い。

このように考えると,木材加工に関する指導内容につ

いては,どんな視点から,ど こに焦′点をおいて指導する

必要があるか。また,従来指導してきているもののうち

で,害∫愛してよい内容もあろうし,軽 くふれて通る程度

でよいものもあるのではないかと思 う。質的に見ても,

理解させるまででなく,知 らせる程度でよいものもある

し,原理原則を裏づけとした理解までねらうものもある

はずである。

年間の限られた時間数の中で学習されるのだから,あ

れもこれも数多く取 り上げることは不可能である。限ら

れた時間内で最大の効果をあげうるような内容を考える

べきであるから,内容の精選が必要となるわけである。

そこで,何をおさえて精選するかが大きな問題なのであ

新 学年 の 構 想

る。

5。 どのような視点で指導するのか

内容が重要だからといって,前後の学習の系統を無視

して,こ まぎれ的に並列的な学習をさせてはならない。

また,間 口を狭めて,深 くつっこませ,専門的で高度な

学習をさせてしまうことも許されない。内容選定の視点

が偏することなく,普偏性のある焦点化され系統化され

たものでなくてはならない。

機械学習の中の 1例 として,機械要素と機構の学習を

とりあげて考えてみたい。

リンク機構について指導する場合に,どんな方法をと

り、どんな内容をおさえているであろうか。まず,機構と

いうことの意味をわからせ, リンク機構にはどんな種類

があって,それぞれどのような運動をするか,それらは

どのようなところに多く用いられているかなど順次掛図

図表,模型などを使って説明していく方法もあろう。こ

の場合,指導内容としては, リンク機構の種類,はたら

き,用途を理解させるとおさえているのかも知れない。

はたして理解するという状態になりうるであろうか。内

容のおさえも平盤的すぎることはないだろうか。どこに

重点がおかれ,どんな角度で指導したらよいかがきわめ

て不明確である。指導内容を「 リンク機構の種類,はた

らき,用途を理解させる」と表現したとすれば,一般的

な表現なために,教える教師の個々の受けとめかたによ

って,相当大幅なひらきが出てくるのは当然である。

ある教師は, リンク機構の説明模型を用いたり,厚紙

を切ってリンク模型をつくらせて運動の状況を観察させ

両てこ機構とてこクランク機構とは, リンクの個々の長

さのちがいによるものであることをとりあげて,その運

動がどう変化するかをとらえさせてみるかも知れない。

このように,両てこ,て こクランク,両 クランク,ス ラ

イダクランクの各機構間の関係を, リンクの長さの変化

や,固定のしかたから,どのように運動が変化するか関

連的に取 り扱 う方法は,前例に比べたら技術教育として

望ましい学習に近づいている指導といえよう。しかし,

これでいいのであろうか。

われわれはいったい,ど ういう視点からこの内容を考

え,どのように扱 うべきなのだろうか。扱いかたによっ

ては,生徒たちの受けとめかたは大きく異なり,教育の

方向や目標まで変わることになる。機械学習は,機械を

整備・操作するのに必要な技術の学習であるという基本
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に立つならば,こ の機構の学習が,機械を点検したり,

分解・組立・修理・調整・運転したりするために「機械

はどのような構造やはたらきになっているか」を究明し

ようとする学習であるはずである。そうすれば,機械を

構成するしくみの 1つ としてのリンク装置は,ど ういう

角度から学習させたらよいだろう。従来の指導では,機

械の構造やはたらきの学習の焦点が,機械要素やしくみ

からくる運動の面に向けられがちであったが,その面か

らの考察だけでは片手おちではないかと思 う。機械は,

いくつかの部品が結合され組み合わされて,ま とまりの

ある仕事をするものであるから,し くなの中で行なわれ

る運動と力との両面を考察の柱として学習が進められる

べきではあるまいか。

そうすれば, リンク機構の学習は, リンクの長さによ

る運動の変化や リンクの固定のしかたによる運動の変化

から各種のリンク機構が導き出され,それらがリンクの

結合,固定,長短によって,力がどのように変化するか

が追究され,そ うした学習と結びつけられて用途がおさ

えられ,そのようなはたらきをする条件を満たすために

必要な材料が使用されていることがわかるならば,技術

的な考察と合理的な研究になるのではないかと考える。

技術的な理解は,合理的な考察を通して,原理原則に

よる裏付けが明確にされなければならないし,こ うした

学習の積み重ねや,経験や訓練によってこそ技術性,合

理性は身につくものと考えられる。

6.生 徒を学習にどう取 り組ませるか

どの教科の指導についてもいえることは,「教えこも

うとするのではなく,学ばせなければいけない」という

ことである。技術・家庭科のように,実践活動を通して

学習が進められ,創造性,計画性,合理性などをつちか

うことをねらっている教科としては,い っそう自発的,

積極的に学習に取 り組ませる必要がある。

この教科の学習指導法としては,プ ロジェクト法 (構

案法)が適しているといわれる。プロジェクト法は,生

徒の自発性にもとづいて,生活上価値のある問題を解決

しようとする学習法であって,問題の構成や 解 決 等 ま

た,それに必要な計画の立案など,原則として生徒が行

なうものである。したがって,こ れまでのような教師中

心の与え,教える指導とは大きく異なるわけである。

われわれが,プ ロジェクト法やそれのllu旨に沿った指

導法をとろうとしても,生徒が問題意識をもたなくては

Iθ

問題解決学習は成立しないし計画の立案もむずかしい。

われわれ教師が,こ うした指導に対する考え方を再確認

し,生徒が自主的,自 発的に学習に取 り組めるような態

勢 をつ くるように,あ らゆる活動において配慮されな

ければならない。

本年度は,従来よリー層生徒に主体的に学習に取 り組

ませる指導法を試みてきた。その結果,こ れまでの学習

と比較して,学習への構えが真剣になり,事前研究や調

査,準備なども積極的に行なわれるようになった。また

事前研究のために図書館が利用されるようになった。さ

らに,授業時における問題意識が強まりそのために,遠

慮がちであった質問も増し,活発な学習が展開さねンるよ

うになった。

プロジョlク ト法の中でも述べてきたように,教師の指

導計画が生徒たちの学習の場までおろされて,真に生徒

の学習計画までになりうるならば,計画にしたがっての

事前研究も,自 主的に,積極的に行なわれるであろうし

研究討議も活発になり,問題意識はさらに高められて効

率的な学習になると考えられる。そうするためには,要

は,教師が計画にしたがって,いかに細か く,根気よく

個々にわたって指導の手や暖かい助言を与えるか否かに

よると思 う。

これまでは,実践しては失敗し,さ らに改善しては実

践の場へおろしてきているが,わずかずつではあるが向

上しつつあるように思えている。来年度は大いにこの面

の実践研究を積み上げていきたいと考える。

7.む  す び

来年度からは,使用教科書も新しくかわる折でもある

ので,こ れまで述べてきたように, 3年間の実践と反省

の上に立って,技術教育の本質にせまるような観点から

指導内容を精選し,その範囲と程度を明らかにし個々に

わたる指導の重点をおさえて,生徒が主体的に学習でき

るような指導計画を編成することが必要であると信じて

いる。さらに,新 しい指導計画に即して,教材・教具・

資料の整備計画を作成して,指導段階,指導場面,指導

目標,指導内容にマッチした製作や整備に努め,効率的

な指導をしていきたいと思 う。

(静岡県浜名郡湖西町立鷲津中学校教諭 )
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本校における新学年の指導計画

1。 まえがき

長野県においては信濃教育会の重点教科の研究の一貫

｀/ として昭和40年41年の 2年度をあて全県的に技術・家庭

科教育の向上発展のため,中学校 。技術家庭科の本質に

たった学習指導のあり方を実証を通して研究してきた。

本郡においてもその下部組織として,全部をあげて,

北安曇郡教育会,技術・家庭科同好研究会,各学校,一

体となって電気分野を分担して研究をすすめている。

本校においては昭和38年度には金属加工,昭和39年度

には機械,昭和40年度,41年度は電気分野と,主体的に

県,郡の研究の原動力となるように考えて実証研究を深

めつつあるのが現在の段階である。

昭和40年度白馬中学校の教科指導の研究題目は,「生

徒が主体的に学力を定着させるためにはどのように学習

指導をすればよいか」であって全校,全教科がこのテー

マにとりくんだわけであるが,技術家庭科ではこの大テ

ーマの中に「 1時間 1時間の学習指導をどのようにした

らよいか」という小テーマを設定して, 日案を集積し,

_ 反省し,修正している。

将来,生徒に身について,生 きてはたらくような技術

や技術的な知識 。理解というものは,実験したり,実習

したり,製作し見開して,知 ったわかったというだけで

は不充分である。しっか りと生徒の経験と体験とを通し

て身につかねばならない。身についただけでは不充分で

ある。将来本当に生きて働 く基本的なものでなければな

らない。生きて働き適応し,応用できる技術となっただ

けではまだ不充分である。生徒の個性に応じ,lEl人個々

の人格構成の要素となることが,最終の目的である。人

格としての “生き方“に学習した技術を発展させ適応さ

せることが目的である。雑多な原理知識をそのまま,よ

り多く,強制的に,現代の科学技術の発展とその要求に

応じて,あ くせくして,教師が生徒につめこんで,よ い

教育をしたと満足しがちなのが,現在の中学校教育の実

情ではなかろうか。中学校が高校の予備校化し,高校は

大学の予備校化し,就職のための手段として教育が考え

られているのではなかろうか。頭と手足が一体となって

尊重されるときに本当の人間教育が可能である。頭でっ

かちな人間だけを要求する教育では人間は育たないと考

えたい。こういう意味においても技術科教育が一般教育

の中にしめる重要な位置づけにあることを,こ の教科を

担当しているわれわれは忘れたくないものである。もっ

と自信と自覚をもって生徒とともになやみ,生徒ととも

に,新しい方向に向って努力したいものである。

私は技術の理論と実践の統合ということは,物の機能

を,色々とくふうし考えて,生みだすことにより可能で

あると考える。また,生徒にくふうし,発見するよろこ

びを味わせることにより,よ り意欲的に主体的に学習に

興味関心を示しより深 くより高く深めることが可能にな

ると考える。そうすれば,技術的,自 覚的存在としての

人格が形成されるものという自信と確信をもって指導法

のくふうをしてみた。

「生徒に考えなさい, くふうしなさい」と要求してもだ

めである。まず教師が常に考えくふ うすることだ。

“生徒が悪いのではない。 教師が悪いのだ。"生徒の能

力や実態にあった指導をしないからだ。「考えろ, くふ

うしなさい」とつまらないことをあれこれいうからいけ

ない。生徒は適切な学習場面を構成してやれば,よ い考

えや, くふうを自力で生みだすようになる。生徒に対す

る教師の信頼が大切である。できなかったら教師が反省

し改善策を考えることだ。私は生徒の目のかがやきを一

見してわかるような教師になりたいと努力している。

2.指 導計画立案のための根本的な考え方

に)指導方針

技術・家庭科の教科の本質と性格と中学校教育の中に

侃谷土
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おける分担日標をふまえ,本校の実態に即して,基礎的

な技術を身につけさせ定着させて,創造性をつちかい,

生活や生産に対するよろこびを味わせ,合理的,能率的

に処理できるような人間形成の涵養に努める。

技術的な生産実践を通して,将来に役立つ創造的な思

考力を養い,技術的な学力と実践力を育てることが,技

術・家庭科の性格であり目標であると考える。

そのためには何を研究したらよいだろうか。

① 教材内容の精選, “何を教えたらよいか“

② 学習指導法のくふう“どのように学ばせるか
｀

であると思う。

け)指導の重点

①基本的な教材内容の精選をどのようにしたらよいだ

ろうか。

教えたいことは,科学技術の進歩にともなって,山ほ

どある。それをこれも大切だこれもといって,教科書や

文部省の指導書にのっていると教えたがる。しかし生徒

の方はたまらない。半分も十分の一も身につけないで,

あせって,ますます,暗記式な受身的な学習になる。消

化不良をおこして勉強ぎらいな,人間になっててしまう。

できるだけ生徒の学習の負担を軽減して,基本的な事項

だけを要約して,系統的に学べるように精選してやる必

要がある。そのためには教材研究をすることである。現

在男子向きは栽培,製図,木材加工,金属加工,機械 ,

電気,総合実習の分野に分れているが,私はこれを 3つ

の分野に統合して考える。

a.生物 (植物)の育成をくふうする (栽培)

b.材料を生かして目的条件にあうように加工する

(金属加工・木材加工)(製図)

c.エ ネルギの転換のくふう (機械・電気)(製図)

以上 3分野に統合した私の考えをのべよう。

科学が発達するにしたがって分化するのは当然の理で

あるが,分析されただけで統合されないところに問題が

あるのではなかろうか。人間は 1個人の人格をもった有

機体であり,統合されたものである。また,中学校教育

は義務教育であり専門教育ではない。しかるに現行の文

部省の指導書は,それぞれの分野や領域の専門家が,自 分

の専門の立場から,自 己のなわばりや主張の中から学習

内容を例記したにすぎないのではなかろうか。連絡はと

ったであろうが,本当に一貫した有機体として,生徒個

々の人間性の育成を考えて,立案したものではないだろ

う。学習指導要領を実践してみて以上のような反省点が

2θ

生れてきたわけである。

教えるということの中には,生徒の目的意図と,必要1

感,やむにやまれぬ欲求があってこそ成立するものであ.

る。 教えることには, 生徒が主体的に考えた り, くふ

うした り,学習をより高く無限に発展させる動機づけや

助言なるものでなければならない。ただ必要だと考える

から教えるでは,つめこみ主義,テ ス ト主義の教育とな_

ってしまう。

製図を上のa,b, cの事項からはぶいているのは,

加工学習や機械電気学習の中で,ど うしても必要になっ

てきたときに教えればよいと考えたからである。「製図|

の基礎」「機械製図」という単元を,と くに設定しなく

ても,製図技術の指導は十分にできるものと考える。

総合実習といって特別に3年の終 りにとるのがその存1

在をあいまいにしてしまっている。全単元が多かれ少な_

かれ総合実習でありたいものである。たとえば 2年の木

材加工は金属と木材の総合加工学習として考えたらどう

であろう。次に40年度私の学校で実証研究した 1例をあ

げてみる。

<単元名>腰かけ (お りだたみ式)の製作

れ)研究の仮説

私は文部省の指導要領,長野県指導書私案,北安曇教i

育会指導書私案等にもとづいて究明したり,県実験学校

学習指導書を作成したりして,生徒にその研究を生かす

ように心がけて,授業に毎日とりくんできたわけである

が,その反省として次のことがらを考えた。

①生徒の能力や実態をよく分析したり総合したりして

考えなくて,生なもの,必要でなさそうなものを,雑多

な知識技術として与えすぎて,生徒は消化不良をおこし

はしなかったか。

②研究が机上プランで,研究すればするほど,むずか′

しい生のものを生徒に要求してあせっていたのではなか

ろうか。

③口や文章ではうまいことをいったり書いたりしたが

学者やえらい先生方のまねごとで,本当に,生徒ひとり

ひとりに即した個々の生徒の人格形成に役立っていただ

ろうか。

以上の反省点から教科の本質にたった望ましい学習指

導のあり方を実証をとおして地味に究明するためには,

①学習内容を再検討して,構造化し,系統と関連づけ

をして,教材内容を精選し,生徒の実態と能力の傾向や

はたらきの上にたって, くふうさせ,考えさせる場面を
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r明確にするとともに,そのために教えなければならない

:学習事項を明確に位置づける。

②生徒に対して,切実な問題場面を提示するとともに

,生徒が意欲的に要求することのできるような場面を発見

させるために,学習成立の組み立て方をくふうし,科学

:技術に対する見方,考え方,感 じ方,対処のしかたの根

本となる態度の形成をねらう。

以上のことがらを研究すればよい。

レ)研究の内容

①加工学習の中心になっている考え方

“材料の性質を生かした加工法のくふ う
｀

,②基本となる学習内容に対する考え方の観点

｀シ′ a 木材加工

(a軽量で割合にじょがな木材の性質を生かす。

(Dやわらかく,比較的に加工することが容易であるた

めに機械工具の加工法がたやすくできる。

(0能率的,経済的な多量生産方式のくふうができる。

(0視覚的,触覚的にす ぐれている木材の造形美の創造

ができる。

ib 金属加工

(a一様な組織でできていて,不燃性,対熱性があり,

熱処理のできる合金としての金属材料の性質を生か

す。

価)硬度や応力などの機械的な性質をたやすく数値にの

せるために,機械工具の機能を生かし,精度を生み

だす加工手順のくふ うができる。

に)質 がちみつで,た しかな測定ができる。

0)熱 や電気の良導体である金属の特性を生かして利用

できる。

金属加工,木材加工と別々のものとして分けて関連を

'つけないで教えることに問題がある。おのおのの長所や

短所を比較して,その両者の特質をみきわめ,よ りよく

禾1用 し,区別するところははっきり区別させ, よりよい

新しいものをくふ うして創造しようとする物質観と実践

力を育てたい。ある条件の下においてくふうして考える

のであって,条件によってくふうする方法がちがってく

ることも考えておきたい。

③単元の趣旨

金属加工,木材加工の既習事項の応用発展として,木

材や金属を利用して,移動がたやす くでき,安 くて,荷

I重 にたえることのできる構造をもった腰かけを考案設計

し,機械を利用して,労力をなるべくかけないようにく

ふうした作業計画をたて,分業で協同して,流れ作業を

すすめる態度や技術を養い,実践的体験と思考をとおし

て身につけようとする。

④単元の目標

a,加工技術の現況と生産方式を木材金属の既習学習か

ら対比して気づき,協同して安く速 く製作するためには

どのようにくふうしたらよいか考え,三角形不変の構成

を利用した簡単で強い持ちあるきのできる腰かけを考案

設計し,荷重から考えて材料の選択ができ,工作機械を

利用して分業流れ作業方式の学習計画をたてることがで

きる。

b,接合方法の必要性に気づき,接合方法やそのしくみ

がわか り,金属によってより強さを増加させようと考え

られるようになり,工作機械や工具のしくみやはたらき

がわかるようになって,加工技術が身につく。

C,手工具や工作機械のしくみやはたらきを理解し,安

全で合理的に使用できるようになるとともに,操作整備

手入れを完全にする態度習慣が身につくようになる。

d,個人の能力に応じて,自分の分担作業を責任をもっ

て行い,協同して能率的に仕事をすすめる態度が身につ

く。

e,検査の必要性に気づき,検査の方法を知 り, くふ う

して能率的に検査をして規格品をつくることができる。

f,既習の技術を想起確認して, じょうずにはやく使用

することができる。

⑤学習内容の位置づけと新しく指導する事項

a,考案設計

。機能構造のくふう (安 くて,持ちあるきのできる腰か

け)。

。機械化と量産形態システム。

。荷重にたえるくふ う (三角形構成の利用)。

。組立接合方法のくふ う (木材の組手・ほぞつぎ,ボル

トナットの利用,補強金具による上金)。

b,製図

。角柱を60度に斜びきして使用したものの図示法。

C,作業計画準備

。工程法 (生産システムによる)。

。角のみ盤のしくみ,はたらきと使用法 (ボ ール盤と対

比して)。

。油圧式自動金切のこ盤のしくみと使用法 (弓のこ・九

のこ盤と対比して)。

。たがねのしくみと使い方 (切削角度のまとめとして ド
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リル,バ ィ ト等の比較の上に)。

d,製作

。角材のひねまが りの修正 (板材のそりの修正と対比)。

。ほぞ穴上下のすみつけ線の一致のくふう。

。角材を丸のこ盤により600に斜びきするくふ う。マイ

タソーの利用 (切肖」切断技術のまとめとして)。

。ほぞのあた りの修正し

。丸棒 (軟鋼棒)の ひずみまがりの修正。

。ゲージ利用のくふう。

0モ ータの回転速度,材の送 り,電流計の見方 (3年の

学習への発展としての素地とする)。

。本単元における学習内容の位置づけは,加工技術の総

合的なまとめの意味と電気機械学習への素地としての

ものも含まれている。以上のように単元ごとの学習内

容の精選をして,その単元の性格をはっきりすえると

ともに,既習事項との関連をはっきりさせることも大

切である。指導要領では電気を 3年にかためて入れて

あるが, 2年におろせるものがないだろうか現在研究

中である。

⑥次に系統を考える必要があるが,その例として自動装

置をどのようにして系統化したらよいかその例をあげて

みる。

a,気づき知る段階として

1年 自動送 りかんな盤 (木材加工)。

2年 旋盤の自動送 りかんな装置 (金属加工)。

油圧式自動金切 りのこ盤。

b,理解してわかる段階として

3年 バイメタルによる自動温度調節,けい光燈のグ

ロースイッチや温度ヒューズ積算電力計

石油発動機のインパルスヵップリング(断続器)

や調速装置,自 動潤滑装置。

以上のものを比較してそのしくみの差違点や共通点を

明確にすることにより,よ り技術的な思考力が高まるも

のと考える。

(2)生徒ひとりひとりの思考が主体的に一貫するように

学習させ,創造発見の喜びを得させるための学習指導は

どのようにくふうしたらよいだろうか。

学習指導でおちいりやすいことは,既成の技術の体系

を追って教科書にそって教えようとし,教師の完成され

た見方考え方に,生徒の必要感や目的性を無視してひき

ず りこんで,知識を集積するという形になりやすいこと

である。これらの点を反省して指導上留意したいことを

2_2

あげてみる。

①指導場面設定のくふう

生徒の思考段階の過程を尊重して学習の展開を考える

ことが大切である。調べ比べ確かめようとする生徒の強

い意識から出発して,気づき知る,理解して解決の方向

がわかる,で きる,身につけようとする,と いうように

意識が深化しなければならない。そしてこそ意識が実践

活動として生きてはたらくことになる。

たとえば電気の屋内配線でその学習内容の重点を

a,電気の通 りみちとしての回路,その表示としての配

線図。

b,電気を安全に使 うための方法と保安対策という立場

から考えて,三路配線と二線配線の回路の共通点をあげ

させて,回路の性格を再確認する場面をくふうした。

電燈がつくためには,完全な電気の通 り道ができてい

る ことと,電 燈の点滅は電1登 とスイッチとが直列に入

っていることであるとに生徒出す ぐ気づき,複雑な回路

でもす ぐ応用できるものである。学習した結果が生徒な

りに素材をとおして一般化されて適応できる学力として

身についたことになる。そのためには,適切な場に教師

の適切な助言が必要となり,予想される生徒の解答の方

向が教師には準備されていなければならない。

②したがって,生徒の立場で技術の既習事項と生徒の思

考の段階に飛躍がありすぎないことが大切である。解決

していくに必要な考えのよりどころが,はっきりせず ,

問題に対処して困難を感じている生徒があった ときに

は, 原因を個々にみきわ め, その原因となっている既

習の技術を思いおこさせながらすすめることが大切であ

り,既習の技術のより発展性のある活用方法を再構成す

るように助言のくふうをしたい。

③問題解決への助言は,誘導的問答で一斉に教えること

をさけたい。生徒個々の能力に応じて多面的にくふうす

るようなヒントを与えることが大切である。問題解決の

可能性を生徒自ら判断していくように追求させることが

よい。

①生徒の個々の技術的能力,思 考の特性,理解程度につ‐

いてよく分析して理解し,と くに安全教育の立場からは

災害を起しやすいと思われる生徒をはあくしておいて指

導に入ることが大切である。

⑤生徒の要求と必要感があれば,直接教えなければ解決

できないことがらは徹底的に教える。何もかもすべて思

考させたり,発見させたり, くふうさせたりしようとす
‐



ることは効果的な学習とはいえない。技術には教えてや

らなければ解決できないことがらが多い。しかし,教え

たことがそれだけで終ってしまって発展性のないような

事項は教える必要がない。次の発見への手がか りとなる

ものでなければならない。

⑥教具,と くに自作教具について私も色々作成してみた

が,かえって生徒に混乱をおこさせるようなことになる

ものも多い。われわれは自作教具マニアになる必要はな

い。私はできるだけ実物を利用するのがよいと考える。

⑦評価に対する考え方であるが,機械や加工物の計測や

検査をするような考え方で,生徒を評価の対象としては

ならないと思う。教師と生徒が一体となるべき教育の場

で,こ のような考え方で評価意識を強くして生徒に立ち

むかうと教師から生徒はどんどん離れていってしまう。

とくに,ペーパーテス トなどで生徒の技術的学力は浪l定

できるものではない。ペーパーテストの点数がよいから

生徒の技術科の点数をよくしている教師の多いことは,

技術科教育として悲しむべきことだろう。私はペーパー

テス ト形式による生徒の評価等あまりする必要はないと

思う。評価はどこまでも教師の学習指導の反省資料と学

習指導の改善向上のためになされるべきものである。点

数等つけて生徒にわたす必要はないが,も し渡す場合は

生徒の学習の反省と今後の向上のための生徒の自己評価

進  度  表 (年 110時案)
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に利用すべきものである。ペーパーテス ト等あまりしな

くても毎日毎日の 1時限の生徒の動きにより評価できる

教師になりたいものである。

3.昭 和41年度 白馬中学校指導計画の概要

(男子向き)

に)研究テーマ

“1時間ごとの学習指導をどのようにしたらよいか
｀
昭

和40年度の研究の引きつづきとして,それを実証する

ことにより再検討しようと考えている。

向上発展するためには,その基盤となるものが必要で

ある。基盤ができたから,一層改善してよりよくして

学習指導の効果をあげる。

け)技術科指導の重点

① 技術的思考力を高めるくふうをする。

② 応用・発展性のある基礎的な技術の習得に意を用い

る。

③ 資料や教具を有効に活用するくふうをする。

④ 安全教育に留意する。

⑤ 機械工具を大切にする習慣を養う。

⑥ 個々の生徒の指導に留意し人間性の培養に意を用い

る。そのため 1～ 2年は単級(20人 )で授業をする。

(長野県北安曇郡白馬中学校技術科研究会)
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「機 械」の 指 導 画 の 視 点計

信泉保

1.「機械」をどうとらえるか

機械学習をすすめる場合に,たえずそのふり出しにも

どるような形で問題となるのが,「機械とは何か」とい

うことである。このことは機械学習の目的・内容の問題

とかかわ りをもっているので,ど のように定義されてい

るかをみよう。たとえば,文部省論「研究の手びき」で

は「すべて機械は,ま ず外部からエネルギまたは動力の

供給をうけ,つぎに適当な方法により,こ のエネルギま

たは動力を他の部分に伝え,終 りに所要の動力または仕

事にかえるものである」と規定し,いわゆるエネルギの

伝達と変換をその中心としてとらえていると思える。ま

たコロナ社「機械」によると F機械は相互作用をするい

くつかの部分をくみたてたもので 4つの部分から成り立

ち所要の動力または仕事に変換するものである」という

スタテイックなとらえ方である。つぎに,平凡社,国民

百科辞典によると「機械は外力が加わっても変形しにく

い抵抗体の組み合せで,その中できまった部分が一定の

運動を繰 り返し,静止的なわくにくみこまれた運動機能

を持つものであり,①エネルギの源となる原動機の部分

があり,②そのエネルギを伝える伝導装置があり,③人

間に役に立つ作業を行う作業機の部分がある」と規定し

ている。

このように機械の定義は,以上の 3つでもわかるよう

に,同 じことを言っているにもかかわらず,そのおさえ

どころにちがいがみられる。このちがいが機械学習のね

らい・内容等にちがいを生じさせるものである。むかし

から機械の定義に関してはいろいろな意見なり主張なり

がされてきたが,以上 3つのような工学的な規定だけで

は不充分で,機械を「人間」と「 自然の利用」との関係

にたって考えると,古 くから自然を利用するために用い

られてきた。また考え出された,さ まざまな道具や装置

が機械へと進歩していったという歴史的な変化,と くに

2

産業革命以来ワットの蒸気機関,ア ークライ トの紡織機

という変遷の中から,機械の成立過程をたどることが機

械の本質をつかまえる上でだいじなことに思える。

人間の自然への働きかけ一一労働―一という過程にお

ける1つ の「手段」として,そのエネルギの伝達と変換

としての機械を考えていく方が,ご く自然の方法のよう

に思える。

2。 「 技術教育」 誌上における機械学習の主張

機械学習のねらいをどうおさえるかという点のちがい

によって,いろいろな実践の方向がある。それを便宜的

に 3つ の主張にわけてみると,

(J機械要素とか機構の組み立てられたものが構成してい

るから,その面の分析がだいじという主張。

9)機械をもっと基本的にとらえ,機械を創造的に思考す

る能力を育てることがだいじであるという主張。

G)機械の目的は「仕事」にあり,そのエネルギがどう仕

事に転化されているか,そ の筋道をおうことがだいじ

であるという主張。

この3つ の分類にしたがって過去 2カ 年の雑誌の主張を

まとめてみた。

まず(1)の 主張として,岐阜・藍川中・深尾望子氏 (64

年7月 号), 巻坂中 0及川氏の論文などがこれにはいる

ようである。深尾氏はその実践 (ミ シン学習)の中で,

「機械の正しい状態にあることを知 り,状態が変化する

とどうなるかを知 り,その変化した状態が早く発見でき

それを正しい状態にもどすことのできるような知識や技

術を身につけさせる」ことをねらいとし,そのため, リ

ンク装置・スライダクランク機構・カム機構の研究から

ミシンの全体構造を把握するという考えである。及川氏

は,「機械はその目的に合った仕事をする」という観点

からその具体的事象を子どもたちに抽象化・法則化する

ことのできる道を「 リンク装置」の授業の中で自然科学
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的なうらづけを求めて実践している。

つぎにけ)の主張は,日 黒 8中・小池一清氏,赤城北中・

高橋亘雄氏,飯田東中・牧島高夫氏,加賀錦城中・西出

勝雄氏等にみられるものである。小池氏は,機械を倉1造

的に思考する能力を高めるために,「機械とはまず動く

ものである」という直観からの認識をだいじにし,①機

械各部の動きの研究,②機械各部の動きの,形の,組み

合わされ方の研究,③機械各部の組たてられ方の研究と

いう3つの柱をもとに,自作教具を豊富にとり入れて機

械に関する技術的問題を解決する能力,機械を創造的に

思考する能力,材料を含めて,多 くの機械を分析的に取

扱い,比較研究し,共通点や法則性を見い出し,機械を

総合的に理解させなければならない,と している。高橋

氏は,機械学習の問題
`点
はいろいろあるが,機構中心の

学習は理論学習に流れやすく,自転車等の教材は興味本

意の分解学習におちいりやすい。そこで身近かな糸まき

機を創造的思考力を育てていくために, くみたてていく

授業を総合実習の中でくんでいこうとする。また,牧島

氏は,原動機の実践の中で技術的思考能力を高めるため

に,機械そのものの目的からして見通しをたてて,そ の

部品なり装置なりがどう仕組まれているのか,いわゆる

機械を仕組んでいく授業をくんでいる。これらの人たち

の考え方の底には機械学習の中で,「機械を創造的に思

考する能力」を育てていこうとするねらいがある。

侶)の主張として,丸亀東中・香川昇氏は,機械学習の

重点として,機械要素・機構・機械材料 。エネルギの変

換・点検整備等重点のおき方の相違によって,その学習

のねらいなり方法なりにちがいが生じるが,「エネルギ

の変換」としての機械を学習の核としたい。歴史的にみ

て人間と自然の戦い自体がエネルギの最大利用にあった

のだから,教材は自転車であっても,未知の機械の伝達

機構がさぐり出せるような実践でありたいとしている。

3。 「 何をねらいとするか」

前述したように,機械をその成立過程の中から本質を

求めようとすると,現在の,いわゆる機械を構成してい

るさまざまなもの一一機械材料・材質,装置,機構,部

品の組立法,加工法など――の観察,実験,分析,測定

操作,整備などの一連の機械学習の方向が明らかにされ

てくる。そこで,機械学習の柱をつぎのように立ててみ

る。

(1)機械エネルギの発生のしくみを明らかにする。

υ)動力の伝導装置 (ベル ト,チ ェーン,歯車,軸 ,

カム, リンク,ク ラッチ)な どに関する基礎的知識を理

解し,効果的な伝導のし方を研究する。

6)発生したエネルギが,ど ぅ転化し (た とえば,回

転運動奪往復運動,回転運動
=揺

動運動), どんな装置

や機構によってなされているかを,荷重,仕事の内容 ,・

目的などのかかわ りでそのしくみを明らかにする。

に)伝えられたエネルギが,ェ作物にどう10」 きかけて

いるか,エ ネルギの変換のすじみちを明らかにする。

(助 ホイットニーの小銃製作による部品の規格化・互

換性,フ ォー ドによる大量生産のシステム,オー トメー

ションなどにみられるような機械の運転操作の,自動制

御への方向を理解させる。

以上の視 J点から2, 3年 の機械学習を組み,機械に主

体的にとりくめる人間,創造的に対処できる人間をねら

っている。技術の進歩は,その社会的要求と,その技術

自体の開発とによってなされるものであ り, ミシンの軸

1本についても,材質の問題,加工法等の技術水準,社

会的要求等によってうみ出されたものである。

4。 「 何を教えるか」―内容の選定一

に)機械学習の基礎的事項

① エネルギ発生のしくみ

a.石油機関一―特徴,点火と燃焼,気化器,点火装置

機関本体,弁開閉装置など。

b。 ガソリン機関一一特徴,燃料装置,冷却 (水冷と空

冷), 始動装置,分解 0組立実習

など。

c.デ ィーゼル機Ftl一一特徴,圧縮と燃焼,燃焼室とシ

リンダヘッド,燃料噴射装置,

過給機など。

その他一一風力,水力,タ ービン,モータなど。

② 動力伝達用機械要素と機械的運動

a.ベル ト,チ ェーン,歯車,ま さつ車,軸 ,カ ム, リ

ンク,ク ラッチ,バ ネ・ブレーキ,軸 と継手などの知

識・理解。

b.機械運動一一回転,往復,半回転揺動運動と各運動

間の相互関係。またこれらの運動が機械にどんな形で

どんなところに利用されているかの理解。

③ 伝導装置などの基礎的事項

a.動力伝達のしくみ一―ベル ト機構,歯車機構,カ ム

機構, リンク機構などの機構上の工学的理解。
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b.潤滑法 (軸 と軸受), 仕事, トルク,動力の概念。

④ エネルギ変換に関して

a.燃料と燃焼,消音器,点火時期など。

b.混合比 0圧縮比 0排気量など。

C.変速機 (回転数とトルクとの関係について)

d。 負荷と機構 (ス トローク)

e.燃料消費料,イ ンジケータ線図などについて

⑤ 機械の性能・発達の方向について

a.機械の効率,圧縮比と出力,熱の損失,ス クータの

性能試験。

b.機械の歴史 (ワ ット→アークライト→ダイムラー→

ベンツ→ホイットニー→フォードヘの流れ)

C.自動常1御化への方向

d.職業病―一人間工学への結びつき。

以上の事項を主要な学習内容の柱としたい。

9)具体例

①  「自転車」の授業

自転車の授業では,つ ぎのことを中心にすえたい。

a.自転車という機械のもつしくみ―一早く走れるしく

み,フ レームの形態,軽 くてじょうぶなしくみ,操縦

機構,安全と乗 り心地をよくするしくみ,回転力,変

速装置などのくふう。

b。 自転車の機素一一ネジ,ボル トナット,ピ ン,キー,

リベットなどの締結用機素。軸と軸受,歯車 (遊星ギ

ヤなど)チエーン等の伝導用機素,ばね,管等の機素

についての理解。

c.機械材料一一炭素鋼,鋳鉄,合金鋼,軽合金などの

理解。

d。 主要部 (ペ ダル部,ハ ンガ部,前・後輪部など)の

分解・組立実習による整備に関する理解・能力。

②  「 ミシン」の授業

ミシンを近代工業製品としての機械と考え,他の一般

機械に共通な要素を理解し,応用発展できる技術の習得

を目的とし,ま た ミシンは,工業製品の中でも,いち早

く部品の標準化が採られてきたこと,わが国の輸出製品

の中でもトップクラスを占めていることなどもあわせ考

える。

ミシンの運動は, a。 針棒の上下運動, b。 中がまの

半回転揺動運動, c.天 びんの上下運動, d.送 り歯の

水平送 り運動の4つの基本運動から成 りたち,その組み

合わせにょって, ミシンの縫合という作業が可能なので

ある。この 1つ 1つ の運動を作 り出す「能力」の伝導経
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路を機構学習から求める。針棒の運動で「 スライダクラ

ンク機構」を,中がまの運動で「 リンク機構」を,天び

ん,送 り歯の運動で「 カム機構」の学習を展開する。ま

た,単純なふみ板の揺動運動がどう伝達され変化 し,布

が縫われてゆ くのかという,動力伝達のしくみ,効率の

問題などを ミシンの学習の中心 としたい。

③ 内燃機関の授業で

自転車の機械要素,分解 0整備を主 とした授業と, ミ

シンの機構学習的授業とをさらに発展させ内燃機関の授

業では下記の′点を主要な核 として授業を進めたい。

① 各種原動機は,いかにして,エ ネルギ源を求め,機

械化 しているか (原 動機の種類と用途)。

② 内燃機関のしくみ 。構造―一本体,燃料装置,点火

装置,冷却装置,潤滑装置などの構造的理解。

③ 各装置一― シリング, ピス トン, クランク,弁,気

化器,点火プラグ,ろ過器などに対する技術的理解。

④ 燃料と燃焼,動力の伝達,圧縮比,点火時期,ク ラ

ッチ,変速装置 (回 転数とトルク), 負荷と機構など

のエネルギ転化など。

⑤ 機械の効率,圧縮比・排気量 と出力,熱の損失,ス

クータの性能試験などの性能上の問題。

⑥ その他,技術の歴史 (ワ ット→アークライ ト→ダイ

ムラー→ベンツ→ホイットニー→フォードヘの流れ)

自動制御化への方向。職業病一一人間工学への理解な

ど。

5。 他領域 との関連

現在の複雑な生産機構において,物の生産がどんな過

程で作られているかを知ること,いいかえると,現代の

生産活動の中での機械の意義や役割 りを明らかにするこ

とがたいせつである。機械学習はあくまでも,生産と結

びつけて考えるべきである。機械学習は,人間の長い歴

史のうえで,道具や機械の呆してきた役割りから考えて

も,加工学習との結びつきが密でなければならない。

理科学習の「力とモーメント」「仕事」「動力の伝達」

「材料の強さ」などいずれも機械学習の基礎知識を与え

るものであるが,その内容の扱い方は,理科とは別に,

技術科の立場から,現実に実用されている「機械」を通

して学ぶのである。原理の探究におわるのでなく,実用

面に活かされている意義を充分考えてみると,おのずか

ら,学習の重点がはっきりしてくると思う。

(東京・拝島中学校教諭)
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1.  |よ じめに

「新学年の構想」という課題にどれだけ添い得るかあま

り自信はないが,こ れからの「研究実践の構想」という

ところでできるだけ課題に添えるよう努力したい。

ところで昨年7月 から月に1回,態本市在住のものわ

ずか4～ 5名のサークルではあるが職墜埜塗術教育を語

ヶ金上生L2に名で研究之盤上めュ昨年中に6回の会を

持つことができた。現在までわずか数か月で,ま だ何等

の成果を生み出しているわけではないが,は じめに本会

の経過を若千紹介しておきたい。

構成メンバーは市内の中学校から3～ 4名 ,態大の技

術科から2名の先生方に参加して載き,最初何から始め

るかということで話し合った結果,ま ず基礎工事が必要

だということから,岩波現代教育学の「技術と教育」を

テキス トとして話し合tヽ を進め,現在までに「技術学習

の心理」あたりまで終ったわけである。この間今まで全

く気づかなかったような問題がかなり提出された。以下

討議の中から2～ 3を紹介し,さ らにこれからの取 り組

み方について,単にわれわれのサークルの研究のしかた

ということでなく, これからの学習指導にどのように役

立てようとしているかという観点から,電気学習に若干

の分析を加えてみた。

2.こ れまでに話 し合 った中での 203の 問題

(お もに本質的な問題から)

岩波現代教育学「技術と教育」p.78に「技術教育の役

害1」 について述べられているが,こ れは「技術教育をめ

ぐる問題状況」と「技術教育の役割」の 2本 の柱 か ら

構成されている。第一の「技術教育をめぐる問題状況」

の技術教育の発生経過の一部に「大工業が開始された時

期に青少年労働者の知的,肉体的荒廃に対してイギ リス

議会さえも教育条項を含む工場法を通過させ年少労働者

の意護の措置をとりはじめ,その頃から青少年の全面的

発達ということが問題にされはじめた」と説明されてい

る。 もち ろん紙数の制限もあったことではあろうが,

サークルの討議で「イギ リスの議会でさえも教育条項を

含む工場法を通過させ」なければならなくなつた原因は

何かを明らかにすることが重要であり,も しこのことを

ぬきにして今からの技術教育を考えていくなら,そ こに

は大きな危険が含まれているのではないかという意見が

出された。周知の通 り当時イギ リス議会にそうさせたも

のは議員の良識でもなく,文部省 (当時イギ リスにこう

いうものがあったかどうか解らないが)の教育愛による

ものでもなかった。「下からの圧迫及び資本の利害関係

から生まれた結果である」ことを十分おさえておくこと

が技術教育の歴史的な考察の中で重要なことと思う。

また「青少年の全面的発達」が問題にされ始めた契機

にしても,ただこれだけでなく,知育,体育,生産的労

働などの点から教育の全面発きの観点が生まれたとする

考え方もあろう。

この部面での今後の研究課題として,技術科と他教科

との関連を平面的なものとして考えるか,他教科の総合

的な役割 りを果すものとして考えるか,教育学的な立場

からの研究が必要ではなかろうか。

次に「技術学習の心理」の項では全体的に技術学習の

心理というより,職業教育の準備という感じが強く,技

能学習に焦点があるように思われる。後の「技術学習の

法貝」」の項をも含めて,図表数式等もあげられているが,

これらも教育学,発達心理学方面からの結果も並記され

ていないと,こ れを利用するものの立場によっては,隼

全な技術教育の発展を阻害するような方向にも利用され

る心配があるように思える。たとえば「能力の発達・発

現の諸条件」 (技術と教育 p.84)に ついても,こ れを内

部条件と外部条件に大別し,内部条件としては「素質な

らびに基礎学力のほかに職業への動機,興味および価値
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づけと,したがって態度と行動の規範とが重大な役割を

もっている」。また外部条件としては職場の物理的条 件

と社会的条件とに分けられるが,その前者には職場の設

備,気候条件,照明,音響,粉塵,ガスなどがあり,後

者には労働関係,職場の人間関係などがあげ られ て ヽヽ

る。しかし以上の中には資本の運動法貝」などから考えら

れ る影響等については全 く考慮されていないように考え

られるが,現在の持つ種々のメヵニズムによるものの方

が,む しろ大きいのではなかろうか。

順序が逆になったが「技術学習の心理」(前出 p.84)

の第 1に , 賄ヒカの発達の諸条件と学校教育」 力ヽあげら

れ,こ れがさらに「能力の発達・発現の諸条件」と学校

教育の重要性」について「学校における技術教育は諸教

科を総合してはじめて可能であることは明らかである。

そうしてそめ総合も単なる連絡合同ではなくして,技術

:科へ意識的に系統的に総合しなければならない」ことは

解るとしても,前にも記したように技術科と他教科との

関連を平面的に考えるか,それとも総合技術教育的な方

向に考えるかによって,われわれの研究のしかたも変っ

てくるであろうから,今後このような問題についてもサ

ークルで研究を深めていきたいところであるが,諸先輩

の御指導 0御批判を載きたい点でもある。

最後に問題をもう1つ記しておくと,技術教育では10

歳で何をやL15歳で何をや4ビ よ、_1を1主 Lつ整2_奏闊

題も教育,心理両面からの研究が必要ではなかろうか。

技術科の内容を理科等二あ関連i庄ふら害lう 出してtてて芳
´

法も1つには考えられるが,本質的には段階的な技術の

習得という観点から考えて行かねばならないと思う。

以上サークルの研究のようすを若干紹介した。今後研

究の本命である教材論に進むわけであるが,課題にも従

わなければならないので,技術科の領域の 1つである電

気学習について若干の考察を試みたわけである。

まず,電気学習では義務教育段階ではどの程度までや

ればよいのか, 1つの観点を明らかにし,その中での到

達目標をどのように考え,さ らに電気学習の教育内容を

単なる理論としてではなく,新年度からさっそく実践で

きるようなところでいくつかの教材に分け,各教材のね

らいとそのおもな指導事項について考えてみた。

3。 電気学習における義務教育段階の指導程度

ここに述べることについては,その実際の指導の段階

においては電気学習単 だ塗Fiく 2年なり担皇L

担識 闊奎ゑ則2堕壁影シ銀蓑群翼の時
=

間に加えるなどとの配慮が必要なこなどを前提としての

ことである。

電気学習の下限は小・中学校における理科教育と小学

校における技術教育の内容と生徒の発達段階をも考慮し

ていけば現行の回路学習 (内容については検討しなけれ

ばならないが)か らはじめることでさほどの議論も要し

ないであろう。一方上限をどの程度にしたらよいかかな

りむずかしい問題であるが,その根底には生徒の発達段

階と認識能力の程度を考えなければならない。しかしこ

れらを客観的に判断していく面で,心理学的,教育学的

研究はまだわれわれの希望を十分満たしてくれるところ

まで来ていないのではなかろうか。そこで考えられるこ

とは (少 し飛躍するが)まず他教科ではどの程度までを

義務教育段階で要求し,到達目標としているかというこ

とである。しかし,こ れも必要条件は満たし得ても十分

条件とはなり得ない。なぜなら現在の技術科同様,その

教科での心理学的教育学的研究が十分なされているかど

うかに問題が残るからである。そこでこの必要条件にプ

ラスして,現代技術の発達段階と,その普及の程度から

推浪lし ていくことはどうであろうか。義務教育の一般性

から考えて,義務教育修了者の学力は現代の社会生活・

家庭 生活 に適応し得るものでなければならない。では

現代に社会人として生きていくには,どの程度の技術的

能力が必要か,こ う考えてくると,前者と後者を合わせ

考えることにより,一応の線が出るようである。具体的

な問題でいけば現行指導要領ではラジオ受信機の組立が

上限となっているが,技術の普及でテレビが人間生活の

必需品となって来た現在,義務教育終了程度でテレビ
,

自動車の構造,原理程度は理解できる力がなければなる

まい。 “いやそれは中学 3年間ではむ りだ,理想だ
｀

と

言われるなら,も しそう言われるのが正しい意見であれ

ば,それが理解できる年限まで義務教育の年限を延ばさ

ねばならないであろう。われわれの義務教育における技

術教育の到達目標には変 りはないのである。

4.電 気学習の 目標

現在のところ電気学習ではとくに各教材 (屋内配線 ,

けい光燈,電気器具,電動機,ラ ジオ受信機)の各々の

目標が不明確 (ま たは各人各様の解釈)であるため,そ

の系統的な配列もできない状態である。子どもたちは日

常生活ですでだ各生活場面で,電気現象,電気器具に接

2θ
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してお り,さ らに小学校,中学校の理科の中でかなりの

電気学習をすませている。これらの基礎の上に技術科の

教育内容を吟味し,各教材の日標を明らかにし,その過

程で各教材の指導順序をも検討していきたい。

「電気教材指導の実際と課題」の座談会 (技術教育19

66年 1月 号)で小池氏が電気学習の基本的な視点として

「電気器具の故障などを見抜ける力,簡単な故障などに

ついては実際にそれを直せるくらいの力,電気自体の本

質的ないろいろな働きに関する基礎知識,技術的にそれ

らがいかに適用され,いかなる製品がどのようにつくら

れているかと同時に,それを正しく使用できるような能

力,技術的な進歩の姿,回路の磨成のされかたを見抜け

歪″:R9■などの下般的特性上などかなり具体的に述

べておられるが,こ れを少し整理してみると「技術と教

育」 (岩波現代教育学第11巻)に林氏が義務教育におけ

る到達目標としてあげておられるものと関連の深いもの

であることが解る。材氏は 3つの目標をあげ(1)(2)を 総合

するものとして(3)を 考えられている。

(1)回 路を作ると電流が流れること,さ らに電流の示す

諸現象の理解にもとづいて力学的な仕事を電流のエ

ネルギにかえ,さ らに電流のエネルギを熱や力学的

な仕事にかえることの基礎を身につけること。

惨)電磁波の理解にもとづいて,電磁波を情報に利用で

きること,真空管や トランジスタなどの働きの理解

にもとづいて,電子工学的な手段の基礎を身につけ

ること。

はに れからの科学,技術的な知識と技能とにもとづい

て科学や技術の発展の展望とその社会的な機能とに

ついての理解を深める。

の 3つをあげておられるが,こ れをもっと解 り易く説明

したものが小池氏のものと考えてよいように思う。

そこでわれわれの電気学習における到達目標に林氏の

あげておられる3つを考え,さ らにそれを若干具体化し

たものとして小池氏の前記のものを参考にしながら考え

ていくと,現在実施されている照明器具,電熱器具,電

動機,受信機などの教材で何をおさえ,何を指導しなけ

ればならないかが明らかになるようである。

5。 電気教材の指導のねらいとおもな指導事項

「技術と教育Jに林氏がまとめておられるが,それに

生徒の発達段階,理解力などを考えて補充・整理してみ

ると,指導計画をたてるさいのポイントが一応 うかんで

教材 指導のねらい 1彗集 (倉驚思[歯看議日)| その他

。電流のエネ

ルギを熱や光

あるいは力学

的な仕事に変

える手段 を理

解 し,それぞ

れの 目的に応

じた機械や器

具を設計製作

した りこれを

正 しく使えた

りできる。

。 100ボ ル ト

の交流回路に

固有な問題を

理解 させ習熟

させる。

。電流のエネ

ルギを力学的

な仕事にかえ

る手段 を理解

し, この取 り

扱いになれ さ

せる。

電熱器具一一発熱の原

理,抵抗材料,絶縁材

料などについて

(ア イロン,電気 コン

ロ,電気ス トーブ, ト

ースタなど具体的条件

に応 じて選択する)

0バ イメタルな どを用

いた自動温度調節。

照明器具―一 。白熱電

球, けい光燈 を 用 い

て,電流のエネルギを

光にかえることが出来

ること。

。けい光燈 の発光の機

構の理解。

。回路計の原理 と使用

法

。配線図に従 って導線

を接続 した り,絶縁 し

た り,配線器具を取 り

つけた りの工作法の初

歩

O実際の回路を測定 し

た り試験 した りする方

法。 目的に応 じて回路

を設計 し, これを配線

図に描き,実際に回路

を構成出来 るよ うにな

る。

O許容電流や安全器の

理解

。誘導電動機の回転原

理の理解。

O電動機が消費する電

力とそのする仕事とを

比較させ効率の理解を

深める。

O原動機 と比較した電

動機の特長。

。電動機の保守と管理

。ここで

は電熱器

具の製作

を中心 と

し,照 明

器具は こ

れに付随

して指導

するにと

どめる。

。理科で

真空放電

やけい光

現象な ど

について

学習する

ことが望

ましい

1曇』竃霧111∴τ電:奪I占蓋
り整

13重[賛

。結線・

配線など

の技能 も

身につけ

させる。

。照明器

具の学習

と結びつ

ける。
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ネ ル ギ に か

える手段 とそ

の輸送につい

て理解 させ ,

身につけ させ

る。

。各 々の 目的

に応 じて一定

電圧の交流や

直流 を得 られ

るよ うになる

こと。

プロジェクトとしては

自転車の発電機,電鈴

用の変圧器

。水力発電所,火 力発

電所の構造・役割

発展する

。鉱石 ラジオの製作を

通 じて「電磁波による

情報の伝達」同調 と検

波の機 Itiを浮 きぼ りに

す る。

コイル 0コ ンデ ンサ・

鉱 石 検 波 器・ レシー

バな どについて指導す

るc

。拡声装置の製作を通

じ「電子工学の基礎」

低周波の増幅と整流の

機構を理解させる。

真空管, トランジス

タなどの働きを十分お

さえる。

総合実習で交流受信機の製作を取 り扱 う

くる。

以上の中で現在よく問題にされるものとして①各教材

の指導順序,② 3球受信機の組み立て実習で何を指導す

るか,さ らに⑥電気の指導では指導法としてどのような

形態が適切であるかなどが考えられる。まず①について

とくに議論をよぶものとしては,屋内配線,照明器具,

電熱器具などを,どのような順序で指導していくか,今

年の目標としては,ま ず各教材ごとに 1時間ずつ区切 り

をつけて指導計画を立てて行きたいと思 う。各教材を区

分せず電気学習の大すじを考え,そのすじにそって指導

計画を立てるということである。

②については林氏が提案しておられるように交流受信

機理解のための前提条件として,イ .同調と検波 口。

整流,増幅の 2つをおさえておくべきでないかと思う。

まず,イ 。同調と検波を理解させるために鉱石ラジオの

θθ

製作を実習させ,こ こでコイル, コンデンサ,鉱石検波

器, レシーバなど一応音波を聞くに必要なことは,こ の

指導の中で実施しておく。この指導の後,拡声装置の製

作に進み,電子工学の基礎である低周波の増幅と整流の

機構について指導すれば,電磁波,電子工学の指導の最

初から3球受信機の製作を取 り上げていくより,生徒の

とまどいも少ないように考えられる。鉱石ラジオ,拡声

装置の指導後に,総合実習で 3球受信機製作を取 り上げ

てはというものである。

3電気学習の形態として, 1番制約を受けるのは時間

数の問題であろう。他領域にくらべ,こ とに電気分野で

は現代の電気技術の飛躍的な発展とも関連して,指導し

なければならない内容が多いように感じられる。 Lン たが

って新年度は照明器具では理論学習のみ:こ l′ ,製作をし

ないというように,各 教材の重点をしばり,全教材に理

論,実習の反復をさけたいと思 う。毎時間の指導法とし

ては (も ちろん課題によっては週 3時間のうち 1時間理

論学習,あ と2時間を製作あるいは分解,組上の学習に

ふり向けることもある)。 できるだけ理論と実習を別々

の時間にふ り分けないように, 1時間, 1時間でまとま

りをつけ,それを全体として各教材ごと1■ 統一できるよ

`キ

■配慮していきたい。

6。 あ と が き

今まで色々と実践し,研究して来た中で種′々の疑間が

出て来たが,ま だ自分自身で解決されなかったものが多

数ある。たとえば技術教育と地域産業の関連もその 1つ

である。 2年前態本県でも最も交通の便の悪い夢の島,

天草に勤務していた。その関係もあるのか,生徒たちに

技術科を指導するさい,生徒たちは,Iま ばの狭い理解し

か示さない。また技術科が生徒の将来に|よ 役立つ (以前

の職業科よりもということ)と 思うが,部落の将来|ま ど

うなるのかということ。 卒業生 の 907ι は町外,県外へ

と進学・就職していく。地域産業に従事するものキよ残 り

の10%以下,し かもほとんどが,私立高校にもア、学でき

ないようなものである。現在問題になっていを,若年労働

者の流出現象がとくに激しい実状である。これらの問題

についても,技術教育をおし進める中で生イtたちに本当

に理解させることができるようにしなlす ればならないと

思 う。

。電磁波によ

る情報の伝達

「同調 と検波」

と電子工学の

基礎,「整流

・ 増幅」を身

につけさせる

(熊本市花陵中学校教諭)



硼
…

″川嘲
"皿

hh´叩州 い出
… …

¶ 国 LJm… Ⅷ 咄 l・ .lll“ Ш 州 ‖ nlt・ .It静 Ⅶ 剛 国 mm副 呻 州 剛 L仙卍 "州
卜u新

学 年 の 構 想

ひとりひとりのためにこんな授業を

/Jヽ 一二日
島

υ)〔例〕 電気一一 ラジオの電源回路の組立

1。  は じ
`ゆ

に

技術・家庭科の学習指導は,他の 8教科との関連にお

いて,どんな役割をになうのか,実践とは一体何のため

に,何を,ど うすることなのか,本年度の実践をかえり

みて,来たるべき新年度には毎日の授業の中にそれを見

い出したいと思 う。いろいろな環境条件のもとに置かれ

ている生徒のひとりひとりが,身体を通して仕事のため

に考え,作業の中で工夫する,そ うい,毎 日でありたい

と願 う。

2.授 業にふさわしいイメージを

実感を通して,本時学習の目的,意図を,ひ とりひと

りの頭の中に,Iま っきり焼きつ|す させることによって,

実践の意味がわか り,能力に応じて,目 的達成への心身

の総力を動員することが,可能となるといえるのではな

かろうか。

いつも現在の仕事,作業が全体のどの位置にあるのか

たとえば,抵抗, コンデンサ,コ イル,真空管などによる

「電流制限の作用」「電気の蓄積作用」「電流変化の抑

制作用」「スイッチ作用」「弁作用」の組合わせによる電

波が受信できるということがラジオでの学習に必要なの

(1)〔夕1〕 金エーーみがき軟鋼丸削 り

以 下 略

であって,電気が流れているということが,生徒の実感

として残っていることが大切と思 う。そのためにもいろ

いろと工夫して,本時のイメージをはっきりさせたい。

以上の 〔例〕金工および電気はその例をしめすもので

ある。

3.す じみちをたてて課題の解決を

機械部品や機械材料が,それらがささえる機構ととも

に, どのような構造や強度の要求に応じてそこに置かれ

また作 り出されており,し たがって,その機能を満足さ

せるような機構はどうあるべきかを知 り,機械が有効に

使用できる。そんなねらいですじみちを立て て行 きた

い。その中で機構を見る芽 を育てたい。(機械一石油発

動機の弁装置参照)。

ね ら い |お さ え ど こ ろ 1過 程

程

電源回路の構

成がわかり,

組立ができる

・回路部品の

働きあいが

目的にてら

して考えら

れる。

(注 部品の

一般的なはた

らきとしくみ

は学習ずみ)

個々の一般的性質

をもつ部品が,真空

管を中心に組み合わ

さることによって,

はたらきをもつ回路

となる。

・電源回路の部品の

たしかめとはたら

き

A,Bの 電源変圧

電流の測定

・部品の組合わせに

よる電圧,電流の

変化,容量 PT,
12Fに よる整流 ,

Rと Cに よる平滑

と電圧,電流の値

<導入>
75ミ リのオシロ

をセットする。

・整流管がら負荷

抵抗ヘ

・平滑 コンデンサ

1つのとき2つ

のとき, 10μ F

・抵抗の付加など

の波形観察

小型旋盤を 1 刃物 (バ イト)と

使って必要寸 1旋盤の回転速度と,

法に外丸削 り1切削量 (切 りこみ),

ができる。  1送 り速度,方向との

一一練習をと 1組合せによって意図

l:蚤Z駆量

|[[:]:]lil

|<導
入>

IC旋盤を自動送 り

にセットして切削

して観察させる。

②バイトを両頭グ

ラインダで研削

し,焼きもどして

見せる。

以 下 略
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に)〔例〕 機械―一石油発動機の弁装置

ね ら い |お さ え ど こ ろ 1  過    程

4サ イク

ルエンジン

における,

機構 として

の弁装置の

意味がわか

り整備でき

る。

弁装置のしくみは,機関の作

動との関係においてどうなって

いればよいのか。

一一弁装置と行程との関係把

握一一

<第 1時>
弁の開度によリベンチェリー

管の原理によって霧化された適

正な混合気が用意される。

<第 2時>
各行程に応じた最もよい時期

に弁が開閉できなければその目

的が果たせない (タ イミング)

<第 3時>
このはたらきを持続させるた

めの調整,手入れができる。

弁装置のJ[除…… 2サ イクル

機構の比較……

<第 1段階>
|―一弁装置のはたらきは何か,(物性の備わったものを見る立

場 )

|タト気日,吸気日を開閉し, 4つの行程を行なわせる。

|。 その仕事行程である爆発・膨張行程の準備をする。

|。 適量の混合気を一杯におくりこみ,不用のガスを完全
1 に掃除する。

① 吸入弁,排気弁の開閉および断熱器の接点の断続は,

クランク軸 2回転につき 1回

② ピストンの動きと弁の動きの関係をカム軸を基準にし

た弁開閉時期線図で認める。

③ 弁が最も開くのは,弁開閉時期線図の排吸工程の中央

……矛盾……オーバーラップ……

④ カム軸 1回で 4行程が完結し吸気弁カムが,排気弁に

約%回転おくれて働く。行程の順序は,吸―圧一爆一排

が逆になっても原理はおなじ。

⑤ カムが回転する
°
と従動側になるタペット,弁棒,弁へ

と運動が伝えられる。

応力と鍛造,表面硬化,弁座の角度とあたりの巾弁

棒, タペツト,ゆれうでのすきま,

<第 2段階>
この連続的な運動は, どんな経路で伝えられるのか。

(機構追求の立場)

1特定な部分を境にして運動が変化している

1運動の方向を変え,回転の速度を変える

|・ ……タイミングギア…… 1点がきまれば他もきまる

1弁開閉の時期,点火時期の決定…………エンジンの性能を

1左右する。

以 下 略

4.生 徒に近づいて因果関係から条件の決定を

生徒用こしかけの製作における, じょうぶな構造とい

う設計関係の学習でいつも反省することは,教師のこと

ば数が多く,し たがって教えてしまうことが多いという

ことである。これは警戒しなければならない こ と と思

う。

こしかけの破損の場合,ど こが一番弱いのかと言 う質

問をすると, 。座板と脚の接合部, 。ほぞぐみ, 。座板

の変形などというような答がでる。それではどうしてか

と問うと, 。すわっていてゆすぶるから, 0材料がわる

いからというような複合された答が出てくる。材料の不
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安定,工作方法,外からの力など,いろいろなことが組

み合わさってくるわけだが,その久点を補充すると言 う

ことで,人がすわって使用することによってどんな方向

図 1
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からどんな力が加わ り,その結果,材料,部品がどうなる

のかっだからどこをどのように工夫すればよいのか。そ

うすることによってどんなことが問題になるのか。すじ

かいを打てばよいのだ,それならば打ちつけてごらん,

前ページの図1の ように,な なめ方向から力(P)がか

かると,Pの力で,BDはラ|っ ばられ,Qの力で,BD
は圧縮される (3節 (リ ンク),4節 (リ ンク)を思い出

させる)っ すじかいは,外観がわるいし,材料もむだにな

る。もっとよい方法はないだろうか。座のうらに, 3角

形の組合わせができているのはなぜだろうか。

図 2
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直角 3角形を作れば,その斜辺はいつも圧縮材または

夢|っ ばり材としてはたらく。したがって,A,B,C,
Dの 直角接合部に小さな斜め材を入れて3角形を作れば

よい。

しかし,いつも斜めから力がかかるとは限らない。上

からかかったら,脚の下の方の部分はどうな るのか な

ど,いろいろな関係がからみ合う中で,木材のよさを生

かし,久点を補って行 く学習でありたい。

5。 予算を生か して

生徒数約300名 の私の学校の教育予算を調べてみたら

つぎの表のようである。

文部省の設備基準案に示されている機械は全部すでに

新 学 年 の構 想

入っており,大型で新しい。学習集団は最大43名 で8グ

ループ編成,工具,測定具はこれによって補 充 して行

く。来年度は機71tの 沢l定具,沢l定計器をそろえたい。そ

れと簡単な教具は,グループごとに製作できるようにし

たいくこの予算の行使は,技術をどう考え,どのような

実践をするのかが先にきまってからの話であるが,大変

むずかしいことである。

全教育予算を100と して,その中での各教科への割当

科 |% 金

0.64

0.018

0.018

2.390

1.168

1.628

1.240

1.266

1.738

0.007

6。 ま と め

日常だれでも考えているようなことをとりとめもなく

のべたが,ま だ大切なこととして共同製作におけるひと

りひとりの持ち場や,助け合って集団で物ごとを解決し

て行 くような人間関係も具体的な毎日の授業の中で問題

として残るだろうと思 う。

技術的能力ということを考えると,科学的な理論に裏

づけられた巧緻な行動能力,つまり動作能力の幅が広く

て目的に向って調整することが巧みな,そ してたえず洗

練の可能性をもつ,そんな生徒を育てたい。

(長野県上伊那郡長谷中学校教諭)

ときに,常に座右において,便宜に,

うに,教科別 0学年別に解説した。

額

こ  、、.口′
´

‐

1

2

3

4(技術 )

5

6(家庭 )

7

8

9(理科 )

10

29,360円

8,000

9,160

104,280-―

33,480

64,260

54,060

55,250

75,780

3,000

1備品費 66%
→1修理費 13%

1消耗費 21%

録
の

要
簿

導
信

指
通

新

・ 記 入 例 と用 語 例 0学校編>価“争屈
指導要録や通信簿をつける
しかも正確に記入できるよ

辰 見 敏 夫 編
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中学校卒業生の見た技術・家庭科教育

西

月風

西

司会 稲

雅 明 (帝 京 工 業 高 校)

雅 章 (者5立 新 宿 高 校)

み 子 (シ チズン時計第三製造課)

茂 (国 学 院 大 学)

印象に残っていること

司会 きょうここにお集りのみなさんは,中学校で3

か年間,技術・家庭科の教育を受けてこられたわけです

が,その経験から,いろいろこの教科の教育にたいして

意見や注文があるだろうと思います。先生の立場からい

えば,技術・家庭科の教育では,こ のようなねらいから,

こういう題材 (教材)を とりあげ,こ のように指導した

とか,こ の教科あるいはこの分野の学習ではこういう能

力,た とえば,切削の理論とか技術的思考力とか材料な

どについての知識・理解といったようなものを育てるこ

とがたいせつだ,と いうような意見や試案ないし実践報

告などが,これまでにも多く紹介されていますが,生徒

や卒業生の立場から,こ の教科の教育をどうみているか

といったものはあまりとりあげられてきていないように

思われます。

そこできょうは,かってみなさんがこの教科を学習し

たときのことを思いおこして,いろいろ率直な意見をき

かせてもらいたいと思います。

まず,中学時代にうけたこの教科の授業で,いちばん

印象に残っているのは,ど ういうことですか。

西村 板金でチリトリをつくったことが,いちばん印

象に残っています。たんなる教室での授業のほうはあま

り印象に残っていないんです。

仲野 ぼくもだいたい同じなんですけれども,そのほ

かに,よ く覚えているものとして,自動車の構造とラジ

オの配線などがあります。

服部 ぼくはラジオの組み立てが,ひ じょうに印象に

残っています。あれみんなで組み立て,鳴 ったときは,

やっばりうれしいですね。それからあと,モータの構造
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だとか,け い光灯の配電板だとかの実験を用いて行なっ

た授業が印象に残っています。

蓮香 ぼくはあまり技術・家庭はすきじやなかったん

ですが,印象に残っているもの

といえば,工作ですね。自分が

考案して,木材などを使ってな

にか作っていくといったふうな

もの……。

司会 つまり,板金でチリト

リをつくるとか,ラ ジオを組み

立てるとか,木材で本立てをつくるとかいった製作活動

をともなった授業や模型などの教具を使っての実験をと

もなった授業などは,印象にのこっているが,たんなる

講義式の授業というものは,ほ とんど印象に残っていな

いということがいえそうですね。

ところで,板金を材料として何かつくるばあいに,け

がきだとか,折 り曲げだとか,切断だとかいったいろい

ろなことがらを学ぶわけですが,そ ういうものの学習は

現在なんらかのかたちで役に立っていますか。

西村 そうですね。ただ覚えているというだけで,も

ういちど作れといわれても,できるかどうかゎからない

し,別にはっきり役に立っているともいえません。

服部 ぼくは模型工作がすきで,ずいぶんためになり

ました。自分でいろんなものを作った り,ラ ジオの修理

も好きだったので,学校でやった理論的なものだとか,

工作道具の使い方といったものがずいぶん役に立ちまし

アニ。

製図学習について

司会 現在技術・家庭科の学習分野としては,設計・



製図,木材加工,金属加工,機械,電気,栽培,総合実

習があるわけですが,ま ず設計・製図ではどんなことを

学習したか覚えていますか。

服部 1年生のときの製図は,ぼ く覚えがあるんだけ

れ ども,実際に製図板にケント紙をのせて,定木をあて

て線を何本も引かされました。 2年生では,ワ ーク・ブ

ックを使いました。

西村 ぼくたちは, 1年でワーク・ブック, 2年で実

際の製図をゃ りました。

司会 西村君は工業の化学科に現在いっているわけで

すが,中学時代に技術・家庭科で学んだいろいろなこと

カミらの中で,現在役に立っていると思うのは,ど ういう

ようなことですか。

_´  西村 高校にはいっても,実社会に出ても,いまのよ

うな教育ではほとんど役に立たないと思います。

蓮香 工業方面にゆく人ならいいと思うんですが,ぼ

くなんかのばあいは,ぜんぜんといっていいほど,役に

立っていません。

服部 ぼくはその逆なんです。高校へいけば,も うそ

ういうことはできなくなってしまうから,中学時代にむ

しろそういうことをやっておくことが,必要だと思うん

でも,何ていいますか,現在の技術・家庭科の

内容がぜんぜんなっていないと

い うのか,ぼ くなんかいま工高

で製図をやっていますが,中学

の時の製図とい うのはほとんど

役に立ってぃないですね。中学

時代の製図とい うのは中途半端

で終ってしまっているから,完

全な製図を描いてみろといわれて,本をひっくりかえし

てみないとかけないんです。

司会 では,製図の話をもう少しくわしくしてもらい

ましょう。まず, 1角法と3角法とありますが,君たち

のばあいどちらからはいり,ど ちらに力を入れてや りま

したか。

蓮香 3角法のほうが理解しやすいと思います。

服部 だけれどもぼくたちのときは, 1角法のほうに

力をいれてや りました。それは,おそらく1年生のとき

ず うっと1角法だったし, 3角法は 2年生になってちょ

っとやっただけです。

司会 そのばあい, 1角法から3角法へはスムーズに

:移行することができますか。

服部 最初ちょっととまどいましたね。よくゎからな

tヽ。

西村 ぼくらのばあいは, 3角法と1角法を比較しな

がらや りましたが,最後には 3角法のほうが多くなりま

した。

服部 ぼくたちもそういう意味では同じようにやった

わけですけれども,木工をやった関係だろうと思うんで

すが, 1角 法を重視してや りました。

司会 最近はあまりやらなくなったと思いますが,製

図というと,まず,鉛筆のけず り方とか線の引き方,文

字の書き方などからはいり,し かもそれにひじょうな時

間をかけた授業が多かったんですが,みなさんのばあい

はどうでしたか。

蓮香 そういうのももちろんありました。

西村 ぼくたちは図を書いて,け ず り方をならい,実

際に紙 1枚だけ線引き練習をしただけで,あ とは実際の

製図にはいりました。

司会 工業高校でやっている製図と中学でやった製図

とではだいがちがいますか。

西村 そうですね。精密になるのと,器具をいろいろ

使ってやることなどですが,いまやっている製図のほう

が書きやすいです。中学の製図は器具も少ないし,精密

なものもないということで,ど うしてもあいまいな製図

になってしまう。

司会 製図は実際ものをつくるばあいには,欠かせな

い重要な役割 りをもっていると思いますが,中学校での

製図学習はいま程度で十分か,それとももっと時間数を

ふやしてみっち りやるべきだと思いますか,そのへんど

うですか。

服部 いま程度でいいんじゃないですか。

仲野 いま程度のことをやるんだったら,ぼ くはむし

ろ減らしたほうがいいと思いますね。どっちかっていう

と,い まの製図は中途半端すぎるんだと思うんです。こ

れは製図だけじゃなくて,木工や金工その他についても

いえると思うんです。木工なんかにしても,先生から早

く早 くってせきたてられてやるわけですね。そういうこ

とだったら,む しろもっとやることを減らして少ないこ

とをみっちりやったほうがいいと思うんです。

重点的にしっか りと

司会 たしかに,こ の教科で学習する内容は,栽培 ,

設計・製図,木工,金工,機械,電気および総合実習と

いうわけで,たいへん多いと思いますが,も しこれらの

内容をもっと少なくするとしたら,ど ういう内容に重点

をおいてゃったらいいと思いますか。
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西村 実際に生活していて必要なものだけでいいと思

います。たとえば,自動車だとか,電気だとか実社会に

出て役に立つものをもっと重点的にやればよい。

服部 栽培でやる花などは重要じゃないし,それだっ

たら,自転車とか ミシンとかをもっとやって機械の構造

という面をもっとやってもらいたい。

西村 それも紙の上じやなくて,実際に物を見ながら

動きを見ながらそれをやるということが必要だと思いま

す。

蓮香 実際にやるということがたいせつだから,そ う

いう実際にやるという学習を多くしたらいいんじゃない

ですか。

司会 機械の機構なんかは,先生の説明や黒板の図く

らいでは実際にはなかなか理解しにくいものが多いと思

いますが,その面での教材・教具の使用という点では十

分ですか。

蓮香 教具なんかは少ないんじやないでしょうか。

服部 先生がつくっておられたようですが……。

西村 ぼくらはクラブなんかでっくらされたのを使っ

たわけですが,学校にあるのはほとんど中古で大部分動

かないんですね。ですからここのところは実際どう動く

のかわからないといったぐあいで役に立たないんです。

ですからもっとちゃんとしたものをそろえてもらいたい

ですね。

仲野 それから系統がたたないんですね。自動車のボ

デイの部分しかないとか,つ まり満足な形になっていな

い。車の種類がちがったりしていてそのためにどうもよ

くわからないというようなことが多い。

西村 ミシンなんですが, ミシンのほとんどが鉄のお

おいの中にはいっちやっていて,中を見ることができな

い。だから,も っと教材社で作っているような機構の動

きが全部見えるようなものが欲しいと思いますね。

服部 ぼくらはそれをちやんと使いました。

司会 それを使うと使わないとではずいぶん学習効果

にちがいがあるでしょうね。

服部 そうですね。たとえば高校入試問題なんかをみ

てやるばあいなんか,ただ教科書だけで覚えたのはすぐ

わすれてしまって,思い出せないのが,実際にみてやっ

ていると,それがすらっと頭にうかんでくるんです。印

象に残るんですね。技術・家庭科ではどうしても,実際

の物をみた り,作 った りして学ぶことがいちばんたいせ

つなんじやないですか。

司会 ただそのばあいでも,見 っばなし,や りっばな

しということでは,あ まり効果を期待することができな
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いわけで,そのあとか,前にたいがい理論的な説明が先

生によって行なわれるわけですが,みなさんのばあいは

どうでしたか。                 
・

仲野 ぼくらは,は じめ先生の説明を聞いて,それか

ら実物を見るというや りかたをしました。

西村 ぼくたちはラジオや自動車だけですね。同時に

見ながら実際にいじってみたんですけれども,あ とはほ

とんど講義が先で,あ とで実際やってみるということで

した。

機械学習について

司会 ところでね。自転車だとか ミシンは機械学習の

教材としてとりあげられているわけなんですね。だから

自転車や ミシンの分解,組立,整備などの学習は,機械

を理解するために行なわれるわけなんですが,そ ういう

学習をやってみて,機械とはこういうものなのかという

理解がもてましたか。あるいはおれはいま機械について

勉強しているんだというような気持ちをもちましたか。

服部 そういうことは感じませんでした。 ミシン,自

転車というのは生活に身近かなものでしよう。しかし,

機械というと何かぼくたちの生活から遠いもののように

感じられるから。

西村 だからたとえば,工場見学などにいって,いろ

いろの機械をみても,こ の機械のこの部分は自転車なり

ミシンなりのこの部分と同じ原理なんだなとか,同 じ働

きをしているんだなといったようなことは,説明しても

らえば別ですが,そ うじやなければわからない。

服部 ぼくはいろいろのものを買ってきちや,こ わす

のが好きなんです。時計なんか

もこわしたことがあ るんです

よ。ところがあとで組み立てら

れなくなってしまって,たいへ

ん困ったんですが,その働きか

ら考えていったんですよね。そ

れでまあまあなんとか組み立て

られたんですが,ど こか変なんですね。でも,そ ういう

ように原理から考えなおしてみると何とかわかるんです

ね。そういう意味で,応用がきくということはあると思

います。

司会 自転車だとか, ミシンは機械といってもちょっ

と特殊なものだから機械学習の教材としては適しないと

いう意見もあるんですが,みなさんはどう思いますか。

西村 自転車, ミシンというものは,家庭の備品の一

部としてあるものですから,日 あたらしい感じがしない
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し,し たがってこれが機械なんだという気になれないん

ですね。

服部 自転車や ミシンもいいですけれとも,も っと大

きい,み るからに機械だというようなものを使ったらど

うでしょう。たとえば,旋盤だとか,ボ ール盤だとかを

利用したほうがいいんじやないでしょうか。

しかし,自転車や ミシンを除外するということでなく

て,カ ムとかクランクなんかの原理を教えるのには,こ

れらはいちばんいいと思うんだけれども,機械というこ

とになると,あれは機械だという感じがしないのでまず

いと思うんです。

西村 ミシンとか自転車でストップしちゃぅんですよ

ね。それから進まないんですね。どうしてもほかの機械

との関連性がなくなってしまうんですね。

木材加工について

司会 木工ではどういうことをや りましたか。

服部 ぼくたちは木工は 2度や りました。 1年のとき

は共同製作でゴミ箱をつくらされ, 2年では自分ひとり

で考案したものを作らされました。

西村 ぼくたちは 1年のとき「本立て」つくって, 2

年のとき「いす」をつ くりました。 1年 2年 ともfrl人製

作でした。

西垣 わたしのほうは,す ごくかわいらしい小箱をつ

。くりました。みんな鉛筆けず りにした り,ゴ ミ入れにし

たりして使っていました。それと「本立て」を作 りまし

プこ。

司会 服部君や蓮呑君たちのゃった個人製作のばあい

材料などの制限はあったわけですか。

服部 そうです。どのくらいだったかは,わすれまし

たが,その制限内で自分で自由に考案したものを作った

わけです。

西村 ぼくたちのばあいは,なにしろ先生が教科書に

でてているこれを製図して,これを作れっていって,材

料を丸のこで切って渡されたので,苦労していすを作っ

た というわけです。

西垣 わたくしたちがつくったのは,さ っきもいった

ように小さな小箱なんですよね。だから釘を打つのにい

ちばん注意しました。なにしろ細いでしょう。だからへ

たするとすぐ外へ出ちやうでしょう。それを直すとこん

どは板が割れちやうでしょう。すごく釘打つのがむずか

しかった。直角だすのは割 りと簡単でした。底の寸法は

だいぶちがったようです。

金属加工について

司会 金工では何を作 りましたか。木工と比較してど

ういう点でちがいがありましたか。

蓮香 ぼくたちは板金では 1回 しかつくっていないん

ですが,こ れは個人製作で,やは り自分で考えて,自 分

のすきなものを作 りました。ぼくは鉛筆立てをつくりま

したが,木工とくらべてはるかにむずかしい と思 い ま

す。

服部 とくにはんだづけなんかがむずかしかった。ぼ

くも,木工よりはるかに板金のほうがむずかしいと思い

ます。切るっていったって紙みたいに切るわけにはいか

ないでしよう。金切 りばさみで切るんですが,な かなか

寸法をそろえて切ることができないんですね。

蓮香 それに金切 りばさみで板金を切ることが,ひ じ

ょうにむずかしい。もっとも学校にある金切 りばさみが

切れないからかもしれませんが,で も切れないと,ど う

して切れないんだろうとか,こ うしたら切れやしないか

などと考えますね。

西村 いちばん困ったのは,切 りおとしですね。線ひ

いたところがほんの少しばかり残っているとかいったば

あいそれを切りおとすのにずいぶん苦労してしまう。

西垣 わたくしたちも板金工作をや りましたが,折 り

曲げやるときに苦労するんです

ね。

職場で自動盤を扱 うにしても

なれとい うことは必要ですね。

学校で週に 1時間技術やってい

て,こ のとおりにやれなんてい

われたって,なれていないので

とてもできません。やはりなれていたほうが速いし,き

れいにできるしね,先生がいうようになんか,絶対にい

かないものね。また,寸法の単位ですが,わたしたちの

職場ではミクロンを使っているわけです。ところが学校

では精密に測定しなさいとはいってもミクロンなんて教

えてくれなかったし,職場にはいったばかりのときはミ

クロンなんてぜんぜんわかりませんでした。

司会 それから金工ではブンチンづくりなんかや りま

したか。

西村 や りました。

服部 ぼくたちは,や りませんでした。金工では板金

だけでした。

司会 そのばあい,木工との関連づけなんかはどうだ

ったんですか。



蓮香 だいいち木工と金工とでは先生がちがったし,

必ずしも木工をやってから金工へすすむという必要はな

いと思います。

服部 でもやっばり,木工のほうが,金工よりずっと

加工しやすいですから,低学年向きだと思います。

電気学習について

司会 電気はどうでしたか。

服部 電気は 1年のとき少しや りました。コー ドとか

プラグとかにっいてや りました。

司会 けい光燈なんかはや りましたか。

西村 けい光燈は同じことを,いやっていうほどやら

れたんで,い までも覚えています。とにかく教わるほう

がしつこいと思うくらいにやらないとだめですね。けい

光燈がなぜつくかが日でちやんといえないとだめだとい

うことで,あれはほんとにしつこく教えられた。

服部 .ぼ くたちのほうは,模型があって,た ぶん先生

が作ったんだろうと思いますが,それを使ってつけたり

消したりしてみました。

蓮香 でもちやんと配線なんかもできていてわかりや

すかったね。

西垣 わたしたちもけい光燈をや りました。班にひと

つずつ模型があって,ち やんとつけたり消したりして学

習しました。

司会 バイメタルの原理みたいなものはよくわかって

いるんですか。

服部 あれは現在,物理でもやったからよく覚えてい

ます。やっばり,高校と中学ではだいぶちがいますね。

中学でやるくらいの原理だったらやる前からだいたいわ

かっているものが多いんです。それをたしかめるくらい

のものでしょう。ところが高校へいくと,の び率いくつ

かというかたちでなにからなにまでいちいち計算でしょ

う。そうなるともうややっこしくてね。ところが中学の

ばあいは,ただみてこうなるからこうでこれでいいんだ

っていうような学習のしかたでしょう。そこはやっばり

ちがいます。

内燃機関の学習について

司会 内燃機関の学習はどうでしたか。

服部 ぼくは最後にカブかなんかに乗せてくれるとい

うんで,喜んでやったんですが,時間がなくなってだめ

になってしまいました。

西村 ミゼットに乗って,ぼ くが運転しました。運転

だけなんですよ。生徒では運転できたのはぼくだけだっ
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たから。

仲野 そういう意味では, ミゼットに乗って運動場を

ぐるぐる回わった りして,ずいぶんおもしろかった。

司会 どうですかね。中学時代にやったもの,木工に

しろ金工にしろ,機械・電気にしろ,ど うも何かひとつ

足りないような気がしますが。……

一同 中途半端ですね。

服部 やる領域が広すぎるということもあるでしょう

が,実験やなにかにするにしても,すべて受験とむすび

ついてしまうんですね。このあとでテストがあるんだか

ら覚えておこうといったあたまがあるもんだから,お も

しろいものも,お もしろくなくなってしまう。エンジン

なんかやれば,ずいぶんおもしろいはずなんですけれど

もね。しかし,い ちいち覚えなければならないというこ

とになったら,ひ とつもおもしろくなくなってしまう。

西村 これが試験に出るんだと思うと,も うゃんなっ

ちやう。

服部 草花なんていうのは技術なんていう気がしない

でしよう。しかも理科でも少しやっているから,そ っち

のほうにまかしておいて,草花あきらめて,そのかわ り

もっとエンジンやなにかのことをやるようにすると
い

ぐ

0と 技術らしくなるんじゃないですか。

西村 栽培なんていうのは,理科でみんなやってしま

えばいいと思います。

融西垣 とにかく技術ってね,ち ょこちょことひとつず

つほんとに短時間でやったでしよう。これが終ったらつ

ぎはまた別のことをやるというょうな時間が多かったん

ですよね。だから女子にはほんといってよくわからない

のね。わたしは女子にもある程度家庭にはいっても電気

のことなんかでも知っていなければならないと思うんで

す。そういう意味でも,女子にもしっか り時間を設けて

ちやんとやってもらいたいと思います。

男子も女子も技術と家庭を

司会 いま女子にももっとちやんとした技術教育をす

べきだというような意見がでているわけですが,現在の

教育内容は男子向きと女子向きに分かれていますね。こ

の問題どう思いますか。

仲野 共通にやるべきだと思いますが,ただ一緒だと

足でまといになるというひともあるんじやないですか。

どっちにいわせても……。

1 服部 全部について一緒にやるということはむ りだと

思いますが, 1週のうち 1時間なり2時間なりは一緒に



やる時間を設けるべきだと思います。なにしろ,一緒に

やるということが重要だと思います。

蓮香 少なくても,母親がいないときには,だれでも

その代理がつとまる程度に家事的なことを,男 子も身に

つけておくべきだと思います。

西垣 女子だって家庭的なものばか りでなく,技術的

なものも,こ れから会社にいくなりなんなりするとき必

要なのね。わたしなんか機械なんかぜんぜんやっていな

かったでしょう。だからひとりで機械の中におかれてず

いぶん困りまししたものね。そういう点で女子にも技術

的な内容の教育をもっとやるべきだと思います。わたし

と一緒にはいったひとたちも,ぜんぜん機械について知

らないので,機械がどういうしくみで動いているのかわ

からないで,品物をつくっていてもおもしろくないって

いっています。

技術科テス トについて

仲野 それから技術科の学習をやるときの生徒の人数

をもっと減らして,先生を//Fく

してもらいたいと思います。ぼ

くたちのばあいは 2ク ラスー緒

で,先生はひとりでしょう。で

すから隅のほうでいたずらやっ

ていてもわからないわ け です

よ。また自分のいまやっている

ことが正しいかどうかもわからないということがあるわ

けです。それでもっと人数が少なければ,つ くっている

過程においても先生につっこんだ質問もできるし,それ

こそはんとうに効果のある学習ができると思います。

それからもうひとつ,や っばりぼくたちの最後のねら

いというのは,テ ストに結びつくと思うんですね。その

テストをもっと改善してもらいたいと思います。たとえ

ば,先生方には採点がたいへんかもしれませんが,も っ

と漠然とした問題を出して,それに思っていることを答

えさせるとか,そ ういうふうにすれば,自然とつっこん

だ勉強をするようになるのじやないでしょうか。暗記し

ていさえすればいいというようなものでないものを考え

る必要があると思います。

西村 どうも○×だけではどうしても,暗記する問題

が多いですね。考えなくてもいいんですね。

服部 技術の問題じやなくて,暗記力の試験みたいで

すね。

仲野 技術科の試験がいちばん点数とりやすかったで

すね。

司会 いままでいろいろお話いただいたわけですが,

どうも,教える教師のねらいと,学習者である生徒の側

との間には,相当のギャップがあるように思いますが ,

それはいったいどういうところに原因があるんでしょう

か。

仲野 それはやは リテス トにあるんじゃないでしょう

か 。

西村 ぼくは受けとり方のちがいからくるんじゃない

かと思います。先生はそう教えようとする。こっちはた

だ○×式の試験のために覚えるという立場のちがいから

くるんじゃないでしょうか。つまり,先生は機械とは何

ぞやということを一生懸命教えようとする。一方はクラ

ンクはどう動くからどうなんだということしか覚えない

んですね。

仲野 先生方はそのように教えようとしても,そ うい

うふうにやっても,ど うせテス トには出ないんだから,

それたったら,テ ス トに出そうなものだけを覚えて,テ

ストによい成績をとったほうがよいということになるん

じやないですか。

西村 機械を知るためには,ただ教室の講義と図をみ

たり,自転車だとか, ミシンだとかだけでなく,も っと

実際に工場を見たり,映画なんかで見たりして実際に動

いている機械を見ることのほうが,ず うっと有意義だと

思います。

理科と技術科の関連について

司会 電気なんかのばあい,技術科でも理科でも学習

するわけだけれども,技術科でラジオをゃったことが理

科の学習に役に立ったとか,あ るいは理科で電気を学習

したことが,技術科の学習に役に立ったとかいうような

経験がありますか。

西村 技術科でラジオをやったあと,少 したってから

理科でやったんですが,技術科ではずいぶんよく説明し

てくれたんですけれども,理科のほうはただ素通 りした

だけでした。だから理科より技術科のほうが覚えやすか

った。

服部 ぼくら理科ではラジオやらなかったと思うんで

すけれども,理科というのはおもに,原理と計算でしよ

う。原理は実際にやってみることがたいせつですね。だ

から,ど っちもだいじだと思うんですね。どちらが先で

どちらがあとのほうがよいかは,学習内容の性格によっ

てもちがうので,な んともいえませんが,と にかく両方

とも残しておくことは必要だと思います。

西村 もっと時期を同じくして,片方で実際を習い
,
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もう片方で理論的なことを習えばいいなあと思います。

服部 その点でもうすこし理科と技術科との内容の関

連ということを考えるといいと思います。また,理科で

も,技術科でも両方とも原理からはいるばあいが多いん

ですが,ほんとうにむだだと思います。たとえば,真空

管についての学習などいい夕1だ と思います。

西村 だけれども,理科での学習はただ本を読んで説

明するだけなのに対して,技術科で|よ 実際のもの,ない

しは模型などの具体的な物に即しながら学習′む`行なわれ

るというちがいがあるので,い っしょでもいいと思いま

す。

司会 まだまだいろいろ言いたいことがあるかと思い

ますが,予定の時間もすぎましたので,こ のへんで終 り

たいと思います。どうもありがとうございました。

ア ル ミ合 金 の 新 技 術 開 発

一 鉄鋼につぐ金属材料―一

アルミを圧延してつくる製品は,昭和36年度で,普通

アルミ製品78%に対し, アルミ合金製品は22%であった

が,昭和39年度には64%対 36%と その開きが 漸 次縮 ま

り, この間の生産量は普通アルミ製品が27%増 であるの

に対し,合金製品は 2倍以上の生産量をしめしている。

このように圧延品の状況の変化にともなって,現在使

用量の多いアルミ合金は,ア ルミサッシなどに使われて

いる63Sゃ ,耐食性の高い02Sでぁる。

アルミニウムを合金とする目的は, どのようにして強

度を与えるかにあるといわれる。しかし,強度を与える

ことによって,あ まり堅くなり加工法が困難になれば,

アルミニウム本来の特徴である加工の容易さが失われる

といえる。また,合金にするために,あ えんや銅などを

添加すると,そのために耐食性が悪くなるという矛盾も

あらわれる。したがって, これまでの一般工業用構造材

としてのアルミ合金は,強度が多少劣っていても加工性

と耐食性がよい材料を用いていた。しかし, これまでの

材料に共通した欠陥は,溶接したばあいの溶接部分一帯

が熱によって軟化する現象がおこり, このため,溶接技

術を使って構造物を作るばあいには,軟化する強度にあ

わせて設計しなければならなかった。これらの欠陥をお

ぎない,強度もジュラルミンぐらいあるというアルミ合

金が実用段階にはいってきた。この合金は,三元合金と

いわれ, アルミニウム,マ グネシウム,あ えんを主成分

とする合金である。これを使って,プ ロパンガス容器な

どの高圧容器, LPGタ ンク,鉄道車両 (オ ールアルミ

カー),簡易組立建造物などの生産が予定されている。

このような構造材料用合金のほか,鋳造用合金も研究

がすすめられ,高けい素合金,あえん・マグネ合金,ニ
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ッケルレス合金などが開発され, これまでの合金より強

度が強いものがつくりだされていて, こんご, 自動車の

薄肉鋳造合金用や黄銅品の代替材料となるだろうといわ

れている。

アル ミ合金による家庭用 ミシンの軽量化

従来,家庭用 ミシンの頭部は,多 くは鋳鉄製であった

が,家庭用ミシンの大手各社は,頭部にアルミ合金ダイ

カス ト品を使った製品の生産に積極的にIIXり くみはじめ

た。このアル ミ合金を使 う理由は,①従来の重量の%て

いどの10 kg以下となり,持運びに便利となり,②表面

の仕あがりがきれいで塗装しやすい,③ダイカスト金型

を使 うので,金型代などのコス トはやや高くなる,④ ア

メリカやヨーロッパなどではかなり普及していて, こん

ごの輸出面を考慮する必要があるなどである。

ミシン大手各社は, アルミ合金を使った新機種をぞく

ぞくと生産販売する予定で,それらは,いずれも,フ ル

オー ト0ジ グザグミシンである。

圧 縮 木 材 の 軸 受

軸受というと,青銅やホワイトメタルなどの金属製で

なくてはならないと考えやすいが, ソビエ トのある船舶

機械工場では, クレーンの軸受を圧縮木材でつくって使

用しているという。この圧縮木材による軸受の耐摩耗性

は青銅の 2～ 3倍である。たとえば,ス パソ (支点間の

間隔)が 12mの 2ト ン・ クレーンでは,走行輪と駆動軸

のプシュ (軸穴の内面にはめこむ薄肉円筒)を ,圧縮木

材で作り,そのため,青銅70 kgの かわ りに,12 kgの圧

縮木材ですんだ。この圧縮本材の軸受は,運転成績がよ

く,ク レーンの製作原価と重量を減らし,耐用期間も青

銅より長いという (R)
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誤 り  か か

―一文部省編研究の手びきの中にある図の誤りについて一一
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保  吾  一

説明図などを正確に書くということは,何でもないこ

とのようでなかなかむずかしいことであります。教師が

黒板に説明用に書く図でも正確でないと説明に不都合を

来たすこともあります。また説明の間は適当であっても

動 く装置の説明などは,い ろいろ動いた場合まで考える

と不都合になってしまうような図を書くこと力ヽ あ りま

す。しかしそういう場合まで考えて正確に書 くことはか

なり煩わしいことであ ります。まして黒板などに,その

ときどき書く図では容易なことではありません。それだ

からとて,不正確な図を書くことは好ましくあ りませ

バ′。

不正確だということは結局誤 りだということになるよ

うに思われます。正しいことの反対が誤りだとすれば不

正あるいは不正確は誤 りということになるようですが ,

誤 りとか間違いとかいうと何か厳しい感じがして,不正

確ということとは全く同一とは思えないような気がしま

す。それでは誤 りと不正確とはどうちがうので し ょ う

か。同意義としてもニュアンスヵヽかなり違 うように感じ

られます。

技術教育1965年 12月 号に池上正道氏が「機械学習の新

しい視
`点
Jと いう論文の中で略図を描かせることの意義

を説いていられますが,略図でも実物について正しく描

くということが大切であるということがいわれます。

その中で文部省編,研究の手びき機械・電気編中の図

の誤りを指摘されています。それは女子向きの家庭機械

の部分で同手びきの p.140,図 1-7(a)大 振子の運

動 (図 1参照)であります。この図は実際のものと違っ

ていて,Aと いう固定節と小振子の中心線とのなす角θ

が鋭角になっているが,こ うなっていると揺動角の拡大

は起こらない。実際はこの角θは鋭角になる場合はない

ので図 2の ように鈍角になっていて,大振子の揺動角が

拡大されて伝えられるのであるというお話でした。
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大振子の運動

図 1 手びきの図
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図2 正確な図

びを申し上げたいと思っています。私も少し前に,こ の

ことに気付いて,今後の印刷から訂正するよう出版社に

申入れてはあります。

このように誤った図面を書いたのは,現物を見なかっ

たわけでもないのですが,確かに揺 リスライダ・ クラン

ク機構の説明に気を取られて,実際の大振子そのものに

はある制限があるということなどをあまり考えなかった
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ためで,誠に恐縮の至りと思っています。

しかし,池上氏の指摘された点には,なお少し実際に

合わない所があるように思いますので,こ の際,それを

明らかにしながら,正しい図について述べておきたいと

思います。

図 2があるミシンにっいて描いたほぼ正しい図です。

これを動かしたときの揺動範囲を示すと鎖線の範囲で,

小振子の中心線と固定節との間の角度は反転するとき鋭

角になりまして,小振子の全揺れ角が約 2120であるこ

とからも考えられます。

図 1の誤 りである主要な点は,む しろ,大振子のみぞ

の長さが不足で,あれでは小振子が右の方に十分回れな

いではずれてしまうという所にあるのです。なお正確に

は,み ぞの軸中心によった部分が長すぎて小振子がθの

かなり小さい鋭角になる内側まで動き得ることも誤りで

す。図に表わされたθの角度は約600に なって い ます

が,実際は図 2の ように最小約 74。 です。このみぞが内

側に長すぎていることは,た とえそうなっていても, ミ

シンの実際では大振子の運動が,ク ランクロッドなどか

ら制限を受けているので,余分のみぞの部分には小振子

の角ごまは動いて来ないわけです。したがってたとえみ

ぞが内側に十分長くても小振子は全回転しないようにな

っています。実際にもみぞは内側に 4.5mmほ どの余地

があります。        ‐

こんなわけで,も しもとの図を簡単に訂正 す る な ら

ば,みぞの長さをもう少し長くして軸によった方を少し

削れば, θの角度が,実際の最小よりも少し小さくなっ

てはいるが,あ るいは不正確だったくらいのことで免し

てもらえたかも知れないなど思っています。

もし揺 リスライダ・ クランク機構ということだけで,

みぞの長さを制限しなければ,小振子にあたる節は全回

転するわけで,池上氏の「創意的実践」p.184の 図 (図

3参照)も このような意味で書かれたとすれば,誤 りと

はいえないと思います。これを大振子と小振子の機構と

揺動 スライダ・クランク1畿 llll.

3

した所に誤 りがあるといえばいえるのではありますまい

か。やはりみぞが軸中心に向かってやや長すぎるかとい

うことなのであります。

こんなことを調べているうちに,物を正確に図面に書

き表わすことの重要さやむずかしさを痛感しました。説

明している部分についてだけ適当に表わしても,全体的

に合理的に表わしておかないとおかしなことになること

があります。

なお 2-3の例を挙げてみましょう。

私が, 2-3の機会に話したり書いた りしたことです

が, リンク装置,た とえばてこ クラ ンク機構を書 くの

に,長 さをよほど注意して書かないと,ク ランクのっも

りがてこになったり,て このつもりが全回転した りして

しまうことがあります。

つぎの図 (図 4)を ,て こクランク機構と思って書い

図4 4節回転機構の 1例

たとします。これは実際にリンクが動いた位置を書いて

みれば分か りますように (寸法を測って,長 さの関係か

ら,計算上からも分か りますが)Aも Cも てこで両てこ

機構になっています。

いま,こ れをB=38mm,A=16mmに すると,Aは
クランク,0はてこになって目的を達することができま

す。黒板に書くときなど,こ れくらいの寸法の違いを,

いちいち考えて書くことはかなりわずらわしいことです

が,こ れをもとにして動いた所を各リンクを寸法通 りの

長さで書こうとすると不都合が起こります。この場合や

はり不正確だったで片付けられましょうか,やはり間違

いというべきでしょうか。

またよくエンジンのシリンダとピストン連接棒などの

機構の説明図を書くとき,図 5の ように書いた としま

す。もしシリンダの部を一方の面の開放されたみぞとし

て,往復スライダ・クランク機構の説明図とすれば,こ

れでも差支えないわけですが,こ れがエンジンとしての図

「創意的実I支 」
P184の 図
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図5 ピストン,ク ランク機

構の略図

設計図のような場

合とすれば,一見

差支えないようで

も,連接棒の最大

の振れの場合を書

いてみればシリン

ダに突き当って,

正に動けないエン

ジンになります。

また,つ ぎのよ

うな注意を受けた

こともあ ります。

図 6の ような図

は誤っているとい

うのです。 (a)

図は中心線の交′点

(b)ビス トン,:土オ女1恭

機構の説明図

図    6

れたこともあります。

これらは,なるほど間違いに違いありませんが,中に

は不正確だったくらいのことですまされるものもありは

しませんでしょうか。

が点の部で交っている。 (b)図 についてはシリンダピ

ス トンの ような一端開放された筒形のものの説明図に   頭の中だけで抽象的に考えて図を書くと,思いがけな

は,正 しい投影図よりも,下方の線を省いた方が初心者  い間違いをすることがありますので,実物のあるものな

に分か りよいかと思って書いたら,誤っていると指摘さ  どは実物をよく見て,実際の通 りに書くことによって間

れたのであります。                  違いをなくすことができ,ま た事柄をよく理解すること

またJISマークを書いたとき, Sの 下方の丸味部分  もできるでしょう。説明図を書くとき,ま た生徒の学習

の向きが少し傾きすぎていたので,間違っているといわ  のときにもこのような考慮をすることは大切なことだと

いえましょう。 (東海大学教授)

シ リコン トランジスタの普及

一一グルマニウムトランジスタにかわって一一

核術畑

数年前から, シリコントランジスタを使う産業機器な

どが多くなってきていたが,最近ではトランジスタテレ

ビなどにも使われはじめてきた。しかし,シ リコントラ

ンジスタの普及は,ア メリカにくらべるとお くれてい

て,現在,がルマニウムトランジスタとシリコントラン

ジスタの使用比率は, まだ,80対 20ていどであるが, こ

んごの方向は,シ リコントランジスタが,全面的にゲル

マニウムトランジスタに取ってかわる形勢に あ る とい

う。

シリコントランジスタをゲルマニウムトランジスタと

くらべてみると,①温度に強い ②高周波が出しやすい

③大きな出力がとれる ④回路設計がしやすい ⑤耐機

械性にすぐれている ⑥価格ではシリコンの方が高 い

が,量産化すればもっと安くなる (こ んご国内国外の需

要がふえれば量産化できる)。

アメリカでは,数年前からゲルマニウムトランジスタ

にかわって,シ リコントランジスタが急速に普及し,軍

事用機器・産業用機器にはすべてシリコントランジスタ

を使用しているといわれる。また,民需用機器にもかな

り使われていて,1967年型自動車からゲルマニウムトラ

ンジスタにかわって, シリコントランジスタを採用する

ともいわれている。

こうしたことがアメリカにおこっている理由は,ゲ ル

マニウムトランジスタよリシリコントランジスタの方が

性能的にすぐれていることによるが,ま たゲルマニウム

トランジスタは日本からの安値攻勢によって,ア メリカ

の半導体メーカの 3大独占企業 (テ キサス, フエアチヤ

イルド,モ トロラ)がシリコントランジスタを作ってい

るからでもある。          ・

日本でも, こんごのシリコントランジスタの需要増を

見こして, 日本電気, 日立製作,東芝,富士通などの大

手メーカが,増産計画を打ちだしている。 (A)

L
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「家 庭」領

家庭科の中での位置づけ

小学校の家庭科では「被服」「食物J「すまい」「家

庭」の 4領域があるが,その中で一番敬遠されているの

が「家庭」領域の指導ではないかと思 う。これは児童の

家庭の中にまでも立ち入らなければ徹底した指導をする

ことができず,一応かんたんに扱 うという指導のみに終

っていたのではないかと思われる。しかし,教科書の内

容が少ないからといって決しておざなりにされるべきで

なく,「家庭」領域の指導がなければ,他の領域の指導

も無意味だと思 う。つまり,家庭領域の指導は他の領域

の基盤であり,こ の指導を効果的に,しかも少しでも児

童の家庭に対する考えを深めるために,その指導はどう

あるべきかを研究することは意義あることだと思う。

とくに現在は家庭が移 り変わりつつあり (大家族より

核家族へ), 家庭での権威の失墜による家庭生活の危機

がさけばれている。つまり朝日新聞の世論調査に見る青

少年非行増加の責任は,家庭にあるとしている者が46%

もある。このことからも,新 しい家庭生活の確立は大切

なことであって,こ の実態を見つめる必要さを痛 感 じ

た。この過渡期にある家庭の生活をしっか りとらえ,指

導していくことが大切である。

わたしの学校地域の実態をみると,市街地域では,共

稼ぎ家庭が増加し,農村・漁村地域では,出稼ぎ家庭が

大半である。金を与えられて留守番をさせられ,あ るい

は家に帰ってもだれも迎えて くれない児童達に,し っか

りとした生活のリズムを植えつけ ることは大切なことで

はないかと思 う。児童も,と もに家庭生活を行ってい く

上での 1員 として自覚させ,積極的に参加 し,家族全員

の生活向上を目指さなければならない。主体性を持つ人

間 (消費ブームに溺れない)を育てることは,今 日の社

会を生きぬ く人間づ くりにも通ずることだといえよう。
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実 践 例

(1)生 活のリズムを作 りあげて行 くために生活実行表の作

成をする。

①実行表づくりのねらうものは,毎 日の生活を主体的

に生きて行こうとする態度を育てることであり,自分の

生活の反省材料とし,向上せんとする態度を養いたい。

また,家庭内での仕事を積極的に分担し,責任を果たそ

うとする態度を養 う。そこで児童達の考え方にある「 お

手伝い」はなくさなくてはならないと思 う。

②方法として,各班で糸区続しやすいものをくふうさせ

る。条件として次の 5点をあげた。

(ω l週間が 1目 で見られるもの一一反省をする場合に 1

週間単位の方が好都合である。

lbに みいっていない一―だれが見てもわか りやすい。

C)記入が簡単である一―継続するために必要だと思 う。

(0自 分の反省や計画が書けるように。

C)家族の意見もあると良い。

0)と 0)は向上性のため必要である。

つぎにその形式のいくつかの例をあげよう。

夕11

自己主張を取 り入れている点でおもしろいと思う。継

続性をねらわずに,家庭内での問題の解決:こ役だてよう

としている。久点としては,継続性がなく,生活向上の

反省材料となりにくい。

お
か
あ
さ
ん
か
ら

わ
た
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に
も
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小 学 校 家 庭 科
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日

守
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校

12 1  2  3 45678910

1週間の反省がしに くいし, 1行 日記としても,毎 日

の記入はめんどうであ り,継続性の上で難′点がある。そ

のことは,ま た,家族も見ることができないので共通の

場 とな りえない。

例 3

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1週間の自分の反省   1家 の人から

確立させるならば,思いつきでの手伝いにか りたてられ´

たり,テ レビをいつまでもボンや り見ていることがなく

なり,同 時に遊びにも積極的にとりくむことができ,ま

た自主的な家事労働への,と りくみでもできるのではな

いだろうか。

③家族の意見

(a15年 生になって家庭科が始まり,な ぜ男子に必要なの

かと不思議に思っていたが,こ のごろの姿を見ると,

何か,手伝いをしてくれるだけでなく,母親の姿を見

つめようとし,あたたか く理解してくれるようとする

態度が見られ,と ても嬉しく思っています。

他)「勉強は」といわなくても,勉強を自分のものにして

きた。

(0家の仕事に積極さがでてきた。

(d)自 分のものになるまで,ぜひ続けて欲しい。

(e)だ らだらした時間がなくなったのに感心。

教育の効果は直ちに目に見えるものではなく,児童を

見つめた上で,気長に,ね ばり強 く実践を積み上げねば

ならない。

9)家族との話し合い

家庭の生活の中では種々の問題があり,こ れらの問題

が総て家庭内で解決されてしまっているとはいえない。

すなわち,こ ごとの形でごまかされた り,声 とならず ,

皆の問題としてとりあげられず,不満として残る場合も

考えられる。これらの小さい問題を解決するためには,

家族間での話し合いが大切である。そのためには,家庭

をしっかり見つめさせることが大切であり,そ こから間

題の発見があり,話 し合い,解決していこうとする態度

も育つのだと思 う
=

①家庭を見つめる

T子

私の考えでは,私の家庭はあまり良い家庭とはいえな

いでしよう。それは家族の話し合いの時間がないことで

す。だからテレビのことで問題がおこります。おとうさ

んは野球や歌を見たが ります。わたしたちはマンガやホ

ームドラマをこのみます。ここで,けんかがはじまるの

です。いろいろ日げんかした末,結局はおとうさんが勝

ち,わたしたちはおもしろくないので,ねるとい つたぐ

あいです。

※話し合うことによって解決できることが児童にもわか

っている。

A子

私の家族は,母をのぞく4人です。母の死からわたし

の家ではだんだんと苦しい生活になってきました。しか

玄川饗1  学
67891011
1行 日記

い
ん

す
み

勉
強

夕
食

勉
強

休
み

月

火

水

木

金

上

）

とこしきが守れない

帰りが遅 くなるので家の

仕事も守れなかった。

勉強室の掃除など責任をも

ってやってくれ感謝してい

ます。

1週間の自分の生活が 1日 で見られるし,条件にあっ

たものといえる.

自分の生活のリズム作 りに適当な方法といえる

児童は色わけによって,自 分の生活の反省がす ぐでき

るようにくふうしている。この継続が,家庭改造に連な

るといった大きな望みは持てないと思 うが,家族が見る

ことにより,各 自の家庭に合うリズム作 りに役立つので

はないかと思 う。子どもの姿を見るとき,家庭に帰れば

「勉強勉強」と追いまくられ,あ るいは塾通いでしばら

れ,おまけに遊びの場所すら,せばめられている。した

がって子どもたちは,学校からなるべ く遅 く帰ろうとし

て,下校の合図をしても,なかなか遊びをやめようとし

ない。このような子どもたちに家庭内での生活の日課を

|||  ″
1自
由家の引″

|〃 レいみん
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し「 4人で力を合わせて行けば,き っと楽になるときが

くるのだ」ということばを,いつも互に心にいいきかせ

ながら,がんばっています。だから「今ごろは,も う友

達は勉強がすんでいるかも知れないな」などと思いなが

ら,すいじをするのもあまり気のすすまない私だったの

ですが今はもうそんなことを思ったことはありません。

また,それに対して父もわたしたちのことはよくわかっ

てくれます。

② 話し合う

(a家族会議

話し合いになれないこと,改たまって話し合うこと

の困難さのためか,なかなか うまくできなかった。

それでも家庭の問題について話し合おうとする空気

はうまれてきた。

(b)大切な問題を書いて見る

日でいうのに対して,他の人の意見がわ りあい冷静

に聞け,同時に判断することができるので,効果が

あったと思う。

(0話 し合い黒板を作った。

黒板が家族の共通の広場となり,いろいろな問題が

だされ,互の立場を理解でまるようになった。

(0困 ったことを何でも書いて,夕食の時に読むように

した。

〔例〕

K子より

私の家は水道がないので井戸水を使っています。でも

井戸水をくむのは,いつもわたしです。それは,おかあ

さんがおつとめ,おねえさんは学校でクラブがあるので

遅いからです。わたしだって宿題があるので困ります。

母より

家が高い所にあり,水が井戸なので帰 りの早い者が水

をくむことにしてありますので,多分宿題等あって気に

なるのだと思いますが,決して無理にせねばというので

はありません。でも母のため,家のために大事な仕事を

しているということを,む しろl‐■こりにしてもらいたい

と思います。

※話し合いの結果は,いやいやしていた家の仕事を,自

分の仕事として受けとめることができた。

S子より

友達と遊んでいたら,おかあさんからひどくおこられ

ました。友達の前でおこられるのが一番きらいです。友

達の前では,や さしいおかあさんであってもらいたいの

です。わたしがへやをかたづけていなかったのは悪いと
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思います。でも友達の前では,しからないではしいので

す。しかるなら友達が帰ってからにして下さい。

母より

考えて見ると,あの時は夕方で,仕事から帰って見れ

ば,家の中がとりちらかしているので,つい大きな声を

出しました。わたしが短気な方で,よ く叱ることがあり

ます。叱った後,も ののいい方に注意しなければと思 う

ことが多くあります。子どもが,こ んなに成長している

ことを喜び,こ とば使いに反省すべきだと思います。

※少しのことではあるが,わだかまりを残さない上から

も,やはり話し合っておくことが大切だと思 う。悪い

と思った時に,悪かったと認めることは決して権威の

失墜ではなく,かえって尊敬の念を起こさせる結果と

なると思 う。

③ 感謝しあう

家庭内の仕事は無数にあり,しかもその仕事は家族内

が生活して行 く上において欠かせないものである。自分

の仕事は自分でしたら,と よく聞くがそれでは家庭が成

立していかないと思われるし,ま た,こ れは,だれの仕

事だと位置づけることも困難であり相互にサービス (無

料の)し あって家庭の仕事がスムースに運べているわけ

である。家庭が社会道徳の出発点であるならば,当然 ,

仕事に対して「ありがとう」のことばが必要ではないだ

ろうか。そこで家庭科の授業の時に「ありがとう」「 お

いしかった」の2つだけでも,できるだけいって見よう

ということになった。そうしたことばをいってみての児

童の感想の例をつぎにあげる。

。おいしくても,いつもだまっているわたしですから,

少しはずかしかったが,い ったあとは気もちがよかっ

た。

。母の顔が少し赤 くなって,「本当かい」といってよろ

こんだ。たったこれだけのことが家庭を明るくするの

かと思った。

。おかずがおいしいねといったらとくいそうな顔をして

喜こんでくれたので,今からもおいしいときには,い

おうと思います。いわなければつくったかいがないと

思 う。

。にこにこして,「まだのこっているからついであげよ

う」といった。

家庭内での家族の関係は,あまりにも親しすぎるため

に,かえって相手の気持ちを察することが困難となり,

考えのくいちがいが起っている場合が多い。親孝行を百

回となえるよりも,身近な家族の問題,家庭を見つめさ

せることに重
`点
が置かれるべきだと思 う。
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さ い ご に

小学校の家庭科が他教科に対して,お くれをとる原因

は, 1年から実施できない点にあると思う。 1年生は 1

年生なりに家庭生活に参加しているし4年生であれば,

充分家庭の仕事を分担しているのに,なぜその現実を無

視するのであろうか。5, 6年だけに実施するところに

昔の家事さいほう科の考えから脱皮しきっていないと思

う。内容面でいうならば, 1年生からの道徳を (文部省

資料集)見れば,家庭の領域で扱 う方がはるかに効果的

であり,しかも体系的にすっきりするものであることに

気づくと思う。

また, 4年の理科では食領域で当然扱 う内容がでてい

ることからも, 1年から家庭科を実施することは,道徳

を 1年から実施すること以上に,無理のないことだと思

う。 (大分県杵築市杵築小学校教諭)

③ボタンやスナップのつけ方 (玉むすびと玉どめ)

④もめんの下着の洗たく―一 a洗たく用具と洗剤,b

洗たく場の高さ, C洗たく液の作 り方,d洗剤と水,洗

たく物の分量, eほ し方とはし場所, f洗たく物の仕あ

げ (しわのしとたたみ方)

⑤はころびのつ くい方―一 a本返しぬい,b半返しぬ

い, cま つ りぬい

⑥台ふき作 リーー aなみぬい (へらの使い方とまち針

のうち方)b重ねつぎ

⑦ ミシンーー aふみ方,b直線ぬい, Cぞ うきん作 り

③ふくろ作 リーー aふ くろぬい,b三折ぬい, C寸法

のとり方 (ゆ るみの指導)d耳と裁ち目, e簡単なしし

ゆう

υ)6年生の教材

①夏の衣服の着方一一季節に応じた選び方と着方

②冬着のしまい方

④衣類のたたみ方

③衣服しまいの容器

⑤害虫の種類と虫害の時期

⑥市販の防虫剤の種類と効能

⑦つくろい方一一 aさ しつぎ,bし きしつぎ, Cあな

つぎ,dかぎざき

③洗たく一一 a布地に応じた洗い方 (も めん・毛・ ナ

イロン),b布地に応じたしぼり方

1 家庭科の目標

私はつぎに述べる目標を達成することができるように

なる基礎的な技能と基礎的な知識理解と実践力を家庭科

の学力と考える。

lJ 家庭生活における「基本的な生活活動」の経験を通

して家庭生活のあり方について理解を深め,「基礎的

な技術」を習得し,家庭生活に役立つ実践的な能力を

養 う。

|レ)家庭生活を合理的,能率的に運営する能度,習 1買を

養い, くふう創造の初歩的能力を養 う。

0)家庭生活を充実,向上させようとする意欲を養 う。

に)勤労と責任を重んじ,両性が強調して,課題を解決

にあたる態度を養 う。

家庭生活を基盤に,人間関係と愛情の面を考慮し小・

中・高の一貫した家庭科教育のもとに, 目的達成される

ものであると思 う。

上記の考えをもとに小学校 5年生 6年生の各教材を通

した実践を述べてみたいと思 う。

2 被服領域の内容

(1)5年生の教材

①衣服の着方    ②日常着のあとしまつ
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⑨のりつけ一一のりつけの種類とその特徴        ②ごはんとみそ汁の作 り方一一 a用具と燃料,b米の

⑩せんたくの手順一一 a用具,b洗い物, C洗剤の入  洗い方, C水にひたす時間,d火かげん, eむ しかた,

れ方 (適量),dの りの入れ方 (適量)          fも り方,gみそ汁のみの洗い方と切 り方,h材料を入

①アイロンーー a種類,bア イロンの温度と布地, C  れる順序, i計量 (米・みそ・みそ汁のみ)

アイロン台の高さと必要な用具,dかけ方としまい方    ③調理と台所との関係についての知識一一使いよい台

⑫しみぬき一一 aど ろ,bく だものの汁, Cえ の具,  所 (用具の整理・空気の入れかえ・明るさ・調理台の高

dえ りのあか (ペ ンジンの使い方),eク レオン, fペ ン  さ・流しの高さと深さ・ こんろの高さ)

キ,gすみ,h血液                  ④調理の目的一一 a外観と味わいの変化,b調理と消

⑬まくらカバーなどの製作一一 aミ シンぬい (針 目の  化時間, C調理と栄養

調節,糸調子のあわせ方,直線ぬいと糸のとめ方,あ と   ⑤こふきいもと目だま焼の作 り方一一 aじ ゃがいもと

しまつ),bミ シンの故障 (原因を見わける力,そ の直し  たまごの栄養,bいもの大きさ, Cい もの皮のむき方 ,

方),Cカ バー類 (被カバー・洋服カバー)の製作一一④  dい ものにえる時間, eこ のふかせ方, f目 だま焼の作     υ

材料と型紙のきめ方,○予定のたて方,④布をたつ,○   り方 (火かげん・たまごを落すかげん・水の入れ方),

じるしつけ,① 2度ぬい,Oしつけの方法,①簡単なか  gフ ライパンの扱い方,h盛 りつけと配ぜん

ざりつけ                        ⑥食品の買い方―一 a選び方 (時期・食品の新鮮度―   一 '

⑭あたたかい着方―― a衣服の材料・形・色, b重ね  例 :た まご・ほうれん草・ さんま),b買 い方 (ね だんの

かた, C気温に応ずる被服の調節のしかた        ちがいが起る理由,信用のある店 )

⑮活動に便利な衣服の知識一一 aそ ぅじのときの身じ   ⑦調理のための身じたく  ③おやつの必要性の知識

たく,b調理のときの身じたく              ⑨おやつの選び方一一 a栄養,b衛生面

⑬調和のとれた着方一―実用的で清潔な物の選び方    ⑩サンドイッチ作 リーー aパ ンの選び方,bハムの選

⑫衣服計画一一 a衣服を長もちさせる方法,b必要数  び方, C野菜の切り方と味つけ, dあ じつけの時期, e

C選び方                       バタ~のぬ り方, fノ ム`・野菜のはさみ方とおき方, g

⑬花びんしきやのれんの製作一一 aっ くり方,b布地  盛 りつけ

の選び方,C採寸,d仕上げ              4 住居の領域

3 食物領域                 (1)5年 生の教材                   ・

(1)5年生の教材                   ①そうじのしかた   ②そうじ用具の修理と作 り方

①ぜんだて    ②あとかたづけ          (は たき・ほうき・ちりとり)

③食品の栄養と人体の知識一―基本栄養・含有食品   (2)6年 生の教材

④野菜サラダ作 リーー a野菜の新鮮度の見わけ方,b   ①家族の健康と生活の能率

必要な材料, C調味量の分量,d野菜の切り方 (せ んぎ   ②すまいのはたらき一一住みやすいすまい

り)eド レッシングソースの作 り方, fマ ヨネーズの使   ③清潔な住い方一―春秋の大そうじ (大 そうじのしか

い方, g盛 りつけ                   た,消毒と殺虫 0防虫剤の使い方)             _.
⑤たまごとほうれん草の調理一一 aた まごの新鮮度の   ④すずしいすまい一一通風とひさし (ひ よけ)

見わけ方,bた まごの栄養, Cた まごのゆで方,dほ う   ⑤災害防止一一 a消火せん,b人気取締 り, C階段

れん草の栄養, eほ ぅれん童の洗い方, fほ うれん草の   ⑥あたたかいすまい一― aく らしによい温度と湿度,     '
油いため方,g感 りつけとはいぜん           b日 光の利用, C暖房のしかた (用具とその長所短所)

9)6年生の教材                   d保 温のくふう (す きま・カーテン)

①栄養的な食物のとり方―一 aこ んだて作 り (条 件・   ⑦採光のしかた一一照明と照明器具の扱い方

栄養と価格・食物の新鮮度・ 1日 の必要量) b米の栄   ③へやの美化―一 aかべかけ作 り,b花びんしき作 り

養, Cみその栄養                            (島 根県浜田市立細谷小学校教諭)
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習 教 の 製 作
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まえがき

地域の研究会で, 日ごろからとくに指導の困難
`点

とな

っている電気学習について,日黒 8中の小池先生を指導

者として,次のような “電気学習教具"を製作 しま し

た。非常に興味がふかく,応用範囲も広い教具で,早速

その翌日から活用しました.

電気学習教具の製作

1 本教具の機能

(1)自 動温度調節装置のしくみの理解

9)許容電流オーバーによる発熱実験

(3)漏電と火災の発生の実験

に)シ ョー ト実験およびショー トによるヒューズ溶断

実験

2 本教具の製作の材料一覧

普通一般の 1日 のもの

'1, Yt
(ス イッチ)

開  閉  器
V15A(2極 みぞふた型)

41キ ー ソ ケ ッ  ト

5電 球
|

71さ し 込 み プ ラ グ

815 A糸 ヒ ュ ー ズ

1鉄材で右図寸法位のもの

10本
1昔

11木 上記 3の 固定可能な太さ長 さ
をもったもの

121① ビ ス ② ナ ッ ト 各 6コ 3mmも の,長 さl Cm位

,ulL /v t, Le , tfr. 1枚

1枚

1枚

厚 さ 0.5mm位,長 さ 15cm
2 Cm

14 1 ト 幅 2 Cm,長 さ Cm,厚 さは
0.3mm前後で可

15 厚 さ2 Cm,長 さ Cm(位 )

crn

161①はんだ ②ペースト 各少量

○金物屋か,模型材料屋にある

○ち りとり作 り用のものを教材屋か
ら買って切るも可

○屋内配線工事屋さんが使 う安全器

取 り付け用の板を買 うのも可

寸法は左記と多少かわっても可

:-l :
roln

具型   金

2本ね

〔用具類〕

①はんだごて

⑤ラジオペンチ

② ドライバ

⑥ 3つ 目ぎり

③金切りばさみ

⑦金工やすり

普通一般のもの

④ ドリル (φ 3mm)
(以上 )
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3 教具の平面図

①さし込みプラグ   ②ターミナル

③刃形スイッチ    ④ビニールコード

⑤コンセント     ⑥夕_ミ ナル
(詑奮冒塑歎異ば涌)

⑦バイメ・タル固定金具 ③キーソケット

⑨キーソケツト固定金具 ⑩100ヽV電球
⑪バイメタル     ⑫接′点 (3mmビ ス)

⑬接点固定金具

③印……木ねじ

4 部分詳細図

(1)バ イメタル

⊥ヒ==型三==刊喜

T

b キーソヶットの固定バンドは,図

のように3φ キリ穴をあける。

侶)接′点部

接点部のビス・ナットは,さ びがで

きやすいので,銅製のものを用いる。

メタル

この部分は⑬のL金具を平面図の電球側にもってきて,

いわゆる接
`点
部を電球側に作 り,最初に接点を接触させ

ておき,加熱によってバイメタルが彎曲して接点が離れ

るように製作してもよいが,そ の場合は,ラ グに取 りつ

けるコー ドが電球の下をくぐるようになり,電球によっ

て相当に加熱するから,配慮する。

ラグとコー ドのはんだづけをする。

に)⑦部  /ラ ク

①

卜で とめ る

(A)折 りЪげ

(A)(B)接合後
3φ 穴あけ(3キ リ)

ABの板を塩化あえん溶斉1を用いてはんだづけす る

(ペース トでもよい
)。

け)キーソヶットの固定

接点部(⑫ )

卜で
 皇言懲β撃

の曲げかげ

んで調整す

る (組みた

て後)

接点部がうまく接触しないときには,(2つの木ねじ

をきつくしめた場合,接触のさせ方が順調に行えないよ

うなことがおうおうにしておこり易い),Bの 木ねじだけ

をきつ くしめ,Aは とりつけずにおくか,ま たはゆるく

しめておくようにして操作加減すると,接点のしんは出

やすい。

5 製作後と使用してみての感想

(1)と りつける板は幾分大きいめにしたほうが,見た

目にもあかぬけしてみえるし,せせこましさを感じさ

せず,製作にあたっての作業も楽にできやすい。

(2)刃形スイッチも,カ ットアウトスイッチと同様 ,

屋内配線用の16mm単線等の取 りつけには便利にでき

ているが, コー ドを取 りつけるには,ね じをしっか り

しめてもなかなか固定がむずかしい。とめる部分のコ

璽甕爾
==〕

ゴグ纂く∋I189[[】 :ふ :[11

Ａ

板

板

タ

ち

　

／
／

一

」
／
／
／

，
ｖ
由
襲
て
ヽ

、１

(B) ~~3mmヒ
ス・ナ ン

バイメタル固定

旱

ノト固定バンド

ン布反(中日20mm)

長 さ=(ソ ヶットのyI・ 円寸法‐20)

タ

Ĺ金具

木ねじ

3mmビ ス・ナ ットで固定

a lL金具の上部を点線部分から金切りのこぎりで切 り

おとす。この寸法 (切 りおとす)はその上につく電球の

ソケットのほぼ半径分位でよいが,平面図の⑦バイメタ

ル固定のIL金具,および③の接点固定金具との関係をた

しかめながら切 りすぎないようにする。

5θ

3mm―

できる。

_″
ツケ

穴あ :す

テグ
~フ

コー ドハンタつけ

⑫  /①   

“

:
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(3)平型 ビユールコー ドを利用したが,その必要の部

分だけを図(平面図)の ように切 りさくようにすると,

:配線をきれいに仕上げることができる。短いくぎなど

を使 ってコー ドの要所要所を固定してISく とよい。

に)電源につなぎ,電球の熱により,接点の接触にと

もない, 100Wの電球が間けつ点滅するので非常にま

ぶしく感ずる。そこで電球の最もま

ぶしい部分の上部に,電球に接触し

ないように左図のようなブリキ板な

どで覆いとして固定させればよい。

G lにあげた機能のテス ト例

(1)自 動温度調節装置のしくみの理解

①のさし込みプラグをさしてみて③の刃形スイッチ

および③のキースイッチを入れる。最初は電球があつ

くなるまで幾分時間がかかるが,い ったんあたたまる

と問けつ点滅がくりかえされる。

(2)許容電流オーバーによる発熱実験

④⑤⑥の回路による。⑤のコンセントにマルチタッ

プ を さ し込み, ヒュニズの定格電流以上の電気器具

(電気がま,ア イロン, トースタ)類を同時に使用す

る。この場合⑥のターミナル左側面のコー ドは心線を

1～ 2本残してほとんどぬき取っておけば, ヒューズ

よりも早 く許容電流オ、―バーによる発熱実験を体得で

きる。

※ 許容電流,定格電流の学習に,ま た,た こあし配

線はどのようなときに可能で, どのようなときに危

険となるかを考えさせるのによいと思われる。

(3)漏電と火災の発生の実験

他に用意したさし込みプラグ (コ ー ドを接続したも

の)を⑤のコンセントにさしこみ,その一方をショー

トさせることができるようにしておき,両端をけずっ

た鉛筆の一方にコー ドの心線Aを接続しておき,Bの

心線を,も う一方の側の鉛筆の心にちょっちょっと接

触させる。

※ 最初から鉛筆の両端にコー ドの心線ABを巻いて

おくようなことをすると,過大電流が流れて危険。

何回かこの裸線を接触漏電させると,鉛筆の木部が

もえはじめる。

に)シ ョー ト実験およびショー トによるヒューズ溶断

実験

前記(3)の コー ド,プ ラグ,コ ンセントを使い,(鉛
筆は使用せず)コ ー 出さ線のA,B部をショー トさせ

る。この場合,刃形スイッチ内のヒューズは細めのも

のを使用しておくのが安全である。

7 その他

(1)⑤のに)部 の付記になるが,バイメタルの彎曲によ

る電球の′点滅は,熱源を電球とせず,電球は
`点
滅をみ

るだけの小さいものを使用し,(ま ぶしさがなく。なる)

熱源としては,はんだごて (台 を作って)を置 くよう

な装置にするのも一方法であろう。

む す び

何にしても,知 らない,分 らないといって いた の で

は,いつになっても分らないのだということを,電気学

習の指導にあたって今さらながら痛感した。さらに技術

・家庭科指導の女子教師が,調理,被服だけでその域を

出ようとしないことがあるとすれば,自分自身にとって

も,生徒達にとってもやがてマイナスになる面が多々生

ずるであろうことが感じられる。ある程度の間口をもつ

こと,今 日よりは明日,明 日よりは明後日へと,小 さい

ことながら新知識を探究し習得していかなくてはならな

い。そうしたことをなにかとかこつのでなく,む しろよ

ろこびとし,生甲斐としたいものと思 う。

(東京都武蔵野第 5中学校教諭)

中 学 校 卒 業 者 の 実 態

文部省が 1月 17日 に中央教育審議会に提出した資料に

よると,中学校卒業者の実態はつぎのようである。

昭和37,38,39年の3カ 年に公立中学校を卒業した15

～17歳の青少年約 659万人のうち全日常1高校,高専に在

学していない者は 261万人,約40%で ,そのほ とん ど

(92%)は 勤労者である (注 =国公私立中学校卒業者の

約99%は全日制高校,高専に進学している)。

後期中等教育該当年齢層のうち高専,高校,青年学級

各種学校等の教育訓練機関の在籍経験者 (現に在籍する

者を含む)は約 522万人で, 全体の79.3%に該当する

が,全 日制高校,高専の在籍 (経験)者が60.5%で 圧倒

的に多く,ついで各種学校 7.0%,定時制高校 6.2%と

なっている。いずれの教育訓練機関にも在籍経験のない

者は,約 133万人,20.1%であるしまた在籍経験はある

が,現在在籍していない者は約30万人で全体の4.5%で

ある。

ヒ



け い 光 燈 学

一 部品の働きの破壊実験と回路指導―

1  1ま じめに

けい光燈の学習では単なる照明や,組み立てができる

だけでなく,_生、_1光燈の各部品の働き,構造に2ぃての

矢l識響好,それらを基礎とした,組み立了寒胃を行い,

基嘩的技術を養わなくてはならないと考える。

電気学習においては, ともすれば抽象的な学習におち

いりやすいので,技術と理論の結合の必要が痛 感 され

る。機械学習では,機構,材料,各要素の関係が,視党

的に把握でき,理論との結びつきが理解しやすいのであ

るが,電気学習では機械学習に見られない困難 点が 多

い。そこで,電気学習における基礎的技術を習得させる

ためには,実物の中に活用されている原理や法則性を現

象を通して把握させ,理解させなくてはならない。

以下に述べる指導の方法は, 1昨年度のけい光燈学習

で組み立て実習のときに生徒が早く結果を見たいと正し

い点検をせず誤配線のまま電源を供給したので,けい光

燈管のフィラメントの一方が切れてしまい,かわりの部

品が用意してなかったので,何とか点燈させようと,生

徒とともに考え,再生させ,生徒と共に喜び合った経験

から,指導の一方法として取 り入れることを考え,そ の

時から行っている方法である。

2 指導のねらい

部品の働きを,と らえにくい電気 (計測により抽象的

にはとらえることができるが)を ,破壊的な方法で理論

と結びつけて理解させるとともに,さ らに破損した部品

を再生することによって,電気の回路に対する知識・理

解をさせ,電気の本質をしっかりつかませ,原理や法則

性を比較関係的につかませる。そして,実践的能力や,

創造的思考力を高め,基礎的技術を養おうとするもので

ある。

本誌では, これまでけい光燈の学習指導法については
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多く取 り上げられているので, ここでは,今までに示さ

れていない,私の指導法としてとって来たものだけをと

りあげることにする。

おもな部品の働きの中から,安定器の働き,その他の

部品との回路指導,けい光燈管の発光原理・電圧・電流

の測定などについてとりあげてみた。

3教  具

けい燈スタンド展開板 (回路構成)

G)。 醜は色別{総‐警2

0ヒ ュ ー ズ

。交流電流計

。点燈管

。安定器

。コンデンサ

。けけ 燈管

一方の内部が見える

けい光物質がぬってない

4 授業の展開

一Ｏ
ｏ上燕＋



(1)安定器の働き,ヒ ューズの働きの実験

―

′

熱陰極型放電管の電子放射状態の観察

点燈中の放電状態の観察

テスタによる電圧・電流の沢1定

安定器の働き, ヒューズの働きの理解

① 安定器を通る回路 (Aと Bを接続)にセットする

a 点燈用スイッチを閉じ,陰極を予熱させる。

(ス イッチの働きは,即習内容)

・ フィラメントの状態を観察させる。

(電子放射状態の観察)

b 点燈用スイッチを開く

0フ ィラメントが冷え放電状態の観察をさせる。

・けい光物質の塗ってないところと,塗ってある部

分の比較をするため,黒い紙でけい光物質の塗っ

てある部分をおおい,けい光物質の可視光線とな

ることを知らせる。

・放電管,両端の電圧測定

・安定器,両端の電圧測定

。交流電流の測定

② 安定器を使用しない回路 (Aと Cの接続)にセッ

トする。

a 点燈用スイッチを閉じる

・①の場合と変わらない。

b 点燈用スイッチを開く

・ ヒューズが溶断するのでヒューズの働きを理解さ

せることができる。 (こ の時ヒューズは自作して

みる。この時ヒューズの容量が大きいとフィラメ

ントが溶断する)

C 太いヒューズを入れ,点燈用スイッチを上のよう

に作用させる

・フィラメントが溶断し,点燈が行われない。

このことから,安定器をつかわなければ,回路

に故障が生じることを知 り,放電中の電圧を一定

に保ち,安定させる働きを理解させる。

(2)放電管内部のフィラメントが 1方だけになったもの

での実験

④ 回路について考えさせ理解させる

○ テスタによる,電流,電圧の測定

(正常な放電管との比較)

a 安定器 (約40Ω ),片 方のフィラメント (約10Ω )

の抵抗で回路構成すれば,片方だけで熱電子を出す

働きが行われるので,放電による点燈が行われる可

能性のあることを考えさせる。フィラメントの断線

した方を接続すればよいことに気づかせ,その日金

ピンを外倶1で銅線で接続する。

銅線で接続{

② 回路の中に再生した放電管を納め,照 明実験すと

a 再生したけい光燈を回路中におさめる。

b 安定器を使った回路で点燈 させる。 (ス イッチを

Aと Bに接続 )

。点燈用スイッチを作用させて放電管を点燈させて

みる

・点燈することにより, 白熱電燈でケまフィラメン ト

の断線は再生させることはできないで,けい光燈

では再生が可能であることを知らせる。

・点燈中の電圧 。電流の測定

0正常な放電管との電圧・電流との比較

。この比較から,そのちがいについて考えさせる。

予熱の極が片方だけになったために,熱電子の量

が少なくなり,電流が小さくなったこ とが わか

る。さらに放電管両端の電圧が大きくな った の

は,放電管内部の電子流の減少から抵抗の増大を

示し,放電管内部の抵抗は一定でないことを理解

させることができ,安定器の両端電圧の減少も少

ない電流のため下ったことを示し,位相差につい

ての正常な場合との差を示すことができる。

(3)けい光燈の電力計算

① 正常なフィラメントと片側だけのフィラメントと

の電力計算を行い,電力のちがいを理解させる。

力率58%,安定器の電力損 3Wと して,

正常なとき 100V× 0.23A× o.58=13.34W

13.34ヽ アヽーー3VV==10.34ヽ アヽ

① 前の安定器を使わない回路で,

断線したので,再生できないか,

させ,理解させる。

放電管が 1方だけ

回路について考え
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片側のとき 100V× 0.15A× o.58=8.7W

8。 7VV― -3ヽlr=5.7ヽヽr

このことから,正常なフィラメントで放電管は約

10.34W, 片側のフィラメントで 5。 7Wの電力とな

り,約半分になるが,こ のことから照度にも違いが

出て,明 るさも半減することになる。これらのこと

から,比較関係的に電子の働きなども理解させるこ

とができる。

5 結果と反省

(1)こ の実験から,安定器の回路中における働き,放電

管の発光状態等を直観的に理解させることができたも

(2)テ スタの取扱いについてなれさせるのに実物での測

定として効果があったと思う。

(3, けい光燈の再生などから,生徒に興味を持たせて援

業ができ,ま た電気学習に対する関心を高めることが

できた6

(4)破壊的な実験を行ったので,組み立て製作学習では

部品の接続,回路に対する関心を高め,注意深く作業

させることができた。

(5)片側のフィラメントの時,グ ロースイッチで点燈さ

せるには,フ ィラメントの残っている方を安定器側に

しないと放電を開始しない (こ れは電子の移動が安定

器の反対にあるため行われなくなるのだと考える)。

安定器の最初の高電圧発生による放電開始の理由の説

明ができる。また,押 しボタン式で点燈させても点燈

時にはチラツキが見られ,放電が安定するまで 2～ 3

秒の時間が必要である。これはやはり電子の移動が安

定するまでのチラツキと考えられる。

{6)放電管のけい光物質が一部塗ってないので,内部観

察ができ, フィラメントの予熱状態と,点燈中のフィ

ラメントの消えている状態,放電状態を観察させ理解

させることができた。

けい光燈学習以前に,放電管の内部構造について認

識の程度を調査してみると,左右の回金ピン相互に白

熱電燈のようにフィラメントが有るものと考えている

か,無解答であったものをふくめて約90%であった。

このことから内部観察ができる (けい光物質が一部塗

ってない)教材用の放電管で十分に観察させたので,

学習効果があがり,生徒は興味を持った (ほ とんどの.

教材は現在ではそうなっていると思う)。

さらに,けい光物質によって色がかわることを知ら

せるために, 1本管で各種の色が出せるようにいろい

ろなけい光物質を塗った放電管が作られるとよいと思

っ た 。

6 まとめ

電気はわかりにくい,と らえにくい考えがあるので正

常な状態だけの実験よりは,破壊的な現象により,視覚的

に直観的にとらえさせてみたらと考えてこんな方法を考

えて指導してみた。破壊から再生へと思考活動を行い,

さらに理論の実証をしていくことにより電気学習に対す

る理解や関′いを高めることができ,基礎的技術を養 うの

に効果があったと考える。

破壊的な実験で,高価な部品の消耗となるが,技術科

本来の目的を達成するためには,予算のうらづけができ

れば,今後も行ってみたい方法である。今まではけい光:

燈の破壊実験は,教師実験のみである。

学習指導の中から経験したことから考え出したささや

かな研究的な指導法で不備な′点が多々あるもの と思 う

が,いたらない点,諸氏の御批判,御指導が頂ければ幸

です。 (名 古屋市笈瀬中学校教諭)

[ヨ
ilョI 

照明としてのけい光燈の特徴

わが国では,戦後,照明として,けい光燈が広く普及

しているが,その特徴はつぎの点にある。

(1)自熱電燈にくらべて効率のよい光源であり,経済

的な照明である。光の色が昼間色に近い。

12)拡散された光,広い面積から出る光であり,影が

でにくい。じかに見てもまぶしさがない。

(3)紫外線が出るが,そ の量は 313ミ クロンであるの

で,現在までの実験では生体への影響はないといわれて
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いる。

(4)しかし,照明として最上であるとすることはまち

がいであり,ち らつきが出るし,けい光燈の光は青のと

ころに,水銀の線スペクトルがひじょうに強く出るので

それらが目によくないのではないかといわれる。

(5)光 にたいする心理的情緒的な面から,けい光燈の

光が問題となる。たとえば,昼色光のけい光燈を病院で

つかったら,青みがかるため,顔色を気にする病人に評

判がわるく,白色けい光燈にかえたという。これと似た

理由といえるが,欧米で家庭内の照明で自熱電燈が多く

使われ,けい光燈はビジネス用とされているのも,光に

たいする心理的情緒的な面からといえよう。 (R)



程の改定 と

静岡県志太家庭科研究グループの座談会から

家庭科教師の期待

<ま えがき>

本稿は,昨年の11月 27日 に焼津市大村中学校 (新幹線

の静岡駅から西方へ 4, 5分 の田圃中に位置する)にお

いて,市内および近接の藤枝・島田両市の家庭科教師で

組織している家庭科サークルの代表数名が,産教連研究

部の植村千枝氏の来静を機会に「家庭科の改定に何を望

むか」と題して座談会を催した。その記録をもとに,村

野がそれに私見を加えてまとめたものである。発言者の

発言内容や意図を忠実にくみとったつもりであるが,も

し誤りがあれば,その責は村野にある。なお座談会の出

席者はつぎのとお りである。

出 席 者

木 千 枝

高 静

村 千

田 光

倉 未 起

所 し づ

野 け

光

司会 ご参集いただきありがとうございます。毎月第

2土曜日の例会も, 2学期に入ってからは,各地区の

研究発表会,教組教研集会,それに11月 初めは,全国

技術家庭科研究大会に 3日 間も参加するということも

あって,サ ークルの集りは無理でしたから,こ うして

集ったのは夏の電動機の講習会以来久しぶ りというこ

とです。今日は, 日ごろ考えていた教科の問題,と く

に,文部省の教育課程審議会で,教育課程改定の作業

が進められているとき,家庭科について,ど う改定し

てもらいたいか,私たちの期待と希望を,自 由に出し

あおうという趣旨で座談会を催したわけです。

まずどういう話からすすめていきましょうか。

A 何しろ,家庭科は困ることが多すぎる,何をとり

あげても悩みはつきまとうので,……

家庭科をめ ぐる教育議条件から

司会 それなら,毎度のことながら,その困っている

ことの問題から入っていけば,それが問題点というこ

とになるので,それで話をすすめてください。

A ゎたしのところは何よりまず学習集団の人数が多

くて困ります。54～55人です。クラスの男女数に差が

あり,男 子より8～ 10人 くらい女子が少ないから,2
学級を男女別にすると,男子は多すぎ,女子は34～35

人となりもったいない。男子は機械を扱ったりして危

険であるから安全教育のためにやむを得ないが (54～

55人で), 女子は,手工具やはさみくらいで危険はな

い。職員全体の受持ち時間数が 1時間でも少くなる17■

うがよい。女子は, 3学級をまとめても54～55人だか

ら,それで授業をすることにきめられた。市内の道徳

研究指定校であったがだんだんふくらんで,県や,国

の道徳研究指定校にまでなって,その集中研究に学校

が取組んでお り,すべてはその面へ精力が注がれてい

る。その関係で研究時間をうみ出すためにも,他の教

科研究の集 りへの出張も,最少限度にとどめるという

ほどであって,少人数を必要とする技術学習の学習効

果は望んでも無理になる。グループの人数も7人, 8

人では混み合い,授業内容は深まらず,能率は上がら

ず,徹底しない。男女別学の内容がこうした面へしわ

よせられてくる。共学にしたくても,男子教員とそれ

について話合う時間も持てないという現状です。

すでにこのことはいろいろな問題点をもつ焼津市のば

あい,私立女子中,高校があり,そ こではス トレー トで

高校に進めるので,小学校から進学する者が多く,その

結果,公立中学校では,女子生徒の人数が男生徒にくら

飯

植

岡

/Jヽ

男」

村

森

子

す

被

枝

子

江

い

子

(藤 枝市西益津中学校)

(藤枝市藤枝中学校)

(東京・武蔵野第二中学校)

(焼津市東益津中学校)

(焼津市大富中学校)

(島 田市第二中学校)

(焼津市大村中学校)

(焼津市焼津中学校)

D~5



べて少ない。学級数14の大村中学校でも,75人少なく,

学級数25の学校では 224人 も少ない。成績の面でも女子

が劣ることになり女子は軽視される傾向もある。また,

中卒後90%も 進学するので,職業教科は,選択教科の中

からもはずされ,学校選択で英語が時間を多くとること

になる。数年前は,わたしの学校でも,女生徒を 3ク ラ

ス合わせて65人あまりも,す しづめで家庭科 を持 た さ

れたと聞ヽ`たことがあり,現在は,受持ち時間数がたと

え 3時間ふえても,少人数を指導することの方が生徒の

しあわせになり,学習効果も上がることを力説して, 1

学級40人以上にはわたらないようにしている。それでも

不徹底の面がでてくる。奇数学級数の学年があり,その

1ク ラスを 1集団17名 でもっているが,ほんとに理想的

な,徹底した指導ができて,能率的に進み,教材,単元

が合併集団にくらべて進度も早く労少なく効果が多いこ

とを痛感している。週27時間担当しても,そ ういう級の

3時間は,苦労にならない,ぜひ,技術・家庭科の授業

は 1ク ラス20～25人以下にとどめたい。

B わたしの所も技術・家庭科は浮かばれない教科で

す。主要教科なみに扱われていないが,それがとくに

3年になって進学ということにかかわると,は っきり

区別され,月 ごとのテス トでも,記録からはずされて

家庭通信の中にも入れない。補習授業でも後まわしだ

し,ア チーブテストにこの教科の成績がわるいことは

指摘するのに, 日ごろ軽視する。これは学カテス トの

影響もあるかと思うが,受験体制のしわよせであると

思う。技術・家庭科の先生は今でも営繕的・雑事的の

仕事では重宝がられているのに,学校の運営面,企画

面の重要な点においては,価値をみとめられない。

この点は,他の学校でもみられることで,技術 。家庭

科教師にとかくありがちな弱みだと思う。いつもしごと

の準備や材料調達・教具備品の整備や管理・教具作成 0

実習後の後片づけ等に忙しく,教材の理論研究の時間も

ないような日常で,教科の本質論的検討や,教科構造だ

の,全体教科との関連における問題追求について思考す

ることに関心を向ける人は少ないといえる。それに職・

家時代の農業科,商業科出身の先生にとっては,技術科

の工的分野の研修に精力を費やすことで精いっばいとい

うことが一般的な実情である。家庭科教師も同様である

上に,家庭生活の責任者で,妻でも母でもあることの二

重,三重の役割から,教科教材を毎日こなしていくこと

で精いっばいということもないとはいえない。もっと他
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教科の教師に理解をしてもらうと同時に,幅広い視野で

教育全体に目を向けることの学習が必要である。

B 予算の面でも,技・家として配分されると,ま ず

家庭科の設備は,それが旧式で使用できないものであ

っても,間に合わせられる。たとえば, ミシンの古い

ものは,故障ばか り多くて不経済であるのに廃棄手続

きが面倒で,備品数から取 り除けない。これらは,校

長の考え方や理解によって,何 とかなると思うのに。

C ミシンの古いものは,分解用に利用したが,その

かわ りとしてあまり新式な複雑なジグザグミシンを何

台も備えるということは考えものである。 ミシン操作

もまだ慣れない 1年生などに|ま , ごく基本的一般的な

形式のもので練習させたいのに,精巧なものはかえっ

てぐあいがわるく,使い方を十分指導しないうちに,

それを扱って故障させてしまうと修理するのに教師は

時間をかけてしまうのでまずい。精巧なものは 1～ 2

台あればよい。

D 校長の考え方が,学校の教育の方針に影響するこ

とはたしかである。わたしのところもそうしたことで

考えさせられることがある。管理者がかわると学校の

方針も変ってしまう。教具備品は不足しても,庭園に

築山を作ることにはお金をかけ,教育委員が訪問して

もそれをほめ,そのような環境に育つ生徒は幸福だと

いうが,一体,そ ういうことで人間形成にどれだけ役

立つのだろうか。教材研究の時間がなくてこまるくら

Ⅵヽ瞳しい家庭科教師に,給食用の食器洗いをすすめる

校長の考え方に,一体教師の本務は何か,子 どもたち

に学力が身につくということはどういうことなのだ,

と疑わしくなる。さきごろ県外視察で東京の和光学園

をみてうらやましく思った。男女共学で 3年生が,ア

ルバムの表紙に使 うというろうけつ染めの図案の考案

をしている姿は,の びのびと楽しそうであったし,あ

の教材なら共学でも適する。校長の教育方針 の も と

に,全教科全面発達の人間形成を目がけて,指導要領

にこだわらずに教育している。高校入試のテス トでせ

めたてられている学校では考えられない風景 で あ っ

た。日ごろの自分の教科への取組む態度や,教材の観

点に自信がなくなってさえきた。家庭科の本質,基本

問題を考えていかねばと思う。

教材の実践的検討から

たとえば 1例であるが,被 服製作の型紙使用を,文部

省が指導してから久しい。毎年それで実施してきたが



教科書会社の型紙を使い補正させると,ほ とんど全部

の生徒がなおす必要がある。補正を教えることが目的

なのか,体に合 う服を作るための型紙作 りが目的なの

か,目 的がわからなくなる。補正を完全にさせるまで

の時間をかければ,始めから体に合う型紙の作成を指

導したはうが応用力もつく。最近アメリカから仕入れ

た型紙をもとに, 日本でも型紙の会社ができて宣伝し

ているが,ねだんも高く,それに応用力を養 うことに

もならず企業の宣伝に乗ることにしかならない。

E ゎたしは,こ としその型紙会社のものを使って 3

年生のワンピース ドレスを作らせてみた。やはり問題

が出た。日本人の体型に合わせたといっても,元はア

メリカのデザインであるから,合わないのか,胸囲を

もとに寸法を選び,好むデザインの型紙を注文し,自

分の身体の採寸により補正させるのだが,首 まわ り袖

つけまわ り,バ ストのふくらみ等,各人ごとに異なる

体型に合わせるためには,補正技術を要し,それが充

分になされないで裁断したので,体に合わない者が出

てきて,仮ぬいの補正ではうまく補えないものになっ

たし,ぬいしろ付の型紙であること,各部がすでに切

り離されて,名称も,ぬいしろ印も文字がないので,

わかりにくい。説明用に印刷してある通 りに布の上に

配置して裁断することも,機械的で,思考力や応用力

を働かせるものにはならない。自分で裁断した型紙に

必要なぬいしろを測って加え,印をつけることのほう

が,構成や縫製についてよく理解することを知った。

紙質も弱いし,価格ほどに利用価値がない。

F 被服製作の型紙の問題よりも,製作することの方

に問題がある。焼津では数年前から,こ の点話合った

結果, 1年でスカー ト, 2年でパジャマ,3年でブラ

ウスまたはワンピースとしてきたが,こ れだけでも製

作時間数が多く,生徒の能力,人数,設備などの面か

らも,予定されている標準時間をオーバーしてしまう

ので,他の領域にしわよせがいく。今年は再び検討す

るため, 1年生に指導要領に示す通 りの被服教材を,

徹底的に指導してみた。もちろん,能率的な学習方法

を考慮し,資料,標本等をなるべく備えて生徒への理

解を助けることにした。生徒数44名 , ミシン15台 ,グ

ループ構成 5人で,次の時間を要している(表 1)。

以上は生徒と教師が,実習記録をとり計算した実際の

時間である。進度がlEl人 的には多少異なるがグループ全

部の完了をみて,先に進んでいった。合計44時間。

6月 半ばから始めて,11月 半ばにでき上がって, 3か

表 1

・洋服の構造と活動的な日常着の型

0洋服の材料,生地,考案設計

0型紙の成立ち,採寸のしかた

・採寸と型紙選択,引写し裁断

0型紙の補正のしかたと実習 ブラ

・ 同 上 ス カ

・仮ぬいの順序実習 ブラウス

・同 上      スカー ト

・本縫い,ブ ラウス及びスカー ト

・仕上げ (ボ タンつけ,ア イロン

0着用,評価,反省

月を費やし (8月 休みは,手をつけない)て いる。でき

上がったころは,採寸当時より成長して,ブ ラウスやス

カー トが,き ゅうくつだからそのままではきられない者

もでてきた。この学習の前にミシンの操作法を 6時間学

習しているが,本ぬいにかかる前にもう一度 ミシン縫い

の練習を 2時間させている。被服製作に,こ れだけの時

間をかけること,調理実習は 2学期までに 2回 だけで,

「青少年期の食物の基本」の学習を忘れたころの 2学期

末に第 3回 目を調理する。製図学習と木材加工は第 3学

期に入って実施することになるが,編物も季節的に扱 う

時期であるから,どれかを省かねば時間不足である。

G 不織布でできた外衣が大分出まわっていて, ミシ

ンで縫 うことがいらないものもできている。既製品も

過剰生産時代になっている。家庭での衣生活は,適当

な材質の,適当な衣服の選択がうまくできて,その着

用法・整理・手入れ・保管ができればよいの では な

いか。製作技術を経験しなくてはそれができないとい

うことにはならないと思う。いっそぐっと製作する物

をへらして,時代にそって,合理的な衣生活の設計が

できるようにするには,基本的なものとして,ど うい

うものを入れたらよいだろうか。ことし,静岡県の技

術・家庭科研究会で作った,基礎的技術の学習ノー ト

では,指導要領の例をそのまま取入れてあるので。
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男女共学の生産技術を

植村 私は 1年生の男女に学校の文化祭で展覧会に出

品する作品を何でもよいから製作することを課題にし

た。小学校の経験から生徒の製作したものは,女子で

はほとんど布を利用したもの,男子では木製品がほと

んどだった。製図学習をしたので,製作品を製図して

計画表を提出している。こんなことからも女子は,布

に親しみをもっていることがわかるc私 は衣服を家庭

の生活面からのみとらえず,生産技術としての技術教

育の系列として見直すべきではないかと考えている。

せんい・染色工業の発展として,布加工を考える。 3

年間,できるだけ男女共学をと心がけ,独 自のカリキ

ュラムでやってきて,1年で 1時間を,栽 培学 習か

ら,食物学習に発展させ, 2時間は,製図,木工,金

工,布加工の学習へと発展させる。木材や金属では,

計測も布のように大まかなことではできない。弾力性

や可塑性のある布を技術学習の素材にして適当か,ど

のようにして取あげるべきか,今後の研究にまつ点も

あるが,被服の構成を理解させるという面からは,じ

ゅばんを取あげた。 3年でブラウス・女のしごととし

て裁縫という生活の面から取 りあげるのでなくて技術

学習としての角度から見直すべきだと思うからです。

さきほど話の出た和光学園では,男女共学で, 1年で

繊維と織物の構造, 2年で服装の歴史からランニング

型の原型製図から,シ ヤツを作る。 3年は染色です。

参加者一同は,自 分たちが教材に追いまくられながら

生徒たちの能力に上まわる技術をしいて,長時間をかけ

ることに疑間をいだいていたが,指導要領にあり,教科

書にあることで,ま た高校進学のアチーブテス トも気に

なることで無理をしてゃっているのにくらべて,こ の話

は大いに刺激になった。全国の家庭科教師は,研究発表

会の官制の時には,模範的な学習指導の例の,一端をの

べて全体時間数のかかわ りにはふれず,真実 を のべ な

い。教研集会 (教組)や,サ ークル の集 ま りにおいて

は,みな困難な問題の事実を訴えて不満をいう。現場の

実態をこそ,互いに見つめていくべきで,外面をつくろ

う必要はないのに。

男女共通の家庭的内容を

F 2年生でわたしは,食物学習をがっちり指導して

みようと思った。献立作成を定着させるには, 5-6
時間の学習では無理であった。家族の食物摂取量目や

5θ

すの表を作らせ,献立を作るのに便利な具体的例のカ

ー ドを作 り,フ ー ドピクチャーゃ,食品の利用に便利

な,献立上の位置づけ,(手法と,料理に適する数量

等)の 参考資料,献立例等を手近かに用意しておいて

献立作成順序を理解させて,練習に入るが,調理経験

も少ない生徒に,食品の成分を効果的に生かす調理法

の取 り合わせや,経済的のかかわ り,味覚の程よい取

り合わせ等を含めた総合的技能は非常にむずかしいこ

とである。ごく初歩的な基本的な,献立の例を考える

ことができればよいとしなければならず,ま た,不足

分を補わせる形の練習をさせて後 1日 分 くらいを作成

する。それにしても10時間くらいをかけて献立と調理

実習が結びつくものとなる。これは将来食生活の責任

者になってはじめて生きて働く応用力の基礎となるで

あろう。調理の回数は,中学校ではやはり数多く経験

させたい。被服製作は少なくしても,食物学習は徹底

して指導させたい。健康なからだ,働 らくからだを作

るには, どんなものをどのようにして食べるのがよい

かを,男女共学に学ばせたい。 1年生では小学校に引

きつづき男女共学で栄養の基本と調理を学習させた時

代があったが今後の生活様式から考えても,女子だけ

が家庭生活の技術を学習することでは足 りない。女子

に,機械や電気内容が欠かせられないことはもとより

である。

だから,新 しく改定される教科に望むことは,工的内

容は基礎的のものは男女共通内容で,応用発展的のも

のは傾斜させる。家庭的内容も同様で, 1年～ 2年の

間になるべく共通内容を学習して, 3年で傾斜内容を

扱 うことにして,別学をはじめからはさせないことで

ある。植村さんの説は,す っきりしているが,全面的

には同意できなくて,技術一本に組み立てることには

抵抗がある。異質な技術科内容と,現在の形での家庭

科内容を 1教科とするのは無理もあるが,家庭生活の

基盤は男女両性の協同体から成立つのであり,こ の家

庭生活をより科学的,健康的に円満に,文化的に向上

させることを目標とする,精神面を含めた,実践的教

科としての生活科学 (生活技術科)の 系列は必要であ

ると思う。小,中 ,高一貫した系列が望ましいことは

もちろんのことである。生産技術面の理解と基礎的学

習を男女同内容で学習させ生活技術内容の応用画と生

産技術内容の応用画は,男女別に傾斜して扱 う形は,

旧職業・家庭科時代にあったが,その内容面に,時代

の動きは当然反映して取 り入れられるべきであろう。
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エレク トロニクスの簡単な応用装置 (6)

写 真 引 伸 機 用 タ イ マ

稲 田 茂

前回紹介した「エレクトロニクス式タイマー」 卜電流がしゃ断され,継電器が復旧して,引伸用

も,写真の引き伸 しに禾J用できたが, ここに紹介   ランプがつく。この引伸用ランプは,一たん点燈

する装置は,引伸機専用のタイマーで,その記号  すると,2μF(Cl)が放電し,サ イラ トロンにふ

配線図を示すと,図 1の ようである。図からわか  たたびプレー ト電流が流れて,継電器が動作する

まで (動作すると

引伸用ランプが消

えて,ふたたび赤

ランプがつく),一

定時間点燈 しつづ'

ける。

つまりこの装置

は,ス イッチ S2

を図の位置におけ

ば, 赤ランプが点

燈し,ス イ ッチ

S2を反対側に倒

せば,引伸用ラン

プが一定時間点燈 |

するしくみになっ

図 1 引伸機用タイマー記号配線図

るように, この装置 |ま,サ イラ トロンと呼ばれる

特殊な電子管 (2050)と 継電器 (A)が,その中

心になっている。図のスイッチ Slを 入れると,

装置が動作状態にな り,継電器が動作して赤ラン

プがつく。つぎにスイッチ S2を反対側に倒すと

あらかじめ充電されているコンデンサ 2μF(Cl)

の両端子間の電圧が,サ イラ トロン2050の第 1グ

リッドに加わる。そのためサイラ トロンのプレー

ているから,引伸機用タイマーとして大変便利で

ある。なお,引伸用ランプの点燈時間は, ボリュ

ーム15MΩ によって, 1～30秒 くらいの間で,自

由に加減することができる。

1)主要部分 (部品)の しくみと働き

(a)サ イラトロン  サイラトロンは, ガス人 り2

極管に, 1つ または 2つ のグリッドを加えた,グ

リッド制御放電管で,第 1グ リッドは,プ レー ト
―
―
―
卜
Ｌ

引
伸
用
ラ
ン
プ

さしこみブラク



とカソー ドとの間を,完全にしやへいするような

構造になっている。この装置に使用するサイラ/

命
ｒａサ

2050

(b)

おくと,同図(b)の ようである。なお図の中の・印

は, ガス入 りであることをあらわす。

サイラ トロンを図 2鯰 )の ように接続して,第 1

グリッドのバ イアス電圧 (O電圧)を,次第に 0

Vに近づけると,最初はプレー ト電流が流れない

が,あ る値で急に管内にグロー放電が起こり,大

きなプレー ト電流が流れはじめる。サイラトロン

には,一般の真空管と異なり, このような特殊/

2050

2μ F

図 2 サイ トラ トンとその働き

図 1 コンデンサ (Cl)と サイラ トロンの働き

ic)

な1生質がある。

(d)コ ンデンサ (Cl)と サイラトロし/ この装置

において, 図 3(a)の ように, スイ、ンチ S2が下惧J

に倒してあると,サ イラトロン2050の第 1グ リッ

ドには,O電圧が加わっていない。したがって,

2050は プレー ト電流が流れる状態であり,交流電

圧 100Vの Э側のときだけ,図の実線の矢印のよ

うに電流が流れて, コンデンサ 2μF(Cl)ヵ ミ,図

トロン2050を記号で示すと,図 2(a)の ようになり

その口金接続図 (裏側から見たところ)を示 して

C電圧になるので,2050の プレー ト電流 |ま 流れな

くなる。一方 2μF(Cl)は図の破線の矢印のよう

にボ リューム15MΩ を通して放電 す る。 そ のた

め 2μF(Cl)の 両端子間の電圧は次第に下がって

いき,あ る値まで下がると2050の 内部にグロー放

―
う
　
　
　
Ｖ
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のCeよ うにほぼ 100Vに充電される。

つぎに図 3(b)の ように, スイッチ S2を上側に

倒すと,2μF(Cl)の 両端子間の電圧が,2050の

第 1グ リッドとカソー ドの間に加わ り,図のよう

に,第 1グ リッドがカソー ドに対して,大きく/

6θ

―
―
―
―
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―
―
―
ヽ
イゝ
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電が起 こり,急に大きなプレー ト電流が流れ′るこ

とになる。 (ただし,電流が流れるのは交流電圧

の ① 側のときだけで,O傾 1の ときに は 流 れ な

い)。 このようにコンデンサ 2μF(Cl)は,その充

電・放電によって,サ イラ トロン2050の動作 (プ

レー ト電流の流れ)を左右する。したがってこの

コンデンサには,絶縁の良好なオイルコンデンサ

がよい。なお,2050の プレー ト電流が一たん止ま

り:ふたたび流れ出すまでの時間 (Clの放電時間

に比例する)は,15MΩ の値を変えることによっ

て,適当に加減することができる。また,サ イラ ト

ロン2050は, つごうによりPT-25G, PG-50G

などに変えてもよい。

― 一 -1

20KΩ

|

図 4 コンデンサ 2μFの働き

(C)ボ リューム15MΩ   このボリュームは,上に

述べたように, コンデンサ 2μF(Cl)の 放電時間

を加減するものである。放電時間を細かく加減す

るには,軸の回転角に比 例 して抵抗値が変化す

る,いわゆるB形のボリュームが適当である。こ

のボリュームはかなり高抵抗のものであるから,

使用にあたっては, とくに回転のスムースなもの

を選ぶ。

(d)コ ンデンサ (C2)

図 3(iDlの ように上倶1に倒すと,すでに述べたよう

に,サ イラ トロン2050の プレー ト電流は一たん止

まり,あ る時間をおいてふたたび流れ出す。その

ときプレー ト電流は,図 4の よ うに,交 流 電圧

100Vの C側 (図の①)の ときだけ,実線の矢印の

方向に流れる。したがって,図のコンデンサ2μF

(C2)がなければ,継電器Aを流れる電流は,交

流電圧の半サイクルごとに断続 し,それにつれて

継電器接点a10a2が振動することになる。 しかし

2μF(C2)が図のように継電器に並列に接続して

あると, このコンデンサは,交流電圧の①側のと

きに,実線の矢印のように流れるプレー ト電流に

よって,図の①Oの ように充電され,交流電圧の

(e)継電器  この装置に使用する継電器は,

動作電流 (継電器が動作する最低の電流)40

mAく らいで, メーク接点 (継電器が動作す

ると接触する接点 e al)と ブレーク接点 (継

電器が動作すると開放する接点・ a2と を,そ

れぞれ 1つずつもったものが必要である。

2)回路の働き

まず図 5の スイッチ Slを入れると,サ イラト

ロン2050の第 1グ リッドに,バイアス電圧がか力ゝ

っていないので,交流電圧 100Vの ①側のときだ

け,図の実線の矢印のように電流が流れて, コン

デンサ 2μF(Cl)が図の①Oの ように充電される,

とともに,継電器が動作して接点 alが接触し,

接点 a2が 開放する。 (図の実線のようになる)
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に 15M Ω のボリ

ュームを通して放

電し,2μFの両端

子間の電圧が次第

に下がっていく。

やがてその両端子

間の電圧が OVに

近づくと, 2050が

放電し,交流電圧

の①側のとき,ふ

たたび大きなプレ

ー ト電流が流れる

ので,継電器が動

作 して接点 alが

毎
_り

|

FS 三二______

図5引 伸 機 用 タ イ マ ー

そのため図の破線の矢印のように電流が流れて

赤ランプが点燈する。ここで,引伸機のピン トを

合わせる必要があるから,ス イッチ S3を入れる

と,電源→スイッチ Sl→ スイッチ S3→引伸用ラ

ンプ→電源を通って交流電流が流れ,引伸用ラン

プが点燈するので, ピン トを合わせることができ

る。 ピン トが合ったなら S3を切 り (赤 ランプは

点燈したままで,引伸 用 ランプが消燈する),印

画紙を置 く。

つぎにスイッチ S2を反対側 (図の破線)に倒

すと,2μF(Cl)に たくわえられている約 100V

の電圧が,サ イラ トロン2050の第 1グ リッドとカ

ソー ド間に加わる。そのため第 1グ リッドが○電

圧になり,2050の プノー ト電流 (実線の矢印の電

流)が断たれるので,継電器を流れる電流も断た

れ,継電器が復旧して接点 alが開放し,接点 a2

が接触する (図の破線のように な る)。 したがっ

て赤ランプが消燈すると同時に, 図 の 1点 鎖 線

の矢印のように電 流 が 流 れて引伸用ランプが点

燈し露出が始まる。一方 2μF(Cl)は,ス イッチ

S2を反対側に倒す (破線の位置にする)と 同時

″

接触し,接点 a2

が開放する (図の実線の ようになる)。  したがっ

て,引伸用 ランプが消燈 し,赤 ランがプ点燈 して,

露出が終 ることになる。

以上が,引伸機用 タイマーの働 きの概要である

が, このタイマーを利用すれば,すでに述べた よ

うにして,正確な一定の露出時間がえられ るので

きわめて合理的である。

(注 1)こ の装置を製作したときは,15MΩのボリュ

ームの軸のまわりに,引伸用ランプの点燈時間 (露

出時間)を 目盛っておくと,使用に便利である。

(注 2)す でに述べたように, この装置のサイラトロ

ン2050は ,他のサイラトロンに変えてもよいし, 4

極管でなく3極管でもよいが,それぞれのサイラト

ロンによって,プ レート電流が異なるから,使用す

るサイラトロンのプレート電流で,十分動作する継

電器を使用することも忘れてはならない。

(注 3)継電器に並例に接続するコンデ ンサ 2μF

(C2)は ,2μFに こだわる必要 は ない。だいたい

2μF以上のものなら, 3μ Fでも 4μFでもよいか

ら,手持ちの適当な値のものを利用すればよい。

一一つづく一一

(東京工業大学付属工業高校教諭 )
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この本の書評を書けと言われて,読 ませていただいた

が,私には,ま だそんな資格はない。ただ,毎 日技術科

の授業をやっている者として,感想をのべさせていただ

くことはよいのではないかと思い,厚顔を顧みず書くこ

とにした。当らない点があったり,失礼な点があったら

お許しいただきたい。

この本は,教育学の理論や技術論から説きおろして,

「学習指導はかくあるべきものぞ」と決定づけるような

書きぶりの本ではない。中学校の現況や中学生の実態を

よく知っている著者が,長年の経験や研究の成果を結集

して中学校のどの技術科教室の,ど こにでも存在してい

る教科指導上の具体的な諸問題を例として,時代や生徒

の実態にマッチするように,技術科の学習指導法をのベ

たもので,教育現場における諸問題をたくみに整理して

いる。したがって,たいへんわか りやすく読みやすい。

教材内容の扱い方を主にして記載されている。 1つ 1つ

の内容を自分のこととしてとらえ,自分の考えと対比し

て読ませていただいた。研究会にでも出席しているよう

な気持で,気軽く読める本である。

はじめに,一般的事項をあげ,ついで,設計,製図,

木材加工,金属加工,電気,総合実習についての指導法

におよんでいる。一般的事項には,技術科の教師なら,

誰でも心得ていなければならない事項についてのべられ

ている。また,各項の指導法は,従来とられてきた一般

的な傾向を批判し,その反省の上に,具体的な指導例や

資料をあげて,新 しい指導法や試みが提示されている。

やってみて学ぶ,実践を通して学ぶといった,技術科

の本質にもかかわる重要な点を大切に扱い,理論先行型

や,技能先行型の指導を排し,徹底して融合型の学習形

態を取っている。知識や技能を融合し,実際のものとし

て習得させようという意図に徹底している点がうかがえ

る。しかも,理想や空論に終るのでなく,実践可能な具

体案が示されている点は敬服に価する。これらの指導例

は,生徒が実践によって考え,実践してみて, くふうし

た方法の良さを理解できるように仕組まれている。とく

に,製図学習などに見られるくふうは,面 白く参考にな

る。

また,学習の中に仕組まれるべき基礎事項を,「 1つ

の題材に集中させずに,類似した全部の題材の中に,順

ら ,●・・●マ11

価 700円  国土社干J   ギ

を追って配置すべきである」との考えに立って,無理な

く学習されるように考え,学習内容の精選についても考

慮が払われている。具体例を通して見ていくことによっ

て,私たちが,カ リキュラムを編成した り,年間計画を

立てたりする場合の参考にもなる。

各項の終 りには,直接学習に役立つ資料や,指導に当

って,教師が,心得ていなければならない資料を,簡明

にあげてある。いろいろなものを雑多にあげてある資料

集とちがって,学習に役立つように精選されているので

見ゃすく,使いやすい。

全般に,見やすく,読みやすく,教師のための良い指

導書といえる。しかし,「 1つ 1つの学習内容を,全体

の学習にどのように位置づけ,生徒自体には,どのよう

に必然性をつかませるか」という点や,「何を基礎事項

と考え,題材の学習を通して生徒に何を教えたいのか」

というような点については,必ずしも説明が直接的にな

されていないので,具体例や著書全体の中から,読者自

体が読み取らなければならない点もある。私は,そのよ

うに読ませていただいたら,著者と多少の意見のくい違

いもでてきた。このことは,本書が,実践の中から指導

のあり方をさぐろうとしている点や,読者自体ある考え

を持っていることを考え合わせると,当然のことであっ

て,本書の欠点とは言えない。むしろ,こ のような本書

の読み方によって,自分の考えを整理した り,よ り深い

ものにしていきたいものだ。

もちろん本書は,その内容をそのままもってしても,

明日からの授業に,す ぐにでも役立つ立派さと,具体性

を持っているのだが,どんなに立派な実践や試案でも,

それが,そ っくり自分の授業にあてはまるものとは限ら

ない。施設,設備の現況によってもちがうだろうし,生

徒の実態によっても差異があろう。私たちが,毎 日向い

あっている生徒たちのために,よ りよい指導法を,自 ら

生教出そうとするならば,本書は,そのよいしるべとな

る。また,そ うすることが,本書の趣旨でもあるように

うかがった。著者はまえがきまで「研究はつねに未完で

ある。ある一つの研究が終ったときには,すでにつぎの

新しい研究をふみ出したことを意味 して ヽヽ る」とのベ

て,たゆまない教科指導の進展を願っている。

(長 野県岡谷市北部中学校 北村勝郎)
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◇文部省は,教育課程審議会の

教科専門委員を任命し,中教審

の「後期中等教育」に関する答

申と関連させつつ,前期中等教

育としての中学校の教科課程の審議に取 りくむことにな

りました。そして41年度末には,改定の方向を打ちだす

だろうといわれています。

◇中教審の答申との関連からみると,中学校の技術教育

では,職業に関する選択教科が大きくクローズアップさ

れるでしょう。都市では,子 どもの,「適性・能力に応

じた教育」の名目のもとに,すでに神戸市や大阪市でこ

ころみられてtヽ る「技術中学校」が一般化するような方

向さえ意図されるかもしれません。こうした教育が,中

学校段階の技術教育の本質からいっても「適性」理論か

らいっても,決して子どもの将来の成長と幸福を,ほん

とうに約束するものでないことは,教育学・心理学など

で明らかなことといえます。本誌でも,こ んご,そ うし

た学的な研究成果を紹介していきたいと思います。

◇今月号は,「新学年の構想」を特集しました。すでに

技術 0家庭科が発足して数年間を経過し,指導要領のワ

ク内研究を脱却した自主的実践も各地に生れてきていま

す。毎時間毎時間の学習指導の反省のうえに,技術教育

のほんすじを追求した実践的研究が各地に見られてきて

います。本誌では, こうした実践の集積をたえず反映す

るように努めたいと思います。

◇そうした意味で, 5月 号には,「授業研究の実践」を

特集することになります。 1～ 2時間の授業がなにをね

らい, どのように指導し, どのような成果とどのような

問題点があったかなどの, くわしい授業記録で本誌をう

めたいと思います。原稿締切日は, 3月 20日 です。御寄

稿のはどお願いします。

◇御依頼して玉稿をいただいたもので,編集の関係でま

だ本誌に掲載していないものがありますが,次号以下に

順次掲載させていただきますので,御了承下さい。

◇本連盟の第15次産業教育研究大会は,例年のように,

8月 初旬に,京都で開催の予定です。くわしい予告は次

号に掲載の予定です。

:
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‐

技 術 教 育

昭和41年 3月 5日  発 行

発行者  長   宗   泰   造

発行所  株式会社  国  土   社

東京都文京区高 田豊川町42

振替・東京 90631 電(943)3721

営業所  東京都文京区高 田豊川町42

電 (943)3721～5

3月 号    No。 164◎

定価 150円   (〒 12)1か年 1800円

編 集  産 業 教 育 研 究 連 盟

代 表 後 藤 豊 治

連糸各所  東京都目黒区上目黒7-1179
届三 (713)0716

直接購読の申込みは国土社営業部の方へお願い

いたします。
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学習指導上留意すべ き一般的事項 として,明確な指導 目標,技術的

知識 と技能 との融合,生徒の学習事項 と教師のそれ との区別,適切

な指導形態や管理形態の問題,他教科 との関連,危害防止対策等を

あげ,その観点から設計 0製 図・木材加工・金属加工・機械・ 電気

・総合実習の各項 目にわたって具体的にその指導法を詳述した。 と

くに思考学習の問題を意識しつつ時代の要請に応えた書。
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その研究の全貌 !
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技術科の学習がお もしろく,し か もや さしくな りま した !

B5判 函入 定価各 650円 別巻 1000円 〒 120

中学 “技術・家庭科"教育実践家の最高の頭脳

を結集して世に出た技術科副読本の決定版〃
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技術科はむずかしいといわれてお ります。 とりわけ指導

することがよりむずかしいといわれてお ります。それは

初めて生徒が耳にする機械の原理や構造をとり扱 うから

でもありましょう。 こんな時にはこの全集を開いて ドさ

い。 この全集は中学の工業分野の学習に登場する機lllの

話や必要な知識を,全国の優れた実践家が授業で確め,

その成果をふまえて解説してあるからです。そして他の

本にはみられぬ,新 しい知識と難解な事項はすべて図で

解き,一限で角ギるように特に工夫しているからです|.

清 原 道 寿 編

日 図解製 図技術

□ 図解木工技術

□ 図解金工技術 I

□ 図解金工技術Ⅱ

□ 図解機械技術 I

固 図解機械技術Ⅱ

□ 図解電気技術

□ 図解電子技術

回 図解総合実習

別巻 技術科製作図集

レこの全集の特色

]部二色刷 りにして,理解を容易に

した。

木工編 と金工編は,具体的に作品を

作 りながら知識を会得できるように

した。

随所に<課題>を設けた。

別巻には,多数のたのしい教材を収

めた。

製作の手引をつけて, クラブ活動や

ご家庭でも自主的に学習できるよう

に工夫した。
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